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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１







　カレンダーはすでに九月下げ旬じゆんになっていたが、街にはまだまだ残暑が続いていた。陽ひが落ちても気温は一向に下がらず、寝ね苦ぐるしい夜が連日続いている。そのため夜になってもフル稼か動どうさせているエアコンのモーター音が、灯あかりの落とされた部屋に微かすかに響ひびいていた。


「……っん……ぁ」


　室内は適温より少し低めに設定されていたが、そこにだけはある種の熱を孕はらんでいた。どちらが乱したのかもわからない薄うす掛がけは、半ばベッドから落ちかけており、ベッドの軋きしる音が不規則に大きくなる度たびに、整えられていたはずのシーツは更さらに乱されていく。


「───っ」


　喉のどに詰つまったような呼気音が一ひと際きわ大きく響いた。ベッドに押しつけられていた肢し体たいがびくりと跳はね上がる。


「どうした？　妙みように反応がよかったようだが……？」


「───……っるさ、いなあ……っ」


「ふーん、そういう口を利きくんだね。まあ、別にかまわないが」


　そう言って楽しげに笑う男を、青あお木き裕ゆう真まは背筋にはしる甘い痺しびれを堪こらえながら、きつく睨にらみつけた。そんなことをしても相手は痛くも痒かゆくもないことはわかっていたが、かといってただ大人しく享きよう受じゆすることなど、到とう底ていできることではなかった。だが、裕真のそんな反応すらも、相手を楽しませてしまっているのが殊こと更さらくやしい。


　まだ笑い続けている男の左手が、再び組み敷しかれている裕真の肢体をすっと撫なで下ろした。


　丹たん念ねんに煽あおられ火ほ照てり始めたばかりの身体からだは、そんな子供だましの愛あい撫ぶにさえ過か剰じよう反応してしまう。堪こらえ性しようのない腰こしが微び妙みように揺ゆれて、爪つま先さきはシーツを搔かく。はしたなくねだるようなその動きが気き恥はずかしくて、裕真はたまらずに顔を背そむけた。


　裕真を組み敷いているその男は、滝たき澤ざわ亨とおるといって、当年二十九歳のデザイナーだ。


　やや長めに整えられた黒くろ髪かみ、理知的に引き結ばれている薄うすい口唇くちびる。腰の位置が高く、適度にバランスよく筋肉のついた細身の肢体、自分でも時折針を使うためか少しだけ硬かたくなっている指先。そして、それが眇すがめられた時は大たい抵ていが彼の中で、その相手に酷こく評ひようが下されたことを意味する切れ長の瞳ひとみ。


　そんな、どこもかしこもひどく出来のいいパーツで形作られているようなこの男が、滝澤亨だった。


　その一つ一つが、裕真を刺し激げきして止やまない。こんな男になれたら、という純じゆん粋すいな憧どう憬けいを抱いだかせる。ただし、外見だけ、という注ちゆう釈しやくつきではあったが。


「まだ、バイト先を言う気にはなれない？　もっと煽らないと駄だ目めなのかな」


「……ぁ……っ」


　わざと耳じ朶だを掠かすめるような吐と息いきを吹ふきかけられて、裕真は反射的に身を捩よじった。だが、上にのしかかっている男を振ふり払はらうことができない以上、逃にげ場はない。亨の肩かたを押し返そうとする手にはほとんど力が入らず、触ふれているだけにすぎない状態だった。


　重ねられた少し汗あせばんでいる素す肌はだの感かん触しよくは、裕真に今の自分自身の状態をまざまざと思い知らせる。男に押し倒たおされ、好きなように撫で回され、ただなすがままにそのすべてを支配される───。


　それは、男としての裕真の矜きよう持じをひどく傷つけることだったが、亨という存在がそれをどうにか受け入れさせていた。


　裕真が亨に出会ったのは、東京が梅雨に突とつ入にゆうした六月だった。


　渋しぶ谷やの人ひと混ごみの中でぶつかり、裕真が亨のジャケットにコーヒーをかけてしまったのがそもそものきっかけだ。その場では裕真が亨の名前を知ることはなかったが、そののち裕真の姉であるこずえが己おのれのミーハー的欲望を叶かなえるために、騙だましうちのように連れて行かれたオーディション会場で、彼らは再会した。


　その間にも亨の元恋こい人びとである荒あら井い真ま衣いと出会い、それがきっかけで彼女と裕真の大学の友人である岡おか田だ直なお也やがつきあい始め、そのうえ亨に対して直也が裕真の名を名乗ったせいで一ひと騒そう動どうおきてしまったりといろいろとあって、今の関係に至っている。裕真にとってはなかなか複雑な心境ではあるのだが、シンプルに言ってしまえば『恋人』というやつだ。


　相手が同性とあっては、選えり好みは激しいものの今まで自他共に女の子好きと認めていた裕真にとって、諸もろ手てを挙げて受け入れられるという訳にはいかなかったが、そういう意味でお互たがい『好きだ』と思ってしまった以上、仕方がない。もっとも、それを公言する気もないことは、何となく暗あん黙もくの了りよう解かいということになっている。


　そんなつきあいが始まってほぼ三ヶ月経たつが、裕真は未いまだに亨に対して抵てい抗こうの一つもできないでいた。


　腰のラインを辿たどる指先も、耳朶に落とされる口くち接づけも、太ふと股ももを押さえつける腕うでも、何もかもが段だん違ちがいに経験を積んでいて、いいように翻ほん弄ろうされてしまう。なおかつそれを充じゆう分ぶんに承知しているこの男は、今もその手管をいかんなく発揮して、裕真の隠かくし事を暴あばき出そうとしているのだ。


　───冗じよう談だんじゃ、ないって。……驚おどろかすつもりで、いるのに……っ。


　今年の四月から大学生になった裕真は、亨には何も言わずにバイト先を変えた。そのことで機き嫌げんを損そこねた彼に向かって、亨の了解を得る必要はないはずだと嘯うそぶいてはみせたが、実際には、ちょっとした不純な動機が含ふくまれていたのだ。それを知られたくなくて、殊更新しいバイト先のことを秘密にしていることが、亨は気に食わないらしい。


　先さき程ほどから執しつ拗ように愛撫を繰くり返されてはいるが、肝かん心じんな場所への刺激は一向に与あたえられない。意地悪な男の指をそこへ導こうと、勝手に揺れてしまう腰に、裕真は口唇を嚙かみしめる。


　女の子とはそれなりに経験してきたが、男相手は亨が初めてだった。しかも、一方的に翻弄されるばかりの快感を引き出されたのも初めてで、結果として裕真はセックスでは亨に敵かなわないという意識が芽生えている。


　ベッドに押し倒された下肢に亨のそれが重ねられ、自由なはずの両手は、亨のもたらす愛撫を堪えるようにいつの間にかシーツを摑つかんでいる。その亨は面おも白しろそうな表情で、右手をベッドについて自分の身体を支えていた。


　亨の手がゆるゆると動いて、内うち股またを掠め下りていく。左手の中指にはめられた幅はば広ひろのホワイトゴールドの指輪が、火照った肌に冷たく感じられた。亨の体温に馴な染じんでいるそれは、実際にはそう冷たいわけではないのだろうが、柔やわらかな皮ひ膚ふと違う無機質なその感触は、殊更違い和わ感かんを覚えさせる。


　ひくひくと痙けい攣れんし始めた己おのれの下肢に、裕真は内心で舌打ちをする。快楽への抑おさえが利かない自分の肢体に腹立たしさを覚えるが、欲望には逆らえない。そのうえ、亨の指先が際どい部分をゆるゆると掠めていく度に、嚙みしめていたはずの口唇から段々と甘い吐息がこぼれていくものだから、苛いら立だちはつのるばかりだ。


「───まだ、言わないつもりか？　本当に強ごう情じようだね」


　密着する素肌の胸から相手の規則正しい鼓こ動どうが伝わってくることが、裕真には許せない。


　───ちくしょ……っ。こっちは必死だってのに……っ。


　自分の乱打している心臓は亨によって翻弄されている証あかしのように思え、眉まゆ根ねが盛せい大だいに寄ってしまうことを裕真は止められない。知らずにねだるような吐息になっても、そこを相手に擦こすりつけるような動きになっても、それでも言葉にしないでいると、とうとう亨の方が匙さじを投げてしまった。


「まったく、いい加減疲つかれたからね。今日はもういいよ。こんなことしている時間が惜おしい」


　そう言うと亨は今までさんざん焦じらしていた手をいとも容易たやすく、裕真の雄おすへと持っていった。硬く勃たち上がっていたそこに、その刺激は強きよう烈れつだった。大きな手の平に包まれるように触さわられ軽く握にぎられただけのはずが、裕真の身体は傍はた目めにもわかるほど跳ね上がった。


「───っふ……ぅっ」


　柔らかな皮膚ではなく金属の硬さが裕真の雄に引っかかったのだ。そこだけが感触が違うために、よりリアルに指の動きを感じてしまう。だが、その指輪のはまっている左手は亨の利き手ではないため、どことなく動きがぎこちないのだ。それが余計に裕真を焦らしている。


　逆手に持たれ上下にゆるゆると愛撫されると、くすぐったいようなそれでいてむず痒がゆいような微び妙みような感覚が、裕真の下半身を直ちよく撃げきする。嚙みしめたはずの歯の隙すき間まから甘い吐息が止まることなく漏れ出す。


　裕真の身体からだをベッドに押さえつけるようにのしかかっている亨は、快楽を享受し始めたその反応にくすくすと笑う。悪戯いたずらな左手はそのままに、耳許もとを彷徨さまよっていた口唇くちびるを少しずつ下げていき、喉のど許もとを舐なめ鎖さ骨こつに嚙みついた。


　ひくりと裕真が震ふるえれば、亨の舌はその痕あとを丁てい寧ねいに舐めてくる。ぴちゃぴちゃとわざと湿しめった音を立てるので、裕真は亨の身体を押しやろうとシーツを摑んでいた手を動かす。だがその瞬しゆん間かん、亨は柔らかく擦っていた雄を持ち替かえていきなりきつく握りしめてきた。


「ひゃ───っ」


　目の前にある亨の身体に抱だきついてしまうほどの衝しよう撃げきで、思わず肩かた口ぐちに縋すがりついてしまう。綺き麗れいに筋肉のはった大人の男を思わせる硬い身体で、どこもかしこも、裕真よりも男を思わせている。


　その肢し体たいに密着した分だけ、亨の手に自分の雄を擦りつける体勢になった裕真は、より一層悦えつ楽らくを感じて無意識のうちに喉を鳴らしてしまう。


　根元から先せん端たんまでぎゅっと握り込まれ、鈴すず口ぐちを人差し指で撫なで回されている。そのうえ時折そこに爪つめを立てられてしまえば、裕真自身にはどうしようもない。先走りの滴しずくを溢あふれさせ、快楽に堕おちていくだけだ。


　与えられる快楽に意識が向いていたので、己を翻弄する亨が口の端はしを微かすかに持ち上げて微笑ほほえんだことにも裕真は気がついていない。亨の左手がゆっくりとそれと悟さとられないように雄から離はなれて、ヘッドボードの棚たなを探さぐり中からローションを取り出したことにも。片手で器用に小こ瓶びんを取り出すと、亨は右手にローションをあけた。


　不意に冷たい液体で秘処を濡ぬらされた裕真は息を詰つめた。くちゅりと液体とともに指先が己の内部に入ってくる感触に、不快げに眉まゆをひそめる。いくら慣れてきたとはいえ、その『犯おかされるため』の準備を裕真はどうしても好きになれない。


「ん───ぅ」


　深々と指先でまさぐられたくらいでは痛みはなく、異物感と不快感があるだけだ。


　時折前ぜん立りつ腺せんを掠められ目眩めまいを起こしそうなほど強烈な射精感に見み舞まわれるが、決定的な刺激にはならず身体を強こわ張ばらせるだけになってしまう。膝ひざの間に挟はさみ込んだ亨の肢体を締しめつけては弛し緩かんするということを繰り返す。


　欲望を孕はらんだ熱が少しずつ身体の奥に溜たまり、吐はき出す吐と息いきが甘やかになり出すと、裕真の肢体は指先の刺し激げきだけでは物足りなくなってくる。もっと強く、もっと荒あら々あらしく、内部から揺ゆさぶられるような熱い刺激を求めて、小刻みに腰こしが揺れ出した。


「もう、大だい丈じよう夫ぶそうだな」


　どこか掠かすれた声で亨は囁ささやき指先が秘処から抜ぬかれる。その動きを感じさせるようにゆっくりと抜かれていく行こう為いにさえ、裕真は吐息をこぼす。秘処にあてられた熱い塊かたまりに裕真の肢体は震える。


　その熱がもたらす快楽を、既すでに知っている。それを期待して身体が震えたのだ。大きく膝を割られ、亨の身体を挟み込むように体勢を整えられる。


「───んぅ……っ」


　ぐずりと体内に侵しん入にゆうしてくる異物に、裕真は眉根を寄せた。雄を受け入れるようにできていない器官に、無理矢理侵入してくるのだ。痛みがあって当然だし、違和感もあって当然だ。もちろん生理的嫌けん悪おが完全に拭ぬぐいきれたわけでもない。


　───くそ……っ。相手が、滝澤サンだからだぞ……っ。


　それらの感情をねじ伏ふせて、大人しくぎちぎちと音を立てて入り込んでくる雄を許しているのは、その一言に尽つきた。


　我を忘れるような快楽が先にあるとわかっていても抱いだいてしまう嫌悪感を、凌りよう駕がしてしまうだけの好意を亨に持っているからこそ、我が慢まんできるのだ。


「ふ……ぅん……」


　内部に隙間なくみっちりと存在している雄の熱さに、裕真の口唇からは微かな声が吐き出される。その声に煽あおられたのか、亨の雄がより一層硬かたくなった。その刺激に裕真が亨の身体にしがみつく。


　細身だがしっかりと筋肉のついた男の肢体はうっすらと汗あせをかき始めていて、行為の熱さを物語っている。そのことに何故なぜか満足して裕真が身体の力を抜いた途と端たん、体内にある雄がぐずりと更さらに奥深く侵入してきた。


「───っん」


　許容量ぎりぎりの質量と熱量は段々と裕真の意識を快楽へ塗ぬり替えていく。


　内臓を抉えぐり取られるかと思う勢いで入ってきて、絡からみつく粘ねん膜まくごと引きずり出す強引さで出ていく雄に、すべてを支配される。容よう赦しやなく前立腺を抉られ跳はね上がる肢体を押さえ込まれた。


　わずかに動くことでどうにか逃のがしていた快楽は、逃にげ場をなくして身体の内側に籠こもり始めた。静まることなく昂たかぶっていくだけの快感に、裕真の喉からは嬌きよう声せいがこぼれ落ちていく。


　縋りついている男の口許が耳じ朶だに触ふれ、荒あらい吐息が耳許をくすぐる。自分の肢体で、亨が快楽を得ていることが妙に嬉うれしいと思ってしまうのは、裕真が亨を好きだからだろうか。


　与あたえられる快楽に耐たえきれず、背中に回した指先に力を込こめてしまう。リズミカルに繰くり返される律動がもたらす刺激に堪こらえきれないのだ。それでも容赦なく攻せめ立てられる。


「は、あ……ん……っ。や、あ───っ」


　突つき立てられる雄に煽られ、裕真の中に巣くっている欲望が暴れ出す。強制的に高みへと押し上げられ身体を揺さぶられると、それは裕真の雄へと一気に流れ込んだ。


　頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまで雷かみなりが落ちたかのように、肢体が跳ねる。白はく濁だくとした液体が自分の下腹部を汚よごすのを、朦もう朧ろうとした意識の端で捉とらえていた。瞼まぶたの裏が白い光一色に染められ一いつ瞬しゆんだけ意識が遠のくと、今度は急速に落下でもしているように身体が重くなる。


「くっ───」


　くぐもった小さな声が上がると同時に、亨は身体を強張らせ吐精した。


　思うように動かない身体で受け止めた飛沫ひまつは相手の快楽の証だと思うと、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。ずるりと亨の背中に回していた腕うでが滑すべり落ちるに任せて、裕真はだらしなく身体の力を抜いた。ぐったりとした四し肢しは力なく投げ出されている。


　そんな裕真を横目に、亨は額に掛かる前まえ髪がみを搔かき上げ大きく溜め息をついた。


「本当に君は強ごう情じようだね。……まあ、その方が俺も楽しめるからいいが」


「……るさいなあ……。言いたくないことの一つや二つあったって普ふ通つうだろ？」


　つながったままの箇か所しよがひどく熱を持っており、未いまだに欲望が引いてないことを双そう方ほうに知らしめているが、裕真はそのことを完全に無視して緩く身体をねじる。これ以上つきあうつもりはないと態度で示したのだ。


　ずるりと秘処から抜けていく雄おすの感覚に、微かに裕真の眉がひそめられる。


　入れられる時と出ていく時の感かん触しよくはやはり好きになれない。与えられる快楽に意識が陶とう酔すいしていれば気にならないのだが、正気に戻もどってしまえば自分が同性に抱かれていることをはっきりと思い知らされる瞬間だからだ。


　亨の身体が離れると室内の涼すずしい空気が肌はだに触れて、裕真はほっと息をつく。汗ばんだ身体には心地ここちよく感じられた。このままベッドに丸まってしまいたいところだが、べたつく肌が気持ち悪いし、体内に残っている残ざん滓しを始末しなければならない。


　裕真が身体を起こそうとすると、亨は腕を摑つかんで手伝おうとする。だが、亨が腕を掛けた瞬間裕真はひくりと身体を震ふるわせ、その腕を軽く振ふり払はらう。


「さっきも思ったんだけど、滝澤サンさあ、その指輪、邪じや魔ま。冷たいし引っかかるし、外してよ」


「指輪？　ああ、これか……。残念ながら外せないんだ。きつくなってしまってね」


「……だったら、切れば？　切れば外せるんだろ？」


「確かにそうだが……。そこまでして外すつもりもない」


　本人曰いわく外せないという指輪を指先で撫でながら亨はきっぱりと外すことを拒きよ否ひした。しかも、目め許もとはどことなく懐なつかしそうだし、口許も優やさしそうに緩んでいる。


　───んだよ、誰だれかからのもらいもんかよ。……まあ、おれには関係ないけどさっ。


　目の前にいる自分を無視して意識を飛ばしている亨にむっとなるが、裕真はそれを口には出さずベッドから降りるとゆっくりとした足取りでバスルームへと向かう。それに気がついた亨は慌あわてて裕真の後を追いかけてきた。


「一いつ緒しよに入るか？」


「嫌いやだね。おれは一人でゆっくり入りたいの。しばらくそのままでいれば？」


　さっとバスルームに入り込んだ裕真は脱だつ衣い所じよに鍵かぎを掛かけ小さく舌を出した。


「ほんと、冗じよう談だんじゃないって……。恥はずかしくて後始末まで任せられるかってえの」


　体内に留とどまったままの残滓を搔き出す作業を亨にしてもらうのは、頭に血が上りすぎて目眩めまいを起こしてしまうほど恥ずかしい。もっとも、自分でするのも嫌だが、そうも言ってられない。


　裕真は溜め息を一つつくとバスルームのドアを開けた。











　ようやく暑さも落ち着き、秋らしい気温となってきたのは十月に入ってからだった。


　新しん宿じゆく御ぎよ苑えんの樹木が少しだけ色づき始めたが、未だ秋らしさとは少し無む縁えんだ。ただ、屋外でお茶をするのには向いた気温になってきたためか、オープンカフェは普ふ段だんからテラス席の方がわずかに混こむようになっていた。


　特に今日は休日で、しかもティータイムにちょうどいい時間とくれば、テラス席は満席になる。


「青木ーっ、これ、三番テーブルな」


「はーい！」


　カウンター越ごしの厨ちゆう房ぼうから掛けられた声に応じて、裕真は片手にトレイを持って駆かけ寄った。カウンターにはミルクを巧たくみに注そそいでハートの形を描えがいたラテアートとリーフの形のラテアート、それからココアパウダーと楊よう枝じを使って兎うさぎの絵を描いたデザインアートの施ほどこされたエスプレッソが三杯ばい載のっていた。


　このカプチーノがカフェのウリなのだが、涼しくなってきたためにか注文数が半はん端ぱではなく多くなった。ミルクの泡あわがこぼれるのではないかと思えるほど盛られたカップを、裕真は運ばなければならない。これが大変といえば大変かもしれないが、神経質になるほどこぼれやすいわけではない。


　やはり慣れるまでは肩かたに余計な力が入りしばらく筋肉痛に悩なやまされたが、二週間もすればそこそこ様になってきた。裕真自身がそう思っているためか、少しばかり足取りも軽い。白いシャツに黒のソムリエエプロンを身につけた格かつ好こうも気に入っているので、余計に足取りが軽くなっているのだ。


　開け放たれたガラス戸をくぐり、樹き々ぎと道路に囲まれたテラス席の一角へ近寄っていく。


「お待たせいたしました」


「うん、待たされたよー」


「やっぱりそのカッコ似合うわねえ」


　けらけらと笑う明るい声に迎むかえられるが、裕真は動じずににっこりと微笑ほほえみを返す。


「ありがとうございます。おねーさんたちも、いつもと変わらずきれいですね」


　わざと撥はねさせた毛先を指先でいじりながら、皆みな川がわはお世辞をあっさりと受け流してサーブする裕真に苦く笑しようした。照れたり得意げになったりもせずに何でもないことのように、裕真が簡単にそのことを認めることに感心しているのだ。


　皆川は『レゾンデートル』というブランドのチーフデザイナーをしている。妙みよう齢れいというには少しばかり年を取ってしまったが、それでもまだ適齢期を逃のがしてはいないという、微び妙みような年とし頃ごろだ。


　その『レゾンデートル』こそが、裕真がこのカフェでバイトをすることになった最大の要因だった。滝澤亨がデザイナーとして勤めているのが『レゾンデートル』なのだ。このカフェからほど近い新宿に本社ビルがある。大学に入学してからも続けていたレンタルビデオ屋のバイトをこのカフェに変えたのは、そのためだ。


　亨の仕事が忙いそがしいと、平気で一週間も二週間も連れん絡らくがなくなる。裕真として別にそれでもよかったのだが、そうなると、久しぶりに会った時の亨のセックスがとてつもなく大変なことになるのだ。


　───ひどい目にあったからな……。ったく、少しはこっちの体力も気にしろってんだ。


　朝起きられなくて、大学の同期である岡田直也に代返を頼たのむはめになるのだ。一日中身体からだはだるいし、動くに動けないし、ろくなことがない。それを防ごうと何度か連絡を入れてみたが、話はできても一向に会う時間を取れないらしい。反対に声を聞いたがために余計に大変な目にあってしまうのだ。


　それならば、と裕真がバイト先を亨の会社に近いこのカフェに変えたのだ。思ったよりも亨が忙しくなかったせいか、それとも効果があるのかいまいち判然としないが、今のところは平へい穏おんに過ごせている。


　そんな不純な動機が大半を占しめていたが、それなりに気に入っているバイトだった。そのカフェに亨はおろか、『レゾンデートル』の面々が通うようになったのは、岡田直也の恋こい人びとである荒井真衣の言動に因よるものが大きい。


　直也経由で真衣に話が行き、そこから簡単に亨が連れてこられたのだ。その後は真衣が彼女たちを連れてきた。それ以来、真衣や亨ががいなくても皆川たちだけで通ってきているのだ。


　今日はその真衣と皆川、七なな瀬せという女三人組でやってきている。


　皆川は全体を赤でまとめたコーディネートをしているため、一見して人目を引くのだが、それが派手になりすぎないのはさりげなくアクセントとして使われている黒色のためだろう。ウエストで綺き麗れいに絞しぼられた赤いニットカーディガンには黒の縦のラインが入っているし、アップにしてまとめている髪かみは黒の太めのヘアピンで押さえられている。爪つめまでも黒一色に塗ぬられていた。もっとも、小指にだけ白い花が描かれているのだが。


　そんな皆川と一緒にいて見み劣おとりもしなければ悪目立ちせずにいるのが、皆川のアシスタントをしている七瀬だ。亨より三歳ばかり若いらしい彼女は、基本を緑でまとめていた。落ち着いた感じのパステルグリーンの配色が多いのでごまかされてしまいそうだが、七瀬の髪は軽く緑色に染められているし、手首には深緑色で綺麗な蔓つる草くさ模様がペイントされている。ようするに、皆川のように派手さはないものの、きっちりと揃そろえている女性なのだ。


　そして、直也の彼女にして『レゾンデートル』の専属モデルである真衣。彼女はうっとりとした表情で右手の中指にはまった指輪を見つめている。俗ぞく説せつであるかもしれないが、右手の中指に指輪をするのは恋人がいる証あかしといわれているのだ。その指にはめられたプラチナのデザインリングを、真衣は夢ゆめ見み心地ごこちで見続けている。


「おねーさん、カプチーノ冷めちゃうよ？」


　こぼさないように、音を立てないようにと気をつけながら置いたカップに目もくれない真衣に、裕真は小さく嘆たん息そくした。


　肩けん胛こう骨こつまで伸のびた艶つややかな黒髪に、くっきりとしたアーモンド形の瞳ひとみ。常であれば気の強さと意志の強さをはっきりと身にまとっている彼女なのに、今は借りてきた猫ねこのように大人しい。


　その原因は、真衣が口許を緩ゆるめ、しまりのない表情で見つめている指輪だ。細いプラチナを二本組み合わせて、ハートの尖とがった方を中心に左さ右ゆう対たい称しようの形を為なしたデザインをしている。真ん中に小さなルビーがついているのが、なんともかわいらしい。


「真衣ちゃんはまったく駄目よ。年下の恋人にすごい夢中なんだもの」


「ええ、本当に。でも、すごく幸せそうなんで、口を挟はさむのも悪くて……」


　皆川と七瀬が顔を見合わせ苦笑している。


　彼女たちはオーディションに来ていた裕真のことをしっかりと覚えていた。そのうえで、真衣と直也、裕真の関係を教えたので、何やら面おも白しろがられているという可能性がないわけでもない。だが、気に障さわるようなことでもないため、裕真は特に態度を変えることなく普ふ通つうに接していた。


「まあ、直也はおれから見てもいい男だからね。と、それじゃあ、ごゆっくりどうぞ」


　にっこりと見る者を和なごませるような笑え顔がおを浮うかべて裕真は彼女たちの席を後にすると、カウンターへと戻もどっていく。二言三言の言葉を交かわすことはできても、長々と話をするような時間はないのだ。


　厨房からは新しいカプチーノとケーキの皿が出てきている。それらを次のテーブルへ運ぼうと手を伸ばそうとするが、一いつ瞬しゆんだけ早く横合いから別の手が伸びてきた。


「あ、ご、ごめん。これ僕が受けたから……」


「そうなんですか？　では、どうぞ」


　どこかおどおどと視線を揺ゆらしている青年を見み遣やり、裕真はにこやかに微笑みを向けた。


　相手は裕真よりも三日早くバイトに雇やとわれた鷲わし頭ず誠まこと人だった。目め許もとを隠かくしがちになるほど伸びすぎた前髪と、ひょろりとした長身を持つ青年は裕真より学年的に一つ、年齢でいえば二つ上になる。


　しゃべり出しに言葉に詰まる癖くせもあり接客業には向かないため、普段は厨ちゆう房ぼうに立つことが多いのだが、忙しい時や人手が足りない時は、外に出てくるのだ。


　最初に言葉を交わした時に誠人は裕真のにっこりとした愛あい想そ笑わらいに逆上のぼせ上がったらしく、それ以来及および腰ごしになりながら裕真に接してくる。その反応が面白くてついつい誠人には必要以上ににこやかに笑いかけてしまうほどだ。


　───いつ見ても面白いなあ。


　亨と同じくらいの身長だが、筋肉のつき方がまるで違ちがうために亨よりも長身に思えてしまう。しかも、凄すごいとしか言いようのない服のセンスをしているのだ。


　だぼっとした形のカーキ色のチノパンに薄うすいブルーのコットンシャツを好んで着ている。それはかまわないのだが、いつ見ても同じような格好をしているのだ。服を選ぶのに迷わないだろうとは思うが、いかんせんそれが裕真には信じられない。しかし、そんなことはおくびにも出さず、裕真は誠人に応じている。


　裕真が視線を向けていると、誠人はまだ何か話しかけたそうだったが、厨房からサーブを任されたことや、新しいメニューが出てきたことで、有う耶や無む耶やになってしまう。


「青木、次はこっちー」


「はーい」


　立ち話をする間もなく、次の品物がカウンターへと出され、裕真はそれを手にテーブルの合間を歩いていった。


　それから一時間ほどばたばたと店内を回っていたが、ようやく一段落ついたため裕真は休きゆう憩けいに入った。ソムリエエプロンを外し自分で入れたカフェオレを手にして、シャツを変えただけの格かつ好こうでテラス席の真衣たちのテーブルへと足を向ける。


「お疲つかれさま。まだ夜も入っているの？」


「そうだよ。でも、ラストまではいないけどね」


「そうなの？　じゃあ、夜はまたここに食べにきませんか？」


「仕事が終わればねえ。……ほんとに、真衣がこんな様子じゃ、どうなることやら……」


　出されたカプチーノにまったく口をつけていない真衣を見遣りながら、皆川が嘆息するように言葉を漏らした。真衣は、裕真が見た時のぽやんとした表情のまま、少しも動いていないようだった。


「あれ、直也がやったやつだろ？　でれでれと鼻の下伸ばしてちっこい箱両手で大事そうに抱かかえてたしなあ」


「だと思うわ。それ以外で真衣があんな腑ふ抜ぬけた顔する理由なんて思い当たらないし」


「会社内でもかなり噂うわさになってるんですよ。すごい熱愛しているらしいって」


　皆川と七瀬が顔を見合わせながら肩かたを竦すくめる。直也も裕真の前では似たり寄ったりなので、同意を示す。


「プレゼントが嬉うれしいっていうのもあるけど、指輪ってのがポイントなんでしょうね。しかも、右手の中指でしょう？　これで喜ぶな、という方が無理よねえ」


「相手に所有されている、って実感できますものね」


「恋人がいる、だったっけ？　指輪をどの指にはめるかで意味があるだなんて、直也に教えてもらうまで気にならなかったからなあ」


「左手の薬指が一番有名だよね。心臓と直結しているから大事な指。左手の人差し指には告白する時にはめる、とか。いろいろあるみたいよ」


　おまじないみたいなモノだけど、と子供のすることを見守る大人のような笑みを皆川が浮かべる。実際、彼女ほどの行動力と意志があればおまじないなどに頼たよる必要もないのだから、当然かもしれない。


　だが、裕真は彼女の言葉に、亨が外そうとしない中指の指輪のことが不意に浮かんだ。懐なつかしそうに、何かを思うように指輪を見つめていた亨を思い出し、裕真は不ふ機き嫌げんになる。


　───……意味のある指輪なのかよ。もらい物とかそうじゃなくて、そんな意味があるとか？……まさかね。


　だが、もらい物ではないにしろ、あの指輪には何か意味があるのは確かだろう。裕真は何でもないことのようにさらりと問いただしてみることにした。


「滝澤サンの中指にも指輪がはまってるよね。あれも、何か意味があるのかな？」


「滝澤の……？　ああ、あれね。何でも約束の指輪らしいのよ。詳くわしいことは私も知らないけど、二、三年前からしていたような気がするわねえ」


「あら、私、誰だれかと別れる時にもらったものだ、って聞いたことがありますよ？」


「そうなの？　まさか、その人がまだ忘れられないから外さないとか言うんじゃないでしょうね。滝澤のキャラじゃないわよ、それは」


　だいぶ前に聞いたことのある噂を思い出そうと眉まゆ根ねを寄せている彼女たちを、裕真は笑顔を貼はりつけたまま見遣っている。


　あれだけの男なのだから過去に恋こい人びとがいなかったという方が変だし、もともと真衣がつきあっていたのだ。だが、今つきあっているのは自分なのだ。


　───何だよ。その指輪の奴やつの方がいいってことか？……冗じよう談だんじゃねえっ。


　表面上はいいことを聞いたとでも言いたげににこやかに微笑ほほえんだまま、裕真は内心悪態をつきまくっている。もちろん、こんなこと本人には言うつもりは毛頭ない。ただでさえ、自分の立場が弱いのだ。これ以上つけ込まれる隙すきを与あたえる気はない。


「そういえば、それに関して面白い噂もありましたよね？　指輪の贈おくり主が実は男だったらしい、とか……」


「ああ、あったわねえ。女が指輪を贈るのは珍めずらしいからでしょうけど。───もっとも、本当のことを滝澤は言わなかったからわからないけど」


　二人がくすくすと楽しそうに話すのは、その噂が半分以上冗談だと思っているからだろう。今まで亨がつきあってきた、もしくはつきあっているとされていたのは女性だけで、同性とのことはまったく噂になったことがないからだ。


　しかし、裕真は違う。亨は男相手でもセックスすることを身をもって知っているのだ。


　ぴしりと裕真の笑顔にヒビが入ったが、それはわずかなモノで皆川たちは気がついていない。しかも、噂をすれば影かげとでも言うように、亨が通りを歩いてくる。


「んー、ナイスタイミング。青木にもっと滝澤のあれやこれやを教えたかったんだけどね」


「じゃあ、それは今晩夕食の後にでもどうです？」


「ふふふ。時間が取れればねえ」


　皆川が嘆たん息そくするように呟つぶやいて、真衣をちらりと見遣った。その視線には『夕食を食べに来られるかもあやしい』とあきらめの色が浮うかんでいた。


　そんなことをこそこそと話していれば、亨が険しい表情でテーブルに近寄ってくる。だが、それ以上に裕真の方がむかついていた。


　───ぜってー、あの指輪外させてやるっ。


　口唇くちびるは綺き麗れいな弧こを描えがいて微笑んでいるがよく見れば目が笑っていないという顔で、裕真は亨を出で迎むかえる。


「こんにちは、滝澤サン。何飲みます？　今、淹いれてきますよ」


　一テーブルに椅い子すは四脚きやくしかないので、裕真が立ち上がり席を譲ゆずりながら亨に訊きくと、亨はあからさまに眉をひそめ、裕真から皆川たちに視線を移した。


「裕真に、何を言ったんだ？」


「何も言ってないわよ。それともなあに。言って欲しくない後ろめたいことでもあるの？」


　不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを孕はらんだ亨の視線をさらりとかわし、皆川はダークレッドに塗ぬられた口唇の端はしを婉えん然ぜんと持ち上げる。すっとそこだけ気温が下がったような剣けん呑のんな気配がわずかな間、取り巻いたが、すぐにそれは立ち消える。


「……エスプレッソをくれ。しかし、おまえが本当に接客できたとは驚おどろいたが」


「そう？　そんなこと言ってるの、滝澤サンだけだよ。今までだってバイトしてたんだしね。エスプレッソね。今持ってくるから、待ってれば？」


　譲られた席に亨が腰こしを下ろしたことを確かめもせずに、裕真は店内へと歩いていった。


　残された四人───面おも白しろそうな笑え顔がおを浮かべたままの皆川と、成り行きを見守るつもりか優ゆう雅がにカップを傾かたむけている七瀬、他ほかのことなど完全に無視している真衣、それからどこか不機嫌そうな亨だ───で、何を話すのか気になると言えば気になるが、今はまともに亨の顔を見る気にはなれない。


　───見てろよ……。何が何でもあの指輪外してやるんだから！


　傲ごう然ぜんと前を向いて歩きながら、裕真が再度心の中で固かたく誓ちかったのは言うまでもないことだった。











　亨は、灯あかりをつけながらのしのしと廊ろう下かを歩いていく裕真を見み遣やり、微かすかに眉を寄せた。どうにも午後バイト先で見かけた時から裕真の機嫌は悪いらしい。いつもならば、今にも嚙かみつかんばかりの表情で自分の目の前にいるのに、今日はどういうわけだか、軽く口の端を持ち上げて微び妙みように笑顔に見える表情でいるのだ。


　あきらかにいつもと様子の違ちがう裕真に、亨は戸と惑まどっている。今までも不機嫌になることはあったが、それは外に発散させるように喚わめくようなモノだった。だが、今回のは内へ内へと深く静かに不機嫌になっているとしかいいようがないのだ。


　───何だってんだ、一体……。皆川は余計なことを言ってないの一点張りだし、七瀬が皆川に不利なことを漏もらすはずもない。あの状態の真衣では話にならないから論外だ。


　今日の午後、あのカフェで何かあったことは確かなのだが、それが何かわからなければフォローのしようもない。


　ベッドルームを兼かねたダイニングリビングに裕真は入り込むと、さも当然のようにローテーブルの前に放置されているクッションの上にどかりと座り込んだ。敷しかれているエリアラグだけでは座り心地ごこちが悪いからと、裕真が持ち込んだモノだ。


　裕真が持ち込んだモノはクッションだけではない。テレビにつながれたゲーム機や床ゆかに直接積まれている漫まん画が雑誌、専用のコップに歯ブラシなど日用品までも運び込まれている。それどころか、クローゼット代わりの部屋にいつの間にか置かれたカラーボックスの中には何組かの着き替がえまで置かれているのだ。


　他人ひとを上げたことのないプライベートな部屋に、裕真の私物が鎮ちん座ざしていることに違い和わ感かんを覚えないのは、亨の心にそれだけ裕真が入り込んでいるからだろう。だから、裕真の些さ細さいな行動一つすら、気になってしまう。


　今までの恋人なら、気にも止めなかった仕草が、裕真相手では嫉しつ妬とを搔かき立てるモノとなりはてるのだ。


　───まったく、三十にも近いこの年になって何をやっているんだか……。


　ほぼ一回りも年の違う裕真に執しゆう着ちやくしているということに、自じ嘲ちよう気味になってしまう。十八といえば、末の弟と同い年なのだ。


　───ああ、そうか。だから、嚙みついてくる言動が面白いと思ったのかな？


　年が離はなれているためか、亨がそれなりに弟の面めん倒どうを見てきた。反はん抗こうされたこともあるし、今でも亨の言うことをしっかりと聞いているとは思えない。だが、面倒だからといって突つき放すことのできない何かが弟にはある。それと似たような感情を裕真に持っているのだろう。もっとも、似ているとは言っても、欲情するかどうかという大きな境目がそこにはあったが。


　キッチンに入り買い置きのアイスコーヒーをグラスに移し替えて、ローテーブルへと運んでいく。この部屋に亨がいれば、裕真はほとんど身の回りのことはしない。冷蔵庫から飲み物を取ってくることでさえ、亨を呼びつけるのだ。


　グラスをテーブルに置く亨の手を裕真は凝ぎよう視ししていたが、亨はそれに気がつかない。裕真の向かいに亨が座った時、その視線がようやく亨へと向けられた。先さき程ほどまでの微妙な笑顔と違い、無む邪じや気きとも取れる満面の笑みを裕真は浮かべている。


「なあ、その指輪、やっぱり外さないの？」


「───これか？……まだ外す気はないな」


　その常にない裕真の態度に亨は軽く目を見張るが、裕真が外せなくなってしまった左手の指輪のことを言ってきたことに、眉まゆをひそめてしまった。この指輪をしてそろそろ四年目に突とつ入にゆうする。今いま更さら外すのは気が向かない。指の一部になったかのように、しっくりと馴な染じんでいるのだ。


「あ、そ。───帰る。それじゃあね」


　亨の答えに、裕真はにっこりと笑顔を貼はりつけたまま小さく応じる。出されたグラスを手に取ることもせずに、裕真は脇わきに置いたデイパックを素す早ばやく摑つかみ、すくっと立ち上がった。


「おいっ？」


　慌あわてて亨が裕真の跡あとを追う。廊下へとつながる扉とびらの前で、裕真の肩かたを摑み自分の方へと向かせた。だが、そこにはやはり笑顔のままの裕真がいる。


「今日、用事があったのを忘れてたんだ。また今度ね」


　朗ほがらかに裕真はそう告げたが、亨がそんなことで騙だまされるはずもない。喚くように言いたいことを言うのが裕真のはずだ。こんな風に笑顔で煙けむに巻こうとするのは裕真らしいが、『自分に対する』裕真の態度ではない。


「どうしたっていうんだ？　俺が何かしたのか？」


「何が？　滝澤サンには関係ないよ」


　裕真の肩を摑む手に力が籠こもるが、裕真の顔から笑顔は消えない。


「それじゃあ、またね」


　引き留めている亨の腕うでを振ふり払はらうと、裕真は振り返りもせずに部屋を後にする。言葉もなく裕真の後ろ姿を見送り、亨は嘆息した。二人で部屋に入ってから十分も経たっていない。


「まったく、訳がわからないな……」


　裕真の機き嫌げんを悪くさせるようなことにまったく心当たりがないため、亨の機嫌も悪くなるというものだ。しかも、今日は久しぶりに裕真を抱だけるかもしれなかったのだ。九月下げ旬じゆん以来、セックスをしていない。


「───くそっ」


　ふつふつと埋うずみ火びのように身体からだの奥で燻くすぶり続ける欲望を感じて、亨は舌打ちをする。だが、この欲望を解放するために裕真以外の誰だれかを抱くつもりもなかった。どうしようもない衝しよう動どうはアルコールを摂せつ取しゆすることで紛まぎらわせることにする。


　冷蔵庫から買い置きのビール缶かんをまとめて三本取り出すと、ローテーブルを引き寄せキッチンカウンターの下の壁かべにもたれかかるように座り込んだ。ここが亨の定位置でもある。


　かしゅっと炭酸の抜ぬける音をさせて開けた缶を一気に飲み干す。少し長めに保っている髪かみが頰ほおに掛かったのが鬱うつ陶とうしくて手で払いのけると、すぐさま新しい缶に手を伸のばした。


　───どうしてこう、裕真は思い通りにならないんだ？　だが……、愛あい想そ笑わらいを浮うかべて素直そうにしている裕真は見てて、面白くないからな……。


　にっこりと笑顔を浮かべながら皆川たちと話している裕真を思い出し、亨は苦く笑しようした。自分には感情を剝むき出しにして平気で怒ど鳴なりつけてくるくせに、他に対しては完かん璧ぺきな外そと面づらを装よそおっているのだ。皆川たちには、三ヶ月前のオーディションでやり合っているのを見られているにもかかわらず、綺き麗れいにそれを忘れたかのように振る舞まっている。


　名前にしてもそうだ。真衣と亨が『裕真』と呼んでいるために、皆川もそう呼ぼうとしたが、裕真は例の笑顔を浮かべて『青木と呼んで欲しい』とお願いしていた。


　それは些細なことかもしれないが、亨が裕真のテリトリーに受け入れられていることを表している。はっきりと『亨は特別だ』と裕真は態度で示しているのだ。


「それはわかるんだがな……」


　セックスをして、キスを交かわす。お互たがいに『特別だ』と『好きだ』と、言葉を交わす。そこに恋れん愛あい感情を伴ともなっていると確かく認にんし合っている。世間一いつ般ぱんでいうところの『恋こい人びと』だと思っていいだろう。


　だというのに、微かすかに焦しよう燥そうを感じるのは何故なぜだろうか。一いち抹まつの不安を感じるのは何故だろうか。


　いつの間にか缶を傾かたむけていた手が止まり、目は半ば伏ふせられていた。ふと我に返り、自分のその姿に気がつくと、亨は自嘲気味に小さく息を吐はいた。


「馬ば鹿か馬鹿しい。何で俺がそんなことを気にしなきゃいけないんだ」


　ぽつりと呟つぶやき半分ほど残っていたビールを一気に呷あおると、亨は苛いら立だちを紛らわせるように空き缶をテーブルの上に勢いよく置く。たんっという妙みように軽くて高い音が室内に響ひびいていた。




　　　　２







　裕真は勢いよく目の前の扉を開けて、がつがつと音がしそうな勢いで狭せまい室内を歩いていく。扉を開けた正面は窓になっているが、それ以外の三方───扉の開閉に支障がない程度に───よくある形のロッカーが綺麗に並べられている。その部屋の真ん中には長方形のテーブルが二つと、パイプ椅い子すも置かれている。


　バイト先であるカフェの休きゆう憩けい室しつ兼けんロッカールームだ。


　他ほかに誰の姿もないのをいいことに、テーブルの上にデイパックを放ほうり投げると、窓にほど近い自分のロッカーの鍵かぎを開けた。裕真は四桁けた数字を合わせて開けるダイヤル錠じようを常時掛けている。暗証番号は手て堅がたく姉の誕生日だ。この日を忘れるとかなりひどい目にあうので、絶対に忘れてはいけない数字の一つだった。


　さっさとシャツを脱ぬいでパンツを穿はき替える。いつもより少し早い時間に店に入ったので、誰も更こう衣い室しつにやってこない。それをいいことに、少々乱暴に椅子を引くと腰こしを下ろした。デイパックから携けい帯たい電話を取り出すと、メール画面を開く。


　三件のメールが到とう着ちやくしていた。明日の講義についての直也からのメールが一通、よく行くレンタルビデオ店のメールマガジンが一通。そして、三日前に喧けん嘩か別れするように部屋を出てきた亨から一通。


　画面に表示された亨の名前を見つけて、裕真はむっと眉まゆ根ねを寄せる。


　メールを開いてみれば、『どうして電話を掛けてこないのか』という内容だった。


「何でもなにも、前に言い寄ってた男の指輪を外さないからだろ。それぐらいわかれってぇの」


　素早くボタンを操作し消去を選せん択たくすると、力を込こめて決定ボタンを押した。


　基本的に裕真は、寝ねている時、講義中、バイト中は携帯を電源ごと切っている。そのために留守電につながりやすいのだが、そうでなくても、亨関連の番号はすべて着信拒きよ否ひにしてある。唯ゆい一いつ亨への窓口として開けてあるのはメールだけだ。


「女ならまだ許せんだよ。なのに、男？　噂うわさだって皆川さん言ってたけど、怪あやしいところに煙けむりは立たないもんな」


　険しい表情で裕真はぶつぶつと小さく呟いている。


　亨はもともと女にしか興味がなかったという。同性は自分が初めてだと言っていたのだ。今まではそれを疑ったことはなかったが、指輪に関する噂が本当であれば、ちょっと事情が変わってしまう。


「もしかして、指輪の贈おくり主が好きだったけど、気がついてなかった、とか言わないよなあ。でもって、おれとつきあってみて、本当はそっちの方が好きだったことに気がついたとか？　……冗じよう談だんじゃないぞ……」


　そこに至った思考回路が、自分の勝手な推測から成り立っていることに、裕真は完全に気がついていない。それどころか、どうすれば亨に思い知らせることができるのかと、あれこれ考え始める。


「見てろよ……」


　これだと思いついた裕真は、にやりと人の悪い笑えみを浮かべて、携帯をデイパックに放り込む。そして代わりにレポートに必要な資料を取り出し、目を通し始めた。


　しばらくすると裕真と同じように遅おそ番ばんでバイトに入る誠人が姿を見せた。


「おはようございます。今日は一いつ緒しよの入りですね」


「あ、え。……おはようございます」


　消えそうなほど小さい声で誠人は挨あい拶さつをして、ぱたぱたと自分のロッカーへと早足で駆かけ寄った。きちんと顔を見て話さないというのに裕真を気にして、誠人はちらちらと視線を投げている。その様子がよくわかり、裕真は苦笑を禁じ得ない。


「今、時間ありますから、何か話があるんでしたらどうぞ」


「あ、い、いや、そんな……。……聞いてくれるの？」


　驚おどろいたのか慌あわてて否定した誠人だが、一いつ瞬しゆんの間をおいておそるおそる切り出してきた。そんな気弱な誠人に、裕真はしっかりと頷うなずく。


「力になれることでしたら、相談にのりますよ」


「あ、ありがとう……。さ、先に着き替がえてもいいかな？」


　どうぞ、と裕真が手で示すと誠人はばたばたと制服に着替え出す。ちらりと視界の片かた隅すみに映り込んだ誠人の裸ら体たいは、印象に違たがわずひょろりとしたモノで必要最低限の筋肉しかついていないようだ。


　───ちゃんと食べてるのか、って問いただしたくなるなあ。滝澤サンと同じくらいの身長なのに、まったく違ちがうよなあ。


　思い出そうと意識しなくても、容易たやすく思い描えがけてしまう亨の裸体と無意識のうちに比べてしまう。しかも、指先で触さわった背中や抱だきついた時の硬かたい胸、押さえつける太い腕うでなど、亨の感かん触しよくまで具体的に思い出してしまい、思わず裕真は顔を伏せた。


　だが、誠人はそんな裕真の様子に気がつくこともなく、慌ただしく着たために少々だらしない格かつ好こうで、裕真の前の椅子に座った。どう切り出したらいいのか、逡しゆん巡じゆんするように何度か口を開きかけ、こくりと唾つばを飲み込みようやく誠人はしゃべり出す。


「あ、じ、実はどうしたら、そんなに格好よくなれるのか、一度聞いてみたかったんです」


「格好よく、ですか？」


「あ、そ、そうです。ふ、服の選び方とか、しゃべり方とか、話題とか、教えてもらえればと……」


　初めの勢いはどこへやら、段々と尻しりつぼみになっていく誠人の言葉に、裕真は笑い出しそうになるが、さすがにそれはまずいとひたすら耐たえる。


「……誰だれか、好きな人でも、いるんですか？」


「あ、え、えええーっ。あ、ひ、必修クラスが同じ彼女が……」


　声が完全にひっくり返り、緊きん張ちようのためにか掠かすれたような声でぼそぼそと話す誠人を、裕真は気に入った。彼の反応が面おも白しろくて好きだと思っていたのとは違う、助けてあげてもいいかな、と思える気に入り方だ。


　この少し言葉に詰まる癖くせや、自信がなさそうな態度を変えるだけで、誠人の印象もだいぶ変わるだろう。背もそれなりにあるし、よくよく見れば顔の造作自体が悪いわけでもない。


　───うーん、こっちから近寄る必要もなくなったわけだし……。これってラッキーなのかな？……まあ、いっか。


　自分の目的に限りなく有利な誠人の申し出を受けない手はない。裕真はにっこりと笑顔を見せて、首しゆ肯こうした。


「いいですよ。おれなんかでいいんでしたら」


「あ、ほ、本当に……？　め、迷めい惑わくじゃない、かな……？」


「おれの都合が悪い時にはそう言いますから、大だい丈じよう夫ぶです。───そうですね、まずはおれとちゃんと話すことから始めませんか？」


「あ、ちゃ、ちゃんと話すって……」


「ほら、今もそうやって視線を外していますよね？　ずっと見つめ続けるのも駄だ目めですけど、ほどほどにちゃんと顔を見て話さないと」


　忙せわしなく視線を動かしている誠人に裕真が苦く笑しようしながら言えば、誠人は落ち着きなく身体からだも揺ゆらし始める。それでも意を決したのか、誠人は裕真に視線を向ける。だが、それはきっと力を込めて凝ぎよう視ししているため、睨にらまれているようにも思える。


　その極きよく端たんな反応に、裕真は頭を抱かかえたくなった。


　───……まずは、適度な会話をすることから始めないと駄目なのか……？　ちょっと早まったかなあ。でも、鷲頭さんの申し出はちょうどよかったし。仕方ねえな。


　裕真は早々に腹を括くくりじっと凝視し続けている誠人に、笑みを深くしてみせる。と、途と端たんに誠人は真っ赤になってぷるぷると震ふるえ出した。どうやら、視線を外したいが、外してはいけないと思い込んで我が慢まんしているようだ。


「ほら、そんなにきつく見ちゃ駄目なんです。そうですねえ……、あまりよくはないんですけど、カウントして下さい。三秒見たら、五秒視線を外す。おれと話す時はそうしてみて下さい。そうやって、視線を合わせることから始めていきましょう」


「あ、う、うん……。ありがとう……」


　ぱっと裕真から視線を外した誠人は、俯うつむきながらもごもごと小さく口の中で呟つぶやく。自分で面めん倒どうなことにしてしまったかもと裕真は思っていたが、誠人の極度に照れているが誠実そうな態度に、このまま突つっ走ってやれ、と自分を鼓こ舞ぶした。


　そうこうしているうちにシフト入りの時間になり、部屋を出て引き継ぎを行いそれぞれ忙いそがしくサーブし始める。そして、夕飯というにはかなり遅おそい時間に亨はバイト先へと現れた。


「いらっしゃいませ、一名様ですね？　席へとご案内いたします」


　それに対応した裕真は、きっちりと笑顔を浮うかべる。くっきりと亨の眉み間けんに皺しわが寄ったのを見て、裕真は内心快かい哉さいを叫さけぶが、そんなことはおくびにも出さない。


　亨はむっつりとした表情のまま席に着くと短く『テキーニ』とだけ告げた。テキーニは、カクテルの王様と言われるマティーニのドライジンをテキーラに代えたもので、辛から口くちで飲み口がシャープなカクテルである。亨は好んでこれを飲んでいた。


「承うけたまわりました」


　優ゆう雅がに一礼して裕真は厨ちゆう房ぼうへと下がっていく。背中に痛いほど亨の視線を感じるが、それを綺き麗れいに無視して歩いているとちょうど向こうからいいカモが歩いてきた。裕真は口唇くちびるの端はしを意地悪く微かすかに持ち上げ軽かろやかな足取りで彼に近づいていく。


「鷲頭さん、それ、向こうのテーブルのやつですよね？」


「あ、そ、そう」


「重そうですけど、気をつけて下さいね」


「あ、う、うん。ありがとう」


　カクテルとサラダを載のせたトレイを運んでいた誠人に、裕真はにっこりと笑いながら話しかけた。誠人の方はやはりどこか怯おびえたように視線をきょときょととさせているが、ちらちらと裕真の顔に視線を遣やっている。


　───やっぱり、面白いなあ、この人。


　誠人の素す直なおな反応に、裕真の笑みは作られたモノではなく、自然な笑みとなった。


「じゃあ、おれ、行きますので」


「あ、う、うん。また後で」


　裕真が小さく会え釈しやくをすると、誠人はそそくさとその場を後にする。その様子を見てくすくすと笑い出した裕真は、完全に亨のことを忘れていた。だから、亨が険しい表情でこちらを見ていたことにも気がついていないし、彼の機き嫌げんがますます悪化したこともわかっていなかった。


　苛いら立だたしそうに指先でこつこつとテーブルを叩たたいたり、組んだ足の爪つま先さきを小刻みに揺らしたりと、亨は完かん璧ぺきに不機嫌な態度を露あらわにしている。周囲はその不機嫌さに気け圧おされたように視線を遣ることさえしないほどだ。


　なのに、そんな亨の視線の先で、裕真は誠人にかまっている。そのために機嫌がますます急降下していく亨に、裕真はようやくテキーニを運んでいく。もちろん、顔には一目で作り笑いだとわかる笑え顔がおが浮かんでいた。


「お待たせいたしました」


「───で、どうして連れん絡らくをしてこないんだ？」


「ただいま勤務中ですので、プライベートな質問にはお答えできません。ご注文は以上でしょうか？　それでは」


「おい───っ」


　一礼してすぐさま引き返そうとしたが、手首を亨に素早く摑つかまえられ裕真は驚いて目を見張った。ぎゅっと握にぎってくる手の力強さに裕真は内心眉まゆをひそめるが、表面上はにこやかな笑顔のまま、さらりと応じた。


「お客様、何かご用ですか？」


「───っ。……用はないっ」


　亨は一いつ瞬しゆん息を呑のんだが、すんなりと裕真の手首を離はなしてそのまま立ち上がった。むっとしていた亨の雰ふん囲い気きが、怒ど気きを堪こらえているようにぴりぴりとしたモノに変わっており、裕真は戸と惑まどってしまう。


　その裕真がわずかに戸惑っていた間に、亨は伝票を摑むとテキーニには口もつけず足早にキャッシャーへと向かった。まるで何かを振ふり切るかのような亨の勢いに、我に返った裕真は妙みような爽そう快かい感かんを味わう。


　───ざまあみろ。てか、まだまだだからな……。覚かく悟ごしておけよ。


　背中しか見えない亨に向かって、裕真はにんまりと笑った。


　今日の態度はまだまだ序の口だ。これに加えて、誠人を手助けするという名目の下もと、亨を放ほうって誠人をかまい倒たおすというのが、裕真の考えた仕返しなのだ。この時点で、亨の指輪の贈り主は過去のことであり、自分が相手にしている誠人のことは現在だということを、裕真は綺麗さっぱり忘れている。


　多分過去であろう相手と、現在の相手。よりどちらが騒そう動どうになりやすいかといえば、今確実に目の前にいる現在の相手だろう。そんな単純なことも忘れるほど、裕真にとって『亨がもしかしたら好きだと気がついてないだけの過去の男』の存在が大きいことに、本人はまったく自覚がなかった。











　指先で机をこつこつと苛立たしげに叩くのが、ここ最近始まった亨の癖くせだった。正確に言えば、バイト先のカフェで、当たり障さわりのない態度───感情のままに喚わめかない裕真に応対された二週間ほど前からだろう。


　もちろん、その間、何も手をこまねいていたわけではない。映画に誘さそったり、食事に誘ったりもした。当然の如ごとく、電話はつながらないので、カフェで摑まえるかメールを打つだけであったが。


　映画は、衣い装しようデザインをしている人物が亨の傾けい倒とうしているデザイナーで、アクションというよりはストーリーを見せるものだったが、それが裕真の好みに合わなかったらしい。すげなく断られた。


　食事は、どこへ誘っても『食欲がない』と『今食べ終わったところ』の二通りの返事しか返ってこない。


　しかも、その間、裕真はカフェのバイト仲間である青年に対して妙な関心を寄せているのがよくわかる。折に触ふれ、話しかけたり、腕うでに触れたりと裕真から接せつ触しよくを図はかっているのだ。これでは、興味を持っていないと思う方が無理であろう。


　───確か……、『鷲頭』というネームプレートをしていたはず。


　いとも容易たやすく誠人の姿を脳のう裏りに描えがけるのは、それだけ裕真と彼が接しているからだ。


　その時の親しげな様子を思い出し苛立ち紛まぎれに、亨は険しい表情のまま指先でより強く机を叩き続けている。


　そんな彼の心中を知らずに、皆川と七瀬、それに亨のアシスタントの早はや瀬せが、彼の目の前で生き地じ見本を引っかき回していた。写真ではわからなかった手て触ざわりや、色具合など、見本を見てみないことには決められないのだ。


　しかも、既き製せい服ふくに使われるのだから、適当でというわけにもいかない。消費者が確実に触れるモノなので、ここで粗そ悪あく品ひんを出してしまえば『レゾンデートル』のリピーターとはなってくれない。


　しかし、予算の都合や取引先の都合など、それなりの妥だ協きようが必要なのも事実だ。この段階で───本来ならばここに喜き多たと彼のアシスタントも含ふくまれるのだが、仕事の都合上今はいない───ある程度に絞しぼり込み、その後あと細かな仕様書を作成してから、本会議となる。なので、多少雑談混まじりになるのは致いたし方ないことだった。


「うー、もう、木曜日なのよね。これ、週明けには仕様書になってないといけないんでしょ？　週末も帰れないわねえ」


「マジっすかっ？　今週末こそはデートしないと怒おこられるってのに……」


　皆川のどこか達観したような口調で漏れた言葉に、早瀬が頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷしてしまった。そんな早瀬を、七瀬がご愁しゆう傷しよう様さまと茶化している。


　忙いそがしくなると、一週間近く家に帰れなかったり、数日音信不通になったりすることもざらなので、理解のある相手か、こまめに顔を見せられる距きよ離りにいる相手、もしくは長期間放っておいても文句を言わない相手でないと、恋れん愛あいは長続きしない。


　生憎あいにくと早瀬の相手はそのどれでもなかったらしく、かなりきつく今週末のデートを申し渡わたされているようだ。


「まあ、今日明日とがんばれば、週末はどうにかなるでしょう。休みたければ、その分今働くことね」


　くすくすと意地悪そうに皆川が笑うと、それにつられて七瀬も笑いをかみ殺している。


「そういえば、青木くん、バイト友達と一いつ緒しよに、映画を見に行くって言ってましたよね」


「ああ、誠人ちゃんとでしょ？　あの、すぐに目を逸そらすところなんかかわいいのよねえ。ええと、何だっけ。名前忘れたけど、こないだ封ふう切きられたばかりの衣装デザインが有名なやつを見に行くって言ってたわよね」


「アクションモノじゃないところが何か初うい々ういしいですね。二人並んでいると青木くんの方が一枚上手に見えるんですよね、そこがまたかわいいんですけど」


「くそうっ。やっぱり学生の頃ころが一番気楽だったかもなっ」


「でも、早瀬の場合、提出物に追われてそれどころじゃなかったって感じね」


　そんなことはない、と早瀬が反論して、話題は早瀬をからかうことに簡単に変わってしまったが、亨は指先で机を叩いた体勢で動きを止めていた。


　裕真が誠人と行くらしい映画は、亨が誘って断られた映画だ。


　───俺と行かないで、そっちと行くだと……？　上等だ……。


『恋こい人びと』と名のつく相手の行動を気にしたことはなかったし、そもそも意識をしていなかった。行動を制限しようと思ったのは年の離れた末まつ弟ていだけで、これは保護しなければならないという意味合いが強い。


　それだけに、裕真の行動を気にする自分を、亨は腹立たしく思う。友人と映画に出かけることもあるだろう。食事に出かけるだろうし、親しくすることもあるだろう。だが、それが自分よりも、友人を優先させるということに、苛いらついているのだ。


　今までこんなことはなかったから、余計に苛つきのタネとなっているのだろう。そして、その苛つきを本人に直接ぶつけてしまえばいいだけのことだと、にんまりと口くち許もとを緩ゆるめる。


　裕真がセックスに対して初うぶだとは言わない。だが、受け身───快楽を与あたえられる立場には不慣れなのだ。亨が愛あい撫ぶを施ほどこすと素す直なおに反応するし、いい声で啼なく。熱い吐と息いきを堪えきれずに、掠かすれた声を漏らす。


　自分に抱だかれている時の裕真の媚び態たいを思い出し、本人に責任を取らせることに決め、どうにか苛立ちを抑おさえた亨に、皆川がちらりと視線を投げてよこした。


「───？　どうかしたのかい？」


「んー。真衣と別れてから、滝澤に浮ういた噂うわさ一つないなあ、と思って。仕事はいつも通りといえばいつも通りだし。……こんなに長い間、オンナ切らしたことないじゃない？」


「どこかに、隠かくしているんですか？」


「あー、センセイずるいっす！　自分一人ラブラブなんですねっ」


　皆川の意地の悪い視線に晒さらされ、七瀬の無む邪じや気きを装よそおった確信をつくことを問われ、早瀬の羨うらやましいっと目め一いつ杯ぱい拗すねた態度に気け圧おされた亨は、はあと溜ため息をつき目の前を飛び回る虫を追い払はらうように、手を小さく動かす。


「別にわざわざ教える必要がどこにあるんだい？　さあ、早くこれを終わらせないと、先へ進まないんだろう？」


　興味津しん々しんと今にも身を乗り出しそうな三人を適当にあしらい、亨は生地見本の山を手元に引き寄せた。











　歩き慣れた渋谷の雑ざつ踏とうとは違ちがう新宿の人ひと混ごみの中を、裕真と誠人は歩いていた。映画館が集まっている歌か舞ぶ伎き町ちよう界かい隈わいから、駅前の方へと向かっている。


「た、楽しかったです。とても……。え、映画を誰だれかと見たのは久しぶりだったので、とても嬉うれしいです」


「それはよかった。でも、映画は好みが結構分かれるから、ちゃんと事前に調べておかないと駄目だよ？」


「あ、はい。わかりました」


　素直にこくこくと頷うなずいている誠人を見て、笑い出しそうになるのを裕真は必死に堪こらえている。


　木曜日だというのに、それなりの人出があるのは場所が新宿だからだろう。学生や若者が目立つ渋谷に比べると、スーツ姿の男性ときりっとした格かつ好こうの女性など、働いているという印象を持つ人間が多い。


　オフィス街でもあり、歓かん楽らく街がいでもある新宿は週末でもないのに、人が多くこれから飲みに行く者や帰宅する者とで、人波が綺き麗れいに分かれていた。


　亨に対して報復を仕し掛かけるための隠れ蓑みのになってもらっている報ほう酬しゆう以外でも、裕真は誠人の手助けをしたいと思っているので、こうやって連れだって歩いているのだ。


　───今時の中学生並みのカップルレクチャーだよなあ。でも、鷲頭さんにはこれくらいから始めないと、何もできなさそうだしなあ。


　午後から映画を見て、夕飯を食べて帰る。何とも健全なお子さま的デートなど、裕真には今いま更さらだったが、誠人にはちょうどよいレベルだろう。


　待ち合わせの場所から、映画館までの道のりの会話、エスコートの仕方など、ちょっとしたことを言ってきたが、果たして誠人がきちんと覚えているかどうか、はなはだ怪あやしいところだ。


　だが、こうやって誠人を人混みに慣れさせることと、会話をこなせるようにすることが目下の目標なので、裕真はそれ以外のことに関しては目を瞑つぶることにした。


　人の多いところが苦手だというのは割合簡単に克こく服ふくできた。今まで外で遊ぶということが少なかったために、人の流れに乗ることが難しかっただけだ。周りの歩調に合わせることと、だいたいの流れさえ摑つかめば、難なくクリアできた。


　会話の方もどうにか様になってきている。誠人に手を貸すと約束してからほぼ二週間経たって、ようやく人の顔を見て話すということも覚えてきている。もっともまだ慣れていない人に対してはかなり腰こしが引けていたが。


　これでよく接客業ができるなと思い、裕真は誠人に直接訊きいてみると、次に会う機会がない人とは普ふ通つうに話せるらしいのだ。何度も会う───交流を持っておかないといけない人たちに対してだと、相手の反応を考えすぎてしまうらしい。自分の言った一言を相手がどう受け止めるのかと考え出すと、話しかけることを躊躇ためらってしまい、そのうち話すきっかけをなくすというのだ。


　そのために会話の接つぎ穂ほの探し方を教え、話の膨ふくらませ方を示せば、きちんとした会話になった。だが、話し始めに言葉が詰まりがちになるところまでは手が回っていない。これは自分の話すことに自信が持てるようになれば、治まるのではないかと、裕真は考えている。


「じゃあ、次は食事だな。あまりムードのあるところだと、鷲頭さんの本気を感じすぎて逃にげられるだろうし、居酒屋とかムードがなさすぎるところだと、彼女はがっかりする。女の人はそういうことにはすごく敏びん感かんだから、特に気をつけた方がいいよ。バイト先みたいな感じの、アルコールも出てご飯も食べられるような場所がいいんだけど……」


　ここからバイト先までは少しばかり距きよ離りはあるが歩いていける。だが、わざわざバイト先で夕食を食べるつもりもない。結局、オフィス街から少し外れたところにある小さなアジア料理屋に決めた。


「これも、ちゃんと彼女に訊かないと駄だ目めだよ。辛からいモノが駄目とか、イタリアンがいいとか、好みがあるから」


　テーブルへと案内され、とりあえずアルコールを頼たのんだところで、きちんと言っておく。


　苦手なモノを食べさせるのは絶対にしてはいけないことの一つだ。デートに誘さそわれての夕食の場合、大たい抵ていの女性は男性が奢おごるモノだと思っている。その場合、嫌きらいなモノでも表面上はお礼を言って義理で食べるだろうが、好きなモノを奢った方が好感度が上がるのは確かだ。


　食事はタイ風ベトナム風などアジア料理を日本人向けに意識してアレンジしてある。


「試ためしに、このメニューから料理を選んでみて？」


「あ、う、うん……」


　にっこりと笑いながら裕真が告げれば、誠人は自信なさそうに頷いて、熱心にメニューを見始める。もちろん裕真そっちのけにして、メニューと首っ引きだ。


「ちがーう。いい、そういう時は……、『何か食べたいモノある？』とか『食べられないモノは何？』とか、相手を気き遣づかうようにするんだよ」


「あ、え、えーと……。青木くんは食べられないモノ、ありますか？」


「パクチーが嫌いかな？　味が変なんだもん。薬草みたいな感じでさ」


　メニューから顔を上げた誠人が訊くと、裕真はあっさりと自分の好みを口にする。ここで遠えん慮りよしていては好きなモノを食べられない。


「そうですね……。僕もあまり好きじゃないです。じゃあ、パクチーの入っていない料理を選ばないと……」


　だが、上げられた頭はすぐに下がり、誠人の視線はまたメニューに向いてしまう。否いな、視線がメニューに向くのはかまわないのだが、一人でメニューを抱かかえてるというのが問題なのだ。


「だーめ。そういう時はメニューを相手に見せるようにしながら決めるんだよ。いい、メニューを貸して」


「あ、どうぞ」


　などと一つ一つ丁てい寧ねいに教えていくのだ。四十分近くかけてどうにか注文をすませた時には、裕真は大きく息を吐はき出して椅い子すにもたれかかっていた。自分が無意識に『彼女たち』に対してやってきた気遣いを説明するのはどうにも難しいのだ。それでも、きちんと覚えようと必死になっている誠人は、見ていて面おも白しろい。もっとも、後日また同じことを教えるはめになることは何となくわかっているのだが。


　ようやく一息ついた裕真は鞄かばんを探さぐり携けい帯たいを取り出し、着信の有う無むを確かく認にんする。もちろん、普通であれば着信音が鳴るのだが、亨関係の電話は未いまだに着信拒きよ否ひにしてあるため、着信音が鳴らずに履り歴れきだけが残るのだ。


　亨の方も着信拒否されていることに気がついているだろうに、まるで嫌いやがらせのように毎日掛けてくる。最近は亨の苛いら立だっている様子にちょっとすっきりしたこともあって、メールでなら返信をしていた。


　そして、今も履歴を確認してみれば、『レゾンデートル』の発信専用の番号が残っていた。しかも、それから三十分後には亨の携帯のナンバーまである。


　───会社の？……いつもなら滝澤サンの携帯の番号しか残ってないのに……。


　思わず眉まゆ根ねを寄せて携帯のディスプレイを凝ぎよう視ししていると、裕真の様子がおかしいことに気がついた誠人が気遣わしげな視線をよこしてくる。


「あの……、どうかしましたか？」


「───っ。何でもないよ。ちょっと、席外してもいいかな？」


　不意をつかれたかたちで話しかけられて、裕真は一いつ瞬しゆん息を呑のんだがすぐさまにこりといつもの笑え顔がおを浮うかべ、誠人の返事も聞かずに携帯片手に立ち上がった。戸と惑まどったような表情の誠人を置き去りにしてとりあえずその場を離はなれると、キャッシャーから少し離れた入り口のところで亨の携帯へコールした。


　三コールもしないうちに相手が出る。


『裕真かい？　今、どこにいるのかな』


「どこでもいいだろ？　それよりも、何かあったのか？」


『───外か……。誰だれといるんだ？』


「それも、滝澤サンには関係ないだろ？」


　直接顔を見てないからか、ここ最近の馬ば鹿か丁寧な口調ではなく地のままである。しかも、自分から掛けた電話だというのに、邪じや険けんに応対してしまうのは、完全に裕真の性格によるものだろう。


『まあ、いい。今晩おいで』


「嫌だね」


　自分がどこにいて誰といるのか、まるで気にしていないような亨の口調に、裕真は反射的に断った。


『───』


「───」


『来るんだ。いいな？』


「ちょっと、待てよっ、おいっ!?」


　お互たがいに相手の出方を窺うかがうように気まずく押おし黙だまったが、一言命令するように言い放つと裕真の返事も待たずに亨は電話を切ってしまった。裕真は慌あわてて反論するように声を荒あららげたが完全に遅おそく、機械が作る単調な音しか返ってこない。


「何だよ……。───くそっ」


　一方的な亨の要求に裕真は憤いきどおり、携帯の電源を切ると乱暴な足取りでテーブルへと歩いていく。誠人は神しん妙みような面おも持もちで裕真を待っていた。卓たく上じようには料理が幾いく皿さらか来ていたが、誠人は手をつけていない。


「あ、お帰り。……あの、大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」


「───平気だよ。それよりも、少しは役立てたかな？」


　生春巻きという方が通りのよいゴイ・クオンを取り分けながら裕真はにこやかに微笑ほほえむ。誠人はわずかに視線を逸そらしたが、逡しゆん巡じゆんの後どうにか裕真の顔を見ながら小さくぼそぼそと言葉を返してきた。


「助かってます。僕は、こういうことに縁えんがなかったから……」


「じゃあ、おれのことよりも鷲頭さんのことどうにかしないとね。彼女のこと、何かわかったの？」


「こ、恋こい人びとはいない、らしいです」


「ほんとに？　よかったじゃん。こういうことに慣れてきたら、次は外見かなあ」


　店員が料理を運んでくるために時折、会話は中断される。


　目玉焼きのオプションつきのインドネシアの炒飯チヤーハンともいえるナシゴレン、アサリとイカのピリ辛から炒いため、タンドリーチキンなど、辛さをうまく使った料理を注文していた。卓上がどんどんと料理で埋うめ尽つくされていく。


　───うー、でも、面白い反応が消えていくのは惜おしい気もするけどなあ。うーん、仕方ないか。滝澤サンに報復することが優先だったしな。


　この二週間の成果で、誠人の態度もだいぶ変わった。笑いかけても前ほど逃にげ腰ごしにならないし、落ち着かない感じで視線を揺ゆらすこともなくなった。そのことが少しばかり残念に思わなくもないが、致いたし方ない。


「服をいくつか揃そろえて、髪かみもいじらないといけないかな」


「何か、申し訳ない。僕のためにだいぶ時間を割さいてくれている、よね……？」


「そんなこと気にしなくていいよ。シフトを変わってもらいやすくなるっていう、おれの利点もあるんだし？　ここはギブ・アンド・テイクでしょ？」


　わざと茶化した感じになるように裕真が肩かたを竦すくめて言えば、誠人の方も少しは気楽になったのか、小さく口くち許もとを緩ゆるませ『ありがとう』と消え入るような声で呟つぶやいた。それに対して裕真は自然と笑いかける。


　───本質はいい人だからな。彼女とうまくいくといいんだけど……。それが無理でも、ちょっとした自信を持ってくれるといいな。


　誠人に取り分けてもらった蛸たこの唐から揚あげに箸はしを伸のばしながら、裕真はそんなことを考えていた。


「ああ、そういえば、まだ訊きいたことがなかったよね？　彼女のどこが好きなの？」


「え、えええええっ。そ、それは……っ」


　完全に裏返った声で悲鳴らしきモノを上げ、わたわたと手を振ふり回し慌てている誠人の様子は、裕真が見たかった面白い反応に分類されるだろう。吹ふき出したくなるのを一いつ生しよう懸けん命めいに堪こらえ、誠人が自分で落ち着くのを裕真は待った。


　しばらくすると、息がまだ少し整っていないが、どうにか混乱から立ち直ったらしい誠人が、ぽつぽつと話し出した。だが、この話題はやはり照れるらしく誠人は俯うつむいたままだったのだが、それがまた裕真には誠実そうに見えて仕方ない。


　───滝澤サンもこれくらいいい人だったら、指輪なんかさっさと外してくれるんだろうな。……何なんだよ、あの電話っ。会社からも携帯からも掛かけてきてるから、何かあったんじゃないかって思ったのに……。ただ呼びつけただけじゃんかっ。


　先さき程ほどの電話を思い出して、裕真は八つ当たりするように蛸の唐揚げを咀そ嚼しやくする。そして、今まで同様、にっこりと笑ってこのまま無視するか、少しは歩み寄るべきか、誠人の訥とつ々とつと語る言葉を聞きながら、裕真は悩なやみ出したため、誠人が彼女のどこに惚ほれたのか、さっぱりと聞いてはいなかった。











　裕真からの久しぶりの電話を受けたのが二十時前で、亨がまだ会社にいた時だった。携帯の様子ではまだ外にいるようだったので、誠人も傍そばにいたのだろう。そのことに抵てい抗こうがなかったわけではないが、電話口でいくら言ったところで意味はない。


　ただ用件だけを告げて切ったのは、『裕真で自分の苛立ちを解消する』という意志を固めたからだった。


　手早く書類の山を片づけ、引き留めようとする皆川たちを振り切り帰宅した亨はさっさとシャワーを浴びてラフな格かつ好こうに着き替がえ、単純作業ともいえる針仕事をリビングでしていた。


　亨が仕事で着ているスーツは、既き製せい服ふくをアレンジした一点もので亨が自ら手を加えている。何も考えずに手だけを動かしていく。同じ作業の繰くり返しだが、無心になれる。


　そして、インターフォンが立て続けに勢いよく鳴らされたのは、二十二時前のことだった。その音で我に返り、使っていた道具をそのままに玄げん関かんへと向かう。相手が誰か確かく認にんもせずに鍵かぎを開けた。


「来たぞ。急に呼び出すな。てか、久しぶりにこっちから連れん絡らくとったってのに……」


　ふてくされたような表情をした裕真が、デイパック片手に突つっ立っている。アルコールも少し入っているのか、それとも外が寒いのか、わずかに頰ほおが上気している。ふいっと裕真は顔を逸らすと、ぶつぶつと呟きながら亨を押しのけて奥へと上がっていく。


　大おお股またでどしどしと歩いていく後ろ姿を亨は目を細めて見み遣やった。


　久しぶりに見た、感情のままに表情を露あらわにしている裕真に、亨はほっとする。


　にこりと笑え顔がおを浮うかべている外そと面づらのいい裕真を見ると苛いら立だたしくなるのは、裕真のテリトリーから追い出されているように感じるからだろう。時折あったメールでの返信は裕真のモノだったが、外で会う───バイト先のカフェでしか会えなかったが───裕真は愛あい想そのよい作られた裕真だった。


　こうなってしまった原因は、亨にはまったく心当たりはない。いきなり機き嫌げんを損そこねたのだ。理由もわからなければフォローのしようもない。仕事が忙いそがしくてプライベートに割ける時間が少なかったこともあって、二週間近くこの状態だった。だが、それも今日で終わらせると、亨は決めている。


　今日、裕真は誠人と映画を見て、食事をしてきた。友人であればそれはただ単に遊びに出かけた、ということだし、恋人であればデートになるだろう。もっとも、恋人ならその後にベッドへというオプションがつくのだろうが。


　同じ行動をしても、そこに恋れん愛あい感情が絡からむだけで意味合いが変わってしまう。


　───まったく、冗じよう談だんじゃないよな……。こんなことになるなんて、ね。


　自分の行動の意味と相手の行動の受け取り方の意味を考えて、亨は自じ嘲ちよう気味に口唇くちびるを歪ゆがめた。そして、足音を立てずに静かに裕真の後をついていった。


　ずっと蓄ちく積せきされてきた鬱うつ憤ぷんと、二週間前未み遂すいに終わってしまったことと合わせて、今晩まとめて返してもらおうと、亨は決めていた。


　廊ろう下かとリビングをつなぐ扉とびらを抜ぬけると、裕真は既すでに自分の定位置に腰を下ろして、亨が出したままにしておいた裁さい縫ほう道具を興味深そうに見ている。


「───あまり、見たことがないのか？」


「あ？　まあね。自分じゃやらないからな。て、自分で縫ぬってたのか？」


「自分が着るモノはね。一応、これが仕事だから。……裕真のスーツも作ろうか？」


「えっ!?　いいよ。そんな凝こったスーツなんか着る機会そうそうないし」


　今にも触さわろうと伸ばしていた指先を裕真は慌あわてて引っ込めると、行き場をなくした手を自分のジーンズに擦こすりつけた。その興味の赴おもむくままに行動する裕真が、亨には嬉うれしかった。知らず知らずのうちに、口許に笑みが刻まれる。


「それは、残念だ。でも、スーツはあっても困らないだろう？　今度、サイズを測らせてくれ」


　じっと裕真の視線が寄せられている中、布が皺しわにならないよう丁てい寧ねいに畳たたんでしまう。これからのことを考えると、長時間放ほうり出したままにはしておけない。畳み終えると丁寧な手つきでテーブルの上に置き、裕真の傍に座り込む。


「───それで、今日は何？　珍めずらしく会社からの電話まで履り歴れきに残ってたから電話したのに、一言で人のことを呼びつけて」


「今日、誰だれとどこに行ってたんだ？」


「えっ？　あ───、滝澤サンの知らない友達と映画だよっ。何だよ、おれが友達と映画見ちゃいけないのかよっ!?」


「そうだね。友人と行動するくらい、別に悪いことじゃない。ただ……」


　ずいっと身体からだを乗り出して亨が近寄ると、裕真は逃にげるように上体をわずかに引いた。床ゆかにつかれていた裕真の手首を左手で押さえ込み、下か肢しを膝ひざで押さえ、裕真が逃のがれられないようにその場に縫い止めてしまう。


　裕真の瞳ひとみに、怯おびえの色が見えたのは気のせいではないだろう。うっすらと口許に笑みをはきながら、亨は裕真の表情を楽しむ。いつもは子犬がきゃんきゃんと吠ほえたてるように反発する裕真が、大人しく自分に押さえ込まれているのだ。


「今日、鷲頭と行った映画、俺が先に誘さそったはずだよな？　それを興味がないと、断ったのは……、誰だろうね？」


「───っ」


　ひゅっと、裕真の息を呑のむ音が響ひびいた。亨から逃げようと、床に縫い止められてしまった手を引こうとするが、そう簡単に動くものではない。それがわかると、裕真は左ひだり腕うでで亨を押しやろうとする。半分亨が乗りかかっている下肢も、亨をどかすために動かしているようだが、それくらいでは当然亨を動かすことなどできない。


　その抵抗にすらなっていない抵抗を嘲あざ笑わらい、亨は殊こと更さらゆっくりと右手を裕真の顎あごへと持っていく。親指で戦慄わなないている口唇を辿たどると、こくりと裕真の喉のどが上下した。その反応に気をよくした亨は、耳じ朶だを掠かすめるように肝かん心じんのことを囁ささやいた。


「友人ならいいだろう。だが……、浮うわ気きは許さないよ？」


「───っ！　何だよ、それっ。それはおまえのことだろっ!?」


　今までもそれなりに抵抗していたのだが、それよりももっと必死な感じで裕真が暴れ出す。しかも、先程までのどこか怯えたような雰ふん囲い気きは完全に払ふつ拭しよくされ、きっと目をつり上げ睨にらみつけてくる。


「どういうことだ？」


「わからないとでも言うのかっ？」


　吐はき出すように言葉を重ねる裕真を見て、亨は眉み間けんに皺を寄せる。まるで心当たりのない台詞せりふで、裕真の言いがかりにも等しい。それは、話を逸そらそうとしているように亨には思えた。直前まで亨を睨みつけていたきつい眼まな差ざしも、逸らされ下へと向けられているから余計そう感じる。


　押さえ込んだ裕真の右手がぐっと握にぎり込まれ、亨の左手を外そうとするように力が込められる。それを逆に封ふうじるように無理矢理手をつなげば、裕真はびくりと大きく身体を震ふるわせた。押さえ込んだ手の甲こうに爪つめを立てられ、裕真の指先が中指の指輪に引っかかったのがわかる。


　だが、それを気にせず、亨は裕真の上体を倒たおして無理矢理馬乗りになった。


「何のことだかわからないな」


　身体の下に組み敷しいた自分よりも少しばかり華きや奢しやな肢体を、動けないように封じ込める。真上から見下ろす裕真の瞳は、はっきりとした反発を示すようにきつく亨を睨んでいた。


　───何だってんだっ。勝手に不機嫌になり、当てつけるように鷲頭と親しげにしてみせたのは、裕真のはずだっ。


　無言のまま睨み合っていたが、裕真は一向に引く様子を見せない。それに業ごうを煮にやした亨は乱暴に手首を摑つかみ上げ一ひと纏まとめにすると、逃げられないよう縛しばるためのモノを探して視線を彷徨さまよわせた。


　ネクタイもベルトもなく軽く舌打ちをするが、そんなことでいきなり欲しいモノが出現するわけもない。ふっと視界の片かた隅すみに布の塊かたまりが映り込んだ。先程まで自分が針を刺していたスーツの布地だ。


　躊躇ためらうことなくテーブルの上に手を伸のばし、手元に引き寄せておく。だが、スーツの布地は厚手で、それで手首を縛ってもすぐに解ほどけてしまうのは目に見えている。だが、それもすぐに妙みよう案あんが浮かぶ。


「何だよっ。何すんだよっ!?　離はなせよっ」


　自由を奪うばわれた格かつ好こうの裕真は喚わめき立てるが、亨はそれを無視して己おのれの獲え物ものの体勢を自分の都合のいいように変えていく。頭の上で一摑みにしていた腕を背中に持っていき、手首だけではなく前ぜん腕わん部ぶをも巻き込んで縛り上げてしまう。その状態で仰あお向むけにしてしまえば、ちょうど腰のあたりが持ち上げられる体勢となった。


　腕の自由が利きかないためにか裕真の顔はかなり強こわ張ばっている。それを見ながら、亨はうっすらと笑えみを浮うかべた。


「いい格好ですね。まあ、せいぜい、俺のいうことを聞いてもらおうかな」


「───っ。誰が……っ」


　口くち許もとは引きつっていても、ぎっと睨みつけてくる裕真の瞳の強さは変わらない。そのことが妙に嬉しいのは何故なぜだろうか。


　ジーンズのウエストからＴシャツの裾すそを引っ張り出して、適度に引き締しまった腹筋を露あらわにする。女の細ほそ腰ごしとは違ちがい、筋張った感じはするものの、無む駄だな肉がついていないためにすっきりとしている。


　脇わき腹ばらから腰への微び妙みようなラインに、女性特有の円まろやかさも括くびれもないが、亨の情欲を搔かき立てるものだ。下から上へとそのラインを辿る指先はＴシャツの中に潜もぐり込み、平らな胸をさらりと撫なで上げる。


「……っ」


　普ふ段だんは自分でも気にしていない小さな胸の飾かざりが、確かに性感帯の一つなのだと亨に知らしめたのは、裕真だ。そこを指先で押し潰つぶすように愛あい撫ぶしてやれば、裕真は吐と息いきがこぼれるのを堪こらえるように、口唇くちびるを嚙かみしめている。


　わずかに爪の先にかかるだけの乳ち首くびだが、しっかりと裕真の性欲を刺し激げきしているようで、亨の下にある若い雄おすは徐じよ々じよに姿をはっきりと見せてきている。ストーンウォッシュのジーンズがきつそうだ。


　その顕けん著ちよな反応に満足を覚えると、悪戯いたずらな手をそのままにして、亨は意地悪く剝むき出しの腹に口唇くちびるを寄せる。びくりと大きく震える様がより一層の嗜し虐ぎやく心しんを誘う。


　腹筋に沿うように舌を動かし臍へその窪くぼみに舌を差し入れると、くすぐったいのか裕真は身体をねじるように動かす。それを押さえつけるようにして、ベルトラインぎりぎりまで口唇を下ろしていく。


「───ひゅっ」


　か細く息を呑む音が亨の耳に入る。妙に強張った肢体が今の行こう為いの快楽の深さを教えているが、亨はあえて聞かなかった振りをして、下から上へと舌先を動かしていく。臍の脇わきを通り抜ぬけ、山なりになった体勢のため浮かび上がっている胸骨の形を舌で確かめる。


　女性特有の円やかさのない身体のラインだが、成長途と中ちゆうのどこかアンバランスなラインは、亨の性欲を適度に刺激している。そのことがどうにもおかしくて、亨は舌先で丹たん念ねんにそのラインを辿る。


　びくびくと小刻みに跳はねる肢体は快楽にとても敏びん感かんで従順だった。


　小さな乳首を舌先で捉とらえ歯で扱しごくように甘嚙みすれば、切なそうに腰を揺ゆらすし、ふっと吐息を吹ふきかければ、喉許を無防備に晒さらす。ずっと弄もてあそんでいたもう片方の乳首への愛撫を止やめれば、愛撫をねだるように胸を突つき出す。


　そのことが裕真には屈くつ辱じよくなのか、口唇を嚙みしめたまま決して声を漏もらそうとしない。それならばと、亨はもっと明確に欲望を煽あおることに決めた。


　───声を、出させてやる。抑おさえきれないほどの快楽を与あたえて、ねだらせてやる。


　そう決めて、慣れた手つきでベルトとフロントホックを外し、下着ごとジーンズを脱ぬがせると、眼前に晒されたそこは、既すでに亨が与えた快楽を受け入れていることを示していた。


　外気に晒された雄は勃たち上がり、先走りの滴しずくを溢あふれさせている。そのことに婉えん然ぜんと微笑ほほえみ、亨は迷わずにその雄へと手を伸ばした。


　亨の指先が快楽の証あかしに触ふれた途と端たんに、裕真は一いつ瞬しゆんにして湧わき起こった快楽を口唇を嚙みしめることで、どうにか堪えたようだった。だが、強い刺激を欲しがって物欲しげにぴくぴくと震えている。


「……これ以上、我が慢まんできなさそうだな……」


　口の端はしをわずかに持ち上げて亨がうっすらと微笑めば、裕真はその言葉をやり過ごそうというかのようにきつく眉まゆ根ねを寄せ顔を背そむけてしまう。簡単に亨の手の中には落ちないと言っている態度だったが、それも亨が雄を握り込むまでのことだった。


「あ───っ」


　裕真は甲かん高だかい声を上げ亨の手から逃のがれようと、後ろ手に縛られ足の間に男を挟はさんでいる不自由な身体からだを闇やみ雲くもに動かし始めた。足あ搔がくように動かしている爪つま先さきがテーブルの足にぶつかり、存外大きな音を立てる。だが、二人の耳には互たがいの立てる音しか入ってこない。


　完全に勃ち上がった裕真の雄は、亨の手でゆるゆると扱かれ、更さらに硬こう度どを増していく。亨の手から逃にげようとしていたはずの裕真の腰は、いつの間にかもっと強い刺激をねだるように揺らめき出していた。


「───ふぅ……っ」


　大きな快楽の波をやり過ごすためにか、時折裕真は深く息を吐き出している。吐息の中に鼻に掛かかったような甘い声が混じっているので、それは間違いない。亨はくすりと小さく笑みを漏らし、雄を弄ぶ指先を巧たくみに蠢うごめかしている。


　根元から先端に向け揉もみしだくように愛撫すれば、裕真は無意識のうちにか腰を突つき出す体勢をとった。人差し指で鈴すず口ぐちの先を優やさしく撫なでさすりながら括れをきつく締めつける。


「ん───……ぅ」


　直接的すぎる愛撫に反応しないようにと堪えているのか、くすぐったいのを我慢しているのか、裕真は眉根をぎゅっと寄せている。だが、耐たえきれなくなっているのか、難しかった表情が段々と泣き出しそうなそれに変わっていった。


「……裕真、聞こえているかい？　気持ちいい？　このまま達いきたい？」


　シャツを胸むな元もとまで引き上げられた肢し体たいに、覆おおい被かぶさるようにして亨は裕真に訊たずねた。耳じ朶だに吐息が触れるような至近距きよ離りで、淡たん々たんと囁ささやく。


　亨の肩かた口ぐちには、裕真の熱い吐息が降りかかる。その熱さに亨の雄は簡単に勃ち上がった。吐息よりも熱い、裕真の内部を思い出したのだ。侵しん入にゆうするモノを食いちぎりかねないほどきつく締めつけてくる秘処に、亨は何度もっていかれそうになったことか。


「……か、せ……て」


　掠かすれた声で裕真は絞しぼり出すように応こたえた。口唇が乾かわいているのか、震ふるえる舌先がゆっくりと口唇を舐なめたのが見て取れる。赤く濡ぬれた舌先が卑ひ猥わいな行為を連想させて、亨は目を眇すがめた。


「いいよ、達きたいだけ達けばいい。その後、俺も気持ちよくしてもらえればいい……」


　達くために必要な最後の刺激を待っている裕真を、殊こと更さら焦じらすようにゆっくりと上体を起こし、亨は快楽のために差し出された肢体を見つめる。


「───っあ、ああ───……っ」


　きゅっと勢いをつけて亨が手を滑すべらせると、裕真の雄は白はく濁だくとした液体を吐はき出した。その飛沫ひまつは胸元から下腹部を汚よごし、とくりと茎くきを伝うようににじみながら最後の一いつ滴てきまで流れ出る。


　裕真は短い嬌きよう声せいを上げた後、吐精の余よ韻いんに浸ひたるように荒あらい呼吸を繰くり返していた。ぐったりとした肢体が投げ出され、瞳ひとみは茫ぼう洋ようとして焦しよう点てんが定まっていない。そんな様子を見せる裕真にかまわず、亨はティッシュボックスを引き寄せると大おお雑ざつ把ぱに欲望の残ざん滓しを拭ぬぐった。


　そして力の入っていない裕真の身体を抱だき起こし、ベッドの方へと連れていく。そして自分はベッドの頭部付近にもたれるように、直接床ゆかの上に座り込むと脚あしの間に裕真を四つん這ばいにさせた。だが、後ろ手に縛しばられた状態なので、裕真は当然手をつくことができない。そのため、裕真の頭部を足の付け根のあたりに持ってきて、身体を支えるようにさせた。


　膝ひざをついて腰を高く上げた体勢だが、裕真はそれに気がついていない。


　簡単に自分のパンツのフロントをくつろげると、半ば勃ち上がった雄を外に出す。直接的な刺激が雄にあったわけではないのに、裕真が快楽に堕おちた時の表情を見ていただけだというのに、亨の雄は反応しているのだ。


　───裕真だから、こうなったというわけか……。


　まるでセックスに慣れていない十代の少年のような自分の反応に、亨は自じ嘲ちよう気味に笑う。


　今までも性欲を感じれば女を抱いてきた。だが、それは処理に近いモノだったのかもしれないと、裕真を前にして思う。何かに餓うえたように抱きたいという感情が湧き起こったのは、裕真に対してだけだったからだ。


「聞こえている？　口を開けて……。そう、舌を出してごらん」


　かさついた裕真の口唇に触れながら亨が静かに語りかけると、裕真は言われたままに舌を出してきた。赤く扇せん情じよう的に蠢いている舌先に指を這はわすと、裕真は苦しげに吐息をこぼした。


　くっと裕真の顎あごを持ち上げ、己の雄おすに突き出された舌を重ねさせる。久しぶりに味わう濡れた感かん触しよくに、亨は深い息を吐き出す。


「ゆっくりと舌を動かして。アイスか大きな飴あめを舐めるように舌を動かすんだ」


　意識が茫洋としている裕真を自分のいいように動かしていく。


　屹きつ立りつした雄に這わされる舌の感触が、心地ここちよい。ぼんやりとした表情の裕真が、亨の手の動きに従い、茎に舌を這わせたまま頭部を持ち上げていく。根元から先端に向かい柔やわらかな感触が側面を滑っていく。


「……フェラチオをしてもらったことはある……？───そう、だったら、どうすればいいか、だいたいわかるよね？」


　吐と息いきに紛まぎれながらも小さく頷うなずいた裕真の頰ほおに、亨は優しく手を添そわせた。先端に口唇を触れさせたまま、裕真が確かく認にんするように亨を見上げてきたので、亨は口の端を持ち上げて微笑んだ。


　上から雄を口に含ふくむには、今の裕真の体勢ではかなりきついので、亨が肩を支えてやると、裕真はおずおずと口を開け目の前にあるそれを呑のみ込んだ。


　無意識のうちだろう。舌が雄を外に押し出そうとするかのように、圧力を加えてくる。それを押さえつけるようにやんわりと裕真の頭部を撫なでれば、軽い抵てい抗こうはあっという間に消えてなくなり、亨の雄はより口こう腔こう内の深いところへと導かれていった。


「そうだ……。何も無理に喉のどの奥へ入れる必要はない。舌全体を使って横を舐めるんだ。……頭ごと軽く上下に動かして……。そう、それでいい……」


　ぴちゃりと淫みだらな水音が耳を打つ。裕真が雄を舐めるのは初めてなのは確実だろう。これまでに同性とつきあったことがなければ、それは当然ともいえるかもしれない。


　オーラルセックスをすることを想定しなければ練習などするわけもない。正しよう真しん正しよう銘めい初めてのフェラチオだということに、ぎこちない舌した遣づかいや、歯があたる痛みさえも快楽として亨には感じられた。


　技ぎ巧こうなど何もなく、ただ言われるままに舐めるだけの、口に含むだけのオーラルセックスに快楽を感じたのは、これが初めてだった。


　自分の股こ間かんに伏ふせられている色素の薄うすい髪かみに手を差し入れる。手を後ろに縛られた不自由な格かつ好こうのために、体勢的にも辛つらいのだろう。裕真は時折噎むせるような息遣いをする。


「いい子だ。今度はゆっくりと喉の奥まで銜くわえてごらん。無理はしなくていい、できるところまででいいから……」


「ん───くぅ……っ」


　じわじわと浸しん食しよくするように自分の雄が消えていく口唇くちびるを、亨はじっくりと眺ながめる。肩に力が入っているのか、裕真の口唇は赤くなっている。そのうえ、口唇の端はしからこぼれ落ちる唾だ液えきのために、艶なまめかしく濡れていた。


　幾いく人にんもの女が己の雄を銜えていったことは否定しない。銜え慣れした者から、『初めてだけどあなたがして欲しいなら』と恩着せがましくしていく者までいた。確かに技巧は様々だったが、視覚的には皆みな一様に同じだった。


　ただ相手を自分の意のままにしているということでしかなかった。いわゆる征せい服ふく欲が満たされているだけと言ってもいいかもしれない。


　それだけのはずなのに───。


　───裕真にはそれ以上を感じるんだからわからないものだ……。


　完全に勃たち上がり、先せん端たんから先走りの滴しずくが溢あふれ出すのがわかった。唾液だけの時よりも滑りがよくなった熱い口腔内に、亨の雄はより一層硬こう度どを増した。


「んぅっ───」


　閉じられることのない顎がだるくなってきたのか、歯が当たるようになってきた。口唇の端からは飲み込みきれなかった唾液が滴したたり落ちている。


「もういい。疲つかれたか？」


　ぐっと力を込こめて裕真の身体からだを抱き起こすとそのままベッドの上に軽くはない肢体を引き上げた。背中に腕うでが回っているために胸を突つき出した格好になっているが、息の上がっている裕真はそれに気がついてもいない。


　当然、亨が衣服を脱ぬぎ捨てたことも、引き出しからローションを取り出したことにも気がつけないでいる。どこかぼんやりとした裕真をよそに、亨は手の平にたっぷりとローションを注ぐと、前まえ触ぶれもなくその手を裕真の股間にあてがった。


「───ひゃ……っ」


　突とつ然ぜん感じた冷たい液体に裕真の身体が跳はね上がり、ぼんやりとしていた表情も引き締しまった。だが、その次の瞬しゆん間かん秘処に突き入れられた異物に、裕真は暴れ出す。


「……やっ……。───……だ、め……っ」


　後ろ手にされた手を引き抜ぬこうとしているのか、肩から上じよう腕わんにかけて小刻みに動いているのもわかった。だが、亨は秘処に潜もぐり込ませた指先を引き抜く気はなかった。それどころか逆に中指も添わせて二本の指をぎゅっと窄つぼまっている秘処にねじ込む。それでもまだ足あ搔がいている上半身を左手で押さえ込み、少しばかり手て荒あらくそこを蹂じゆう躙りんし始めた。


　受け身のセックスに慣れた裕真の肢し体たいは、性急にそこをならそうとする指の動きに、素す早ばやく順応する。


　前ぜん立りつ腺せんを掠かすめるように指を抜き差しすれば、自ら腰こしを揺ゆらして一番感じられる場所へ指をあてようとする。秘処の入り口付近で留とどまれば、より深く取り込もうと粘ねん膜まくが蠢うごめく。その反応に、亨は喉の奥で小さく笑った。


　何も知らなかった裕真に『抱かれる』というセックスを教え込んだのは亨だ。そのことが妙みように嬉うれしい。自分以外の誰だれの手もついていない肢体───。これが女ならば絶対と言っていいほど、手を出していなかっただろう。


　───いや、相手が裕真だったら、手を出していたか？


　自分にだけ素直に感情を露あらわにし、好き勝手に振ふる舞まう裕真の性格が気に入ったのだ。もしかしたら、今と同じように執しゆう着ちやくしていたかもしれない。だが、今目の前にいるのは、『青木裕真』という青年なのだ。似た性格で、似た顔かたちをした女が出てきたとしても、亨の目は裕真以外にいかないだろう。


　卑ひ猥わいな水音がぴちゃぴちゃとあたりに響ひびく。


　秘処から流れ出す快楽の波に呑まれまいとしているつもりなのか、裕真は脚あしの間にいる亨を太ふと股ももできつく挟はさんできた。内部を探さぐる指が裕真のいいところを掠める度たびに、内うち股またがひくひくと痙けい攣れんしているのが亨にはわかった。


　腕を外そうとしていた裕真の動きは止まっていたが、かわりに自分のシャツを関節が白く浮うき上がるほど強く握にぎりしめている。そうやって快楽に容易たやすく流されてしまいそうな自分を抑おさえ込んでいるようだ。


「……腕を、外してやろうか？」


「───え……？」


　一瞬何を言われたのかわからなかった裕真は呆ほうけたような声を出したが、腕を縛しばっているモノを外すと言われたことに思い至ると、小さく頷く。


　ゆっくりと内部を丹たん念ねんに探るように指を引き抜くと、裕真は身体を震ふるわせ口唇からは熱い吐息をこぼした。その感度のよい反応にこれから先の享きよう楽らくが簡単に想像できて、亨の雄は痛いほどに張りつめている。


　手荒く裕真の肢体をひっくり返してその前ぜん腕わんを縛っていた布を取り除き、上半身に絡からんでいるだけの服を剝はぎ取った。背骨の窪くぼみに沿って指先を滑すべらせると肩けん胛こう骨こつのあたりがひくりと反応したが、縛られていた腕は強こわ張ばっていたらしくのろのろとシーツを搔くに留まっていた。


　その腕を摑つかんで裕真をもう一度仰あお向むけにして、亨はふと摑んだ腕に目を遣やった。


「……赤くなっているな……」


　シャツの上から縛ったにもかかわらず裕真が暴れたため、手首に近いところが微かすかに赤くなり、擦さつ過か傷しようができている。亨はそこに口唇を寄せ、掠れた赤い傷に舌を這はわせる。


「ん───っ」


　わずかに染しみるのか裕真は肩を竦すくめ手首を引き寄せようとしたので、亨はそのまま手を離はなした。ぱたりと、裕真の手がベッドの上に落ちる。


「消毒薬しかないが、あとで塗ぬってやる。……腕を、背中に回せ……」


　ベッドと裕真の背中のわずかな隙すき間まを縫ぬうように亨は右手を差し入れ、熱を持った裕真の身体をぎゅっときつく抱だきすくめた。左手は裕真が逃にげられないように右の膝ひざ裏うらを摑み、裕真の胸へと押し当てていた。


　柔やわらかくなっている秘処に雄おすをあてがうと、亨は躊躇ためらうことなくそれを挿さし入れた。


「───ぁっ、んう───っ」


　幾いく度ど貫つらぬかれようとも一向に慣れる様子のない質量を持ったモノが内部に入り込んでくる感かん触しよくに耐たえきれず、裕真は背中に回した手に力を込める。ぴりっとした痛みを背中に感じて亨は微かに眉まゆをひそめるが、それでも侵しん入にゆうを止やめない。


　じわじわと快楽へ堕おとすように、ゆっくりと奥へ突き進んでいく。根元まで完全に埋うめ込むと一いつ旦たん動きを止め、裕真のそこが亨の熱量に慣れるのを待つ。もちろん、その間にも他ほかの所への愛あい撫ぶは続いている。


　自分よりも小こ柄がらなだけで、きちんとした男の体形をしている裕真を腕の中に抱き込み、耳じ朶だから喉のど許もとにかけ丹念に口唇くちびるを這わせる。浮かんだ汗あせのためか、少ししょっぱいがそれも気にならない。


　繰くり返される呼吸がいくらか整った頃ころを見計らい、亨は小刻みに腰を引いていく。じっとりと雄にまとわりつく粘膜が、出ていくことを拒きよ否ひするかのように収縮を繰り返す。だが、それを強ごう引いんにねじ伏せ半ばくらいまで抜くと、今度は一気に奥まで抉えぐり込んだ。


「ふぅ───ぁ……っ」


　内ない壁へきをこそげるように突き入れたため、裕真は一声啼ないて身体を丸めようとするが、亨のそれが邪じや魔まをして思うように動かせないでいる。快感の逃のがし方を模も索さくしている裕真をより一層自分の傍そばへと引き寄せ、更さらに最さい奥おうを目指し雄を一ひと際きわ強く突き入れた。


「や……っ。ああ───っ」


　引きちぎられるようなきつさで、裕真の秘処が亨の雄に絡みつく。そのすべてを搾しぼり取ろうとするような粘膜の蠢きに、亨は短く呻うめく。だが、ここで流されるわけにはいかない。


　内臓ごと引きずり出すような強引さで亨は雄を引き抜き、また本能の赴おもむくままに突き入れる。無理に刻み始めた律動は裕真の呼吸を乱した。短く繰り返される呼吸音は完全に亨の刻む律動に同調している。


　ひゅっと息を呑のむ音が、亨の耳朶を打つ。


　ねちゃねちゃと水音を立てる秘処は、完全に亨がもたらす享楽を受け止めている。それどころかより感じるために、腰を揺らめかせてもいるのだ。


　裕真が刻むリズムに合わせて、亨は腰を動かしていく。前立腺を抉るように雄をねじ込み、内壁を擦こすりながら引きずり抜く。幾度同じ律動を刻んだだろうか。


　裕真の脚を押し広げていたはずの左手は今や裕真の背中に回されている。裕真も、亨を離すまいとするかのように、きつくしがみついている。腕だけではなく、亨を挟む脚も逃のがさないとでもいうように、腰に絡みついていた。


「……ん、ふ……ぅ」


　鼻に掛かかる声は熱を帯びていて、裕真の体内には快感が渦うず巻まいていることを知らしめている。達いかせて欲しいと身体中で訴うつたえている裕真に、亨は薄うすく笑う。


「とりあえず、一度達っておくといい……」


　ぐっと勢いよく前立腺をめがけ、腰を打ちつける。そのまま内壁をこそげるように強引に肉を搔き分けていき、指では触ふれることのできない奥を、暴あばいた。


「や、あぁ───っ」


　甲かん高だかく一声啼いた後、裕真の雄から勢いよく白はく濁だくとした液体が溢あふれ出した。熱くねっとりとした液体は密着している亨の腹も汚よごしている。もちろん亨はそんなことを気にしていない。それどころか、引き絞しぼられるに任せて、裕真の内部に悦えつ楽らくの証あかしを吐はき出す。


「───はぁ……」


　煽あおられ続けた欲望が解放され、亨は肩かたから力が抜ぬけた。するりと背中から裕真の腕うでが滑り落ちて、ベッドの上にぱたりと力なく投げ出される。


　微かにひくついている秘処から雄を引き抜くと、どろりと快楽の証が溢れ出した。快感が大きすぎたのか傍はた目めにもわかるほど、裕真は胸を喘あえがせている。いつもならばきつい視線を向けてくる双そう眸ぼうは、ぼんやりと亨を見返してくるだけだ。


　そんな裕真を見み遣やりながら、亨は鼠ねずみをいたぶる猫ねこのような表情を浮かべる。


「まだだ……。まさか、一度ですむとは思っていないだろう？」


　己おのれの獲え物ものである裕真の顎あごを摑み、亨は囁ささやくような声でそう告げた。











　勢いよく打ちつけていた腰こしを、一際深く突つき入れると亨は欲望の赴くままに吐精する。痙攣するようにひくひくと締しめつけていた秘処に、何度目になるかわからない快楽を注ぎ込むと、すべてを吐き出し終えた亨はふっと息をついた。


「……裕真？」


　汗のために張りついてくる前まえ髪がみを搔き上げ、亨は名前を呼んだ。だが、己の下でぐったりと四し肢しを投げ出している裕真はぴくりとも反応を示さない。再度名前を呼んで軽く揺ゆすってみるが、結果は変わらなかった。


「もう、終わりか……」


　不満げな台詞せりふが口をついて出てきてしまうのは、自分の欲望はまだ小さく疼うずいているからだ。同性同士のセックスの場合、受け身側に余計な負担が掛かるのはわかっている。意識のないままセックスすることもできたが、それでは裕真を抱いている意味がない。


　微かな愛撫やわずかな動きにも敏びん感かんに反応して甘い声を漏らし、熱に浮かされたような瞳ひとみで睨にらみつけてくる裕真を抱きたいのだ。


　小さく嘆たん息そくすると亨はシャワーを浴びるために立ち上がり、ベッドを振ふり返った。亨の身体からだはまだ少しマシだったが裕真の肢体は精液と汗にまみれている。ベッドシーツも替かえないと寝ねるに寝られない状態だ。


「……とりあえず、こっちは後だ……」


　途と中ちゆう冷蔵庫に立ち寄り軽く喉を潤うるおしてからバスルームまで行く。シャワーを手短にすませるとパジャマ代わりのスウェットの下だけを身につけ、ベッドの後始末をするために必要なモノを手にして、ベッドサイドに跪ひざまずいた。


「まったく、俺にここまでさせたやつはいないんだ。それを本当にわかってんのか？」


　汚れたシーツごと裕真をベッドから降ろし、まずはシーツを綺き麗れいなモノに替えてから、気絶するように眠ねむりに就いた裕真の身体を濡ぬらしたタオルで拭ふいていく。しかも、わざわざ適温の湯で濡らしてきているという気の遣つかいようだ。今までの自分らしくない行動に苦く笑しようするが、止める気もない。


　鎖さ骨こつから胸むな元もと、それどころか内うち股またという際どいところまで残されている所有を示す痕あとに、小さく笑えみを浮うかべる。こんなことでしか所有権を誇こ示じできないのも考え物だが、とりあえずこれでは誰だれにも素す肌はだを見せることはできないはずだ。


　いささか意地の悪い考えだとは思うが、見えない相手への牽けん制せいとしては一番有効な手でもある。


　丁てい寧ねいに身体を拭いて、秘処からも残ざん滓しを搔き出すが裕真の身体は生理的な反応を返すだけで、意識が回復する兆きざしは見せない。


「───まあ、今日はあんなことしてもらったからな。手加減がまるでできなかった」


　裕真を裸はだかにしておくと、またセックスしてしまいたくなると危き惧ぐした亨は、自分が着ていたシャツを裕真に着せた。丁寧に拭いたつもりだが、情事の痕を色いろ濃こく残す裕真をベッドに寝かせると、あちこち脱ぬぎ散らかした服や汚れたシーツを片づけてから、ようやく裕真の隣となりに潜もぐり込んだ。


「ん……」


　微かすかに唸うなりながら裕真が擦すり寄ってくる。その熱い身体を腕の中に抱だき込み、亨は満足げに吐と息いきを一つついた。一向に目覚める様子のない裕真の額に掛かる前髪を優やさしい手つきで搔き上げ、露あらわになったこめかみに口唇を落とし、続いて微かに開いている口唇にも軽く触れ合わせる。


「……また、いつかさせてやる……」


　まるで慣れていなかった裕真の舌遣いを思い出し、亨は密ひそやかな吐息をこぼす。起きている時に『お願い』しようものなら裕真が盛せい大だいに喚わめき散らしかねないことを口にして、亨は穏おだやかな眠りに落ちていった。
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「ん……」


　寝返りを打とうとして、身体が痛んで裕真は無意識のうちに呻うめいた。そして、自分の呻き声で覚かく醒せいが促うながされ、裕真はゆっくりと瞼まぶたを押し上げた。


「あ───」


　霞かすみのかかった視界に、見慣れた風景が映り込んでいる。深緑のカバーの掛かった肌掛け、出しっぱなしのマグカップが載のったローテーブル、簡単ではあるがきちんとたたまれた衣服。


　───……滝澤サンのところか……。て、え、滝澤サンとこっ!?


　がばっと急に起き上がったはいいが目眩めまいを感じて、裕真は思わずまたベッドに倒たおれ込んでしまう。


　亨は既すでに出勤したのか部屋には裕真しかおらず、ひっそりと静まりかえっていた。


　そんな中、思うように動かない身体はそのままに、裕真は頭をフル回転させている。そしてようやく、時間を確かく認にんしなければと思いたち、枕まくら元もとの目覚まし時計を見み遣やって、盛大に呻いてしまう。


　───九時過ぎかよ……。大学どうすんだって。と、直也にメールしておくか……。


　そろそろと身体を起こして、ベッドから鞄かばんまで時間を掛かけて移動する。どうにも身体がだるすぎて、俊しゆん敏びんに動こうという意志すらない。自分の定位置に座り込むと緩かん慢まんな動作でデイパックを探さぐって携けい帯たいを取り出し、直也に代返と遅ち刻こくを告げるメールを打った。


　一時限は八時半から始まるため、直也も携帯の電源を切っているだろう。だが、直也は休み時間になる度たびに、真衣からのメールがないかきっちりと調べていることを裕真は知っているのだ。うまくいけば、一時限目も代返をしてくれるだろう。


　一いつ般ぱん教養に分類される講義は大教室で行われ、講義中に回されてくる名めい簿ぼに名前を書き込むと出席したことになる。チェックするだけでは誰でも代返できてしまうため、フルネームで書き込む。遅刻して入室してきた者は、講義後に教室の後ろで名前を書いて、最後に教きよう壇だんに立つ教授の所へ持っていく。なので、うまくいけばその最後の時に直也が裕真の名前を書き足してくれるかもしれない。


「はあ……。こっちはいいんだけどなあ……。問題は家うちだよ。もしかしなくても無断外がい泊はくじゃんかよ……」


　裕真はローテーブルの上に突つっ伏ぷすようにして脱だつ力りよくしてしまう。今までどんなに遊び疲つかれても、きちんと明け方には家に帰っていたのだ。外泊する時は必ずメモを残しておいたし、急な時は家の留守電にメッセージを残していた。自由度の高い生活を送るための最低限のルールを今まできちんと守っていたから許されていたのだ。


「……とりあえず、風ふ呂ろに入るぞ！」


　そう決意すると、ふらつく身体でどうにか立ち上がり、バスルームへと向かう。


　昨夜の情事の痕は一応亨が拭いたのかべたついた感じはしないが、頭をすっきりとさせて、身体を楽に動かせるように覚醒させなければ、大学に行くのも億おつ劫くうになってしまう。それに加えて、着ているのは亨のシャツだけという格かつ好こうから着き替がえたいというのもあった。


　───シャワーも浴びずに服着るのは嫌いやだしな。


　使い慣れた脱だつ衣い所じよに入り込むと、さっさと着ていたシャツを洗せん濯たく籠かごに入れ、歯ブラシと歯は磨みがきのチューブを摑つかんでバスルームに足を踏ふみ入れる。


　ところどころ残されているキスマークに、うんざりしながらも頭から適温のお湯を被かぶったところで、手首にぴりっとした痛みが感じられた。


「……何だっけ……？　えーと……」


　鬱うつ陶とうしく額に張りついた前まえ髪がみを搔き上げて、裕真は首を捻ひねる。いつも通りに亨の気がすむまで抱かれた時にはこんな傷は残らない。せいぜいが幾いくつつけられたのか正確に数える気にもなれないキスマーク程度だ。


　見慣れた亨の部屋で起きた時は昨晩のセックスはいつもと同じだと思っていた。それが何か違ちがっていたのだろうか。シャワーが降りしきる中、裕真は思い出そうと微かに眉まゆ根ねを寄せた。


　───確か……鷲頭さんと映画に出かけてご飯を食べた。それから滝澤サンのところに電話して、呼びつけられて……。


　その後のことを思い出した裕真はすっと顔から血の気を引かせると、躊躇ためらわずにシャワーヘッドから直接お湯を酌くみ取り勢いよくうがいをする。だが、それでも物足りなくて歯ブラシをひっつかみ、しゃこしゃこともの凄すごい勢いで歯磨きを始めた。


　───だーっ。何で……っ、何で思い出したんだっ、おれっ！　いや、思い出した方がよかった……っ!?　あーっ、もう、どうしろってんだっ。


　ぐるぐると回り始めた思考をどう落ち着ければいいのかまったくわからず、ただひたすら歯を磨き続ける。


　口の中に残るのは───記き憶おくの中に残るのは───自分のモノよりもしっかりとした重量を持ち、硬かたくそそり勃たっていた、雄おす───。


　口内での射精はなかったが、先走りの滴しずくをわずかに味わっていた。糸を引くほどに粘ねばりけのある透とう明めいな粘ねん液えきの、独特の味───。口こう腔こう内を塞ふさぐように喉のどの奥まで押し込まれてくるモノが気持ち悪くて、舌で押し返そうと足あ搔がいたが、どうにもならなかった。それどころか、抵てい抗こうしたために却かえって欲望の漲みなぎる雄に舌を這はわせてしまうことになったのだ。


　その弾だん力りよくがある滑なめらかな舌した触ざわりの肉につ塊かいを、秘処にねじ込まれた。臓ぞう腑ふにまで届くかと思うほど深く突つき入れられ、絡からみつく粘ねん膜まくごと引きずり出されるように引き抜かれていく。


　ほんの数分前まで自分の口の中にあったモノが、自分の内側に侵しん入にゆうし内部から粘膜を刺し激げきして、裕真の意識を狂くるわせていく。その熱を身み悶もだえしながら受け入れ、淫みだらに喘あえぎ、腰こしを振ふった。


　───そ……、そんなことも思い出すなっ、おれ……っ！


　歯ブラシにぎりっと歯を立てて、これ以上思い出すことがないよう、慌あわてて自分で意識をよそに向けようと努力する。だが、そういう時に限って簡単に思い描えがけてしまうのだ。


「うわああ……っ」


　とうとう居たたまれずに歯ブラシを投げ出し、シャワーの温度を下げ水を頭から被ることでどうにかして、鼓こ動どうと火ほ照てりを抑おさえる。


「はあ……。……あんなん、よくやるよなあ……」


　昨夜させられてしまったオーラルセックスのことを考えると、これまでつきあったことのある『彼女たち』がしてくれていたと、ついでのように一いつ緒しよに思い出したのだ。裕真からねだった覚えはないが、何度かされた覚えはある。確かに気持ちよかったし、テクはピンキリだった。コツがあるようで、やはりというか当然というか慣れていない彼女がしてくれた時は、歯が当たって痛かった。


　───……滝澤サン、気持ちよかったのかなあ……。


　初めて雄に口唇くちびるを寄せた。慣れているわけでもないし、こんなことになるとは思ってもいなかったから練習などしているわけもない。にわかに自分がオーラルセックスをしてしまったという衝しよう撃げきを忘れて、亨が『どう感じたか』に意識がいってしまう。


「……っくし……っ。て、あー、もういいや。二度としないしっ。頼たのまれたってぜってーしねえっ」


　小さくくしゃみをしたことで、自分が何をしているのか我に返った裕真は、急いでシャワーを適温に戻もどすと、手早く身体からだを洗っていく。いろんなことを一度に思い出しすぎたので、意識がはっきりとしたし、身体も軽くなったような気がする。


　バスルームを出て亨のクローゼットを八つ当たりぎみに勝手に引っかき回し身み支じ度たくをすませると、放り出したままの自分の洗せん濯たく物ものを洗濯籠に放り込む。それでようやく部屋を後にできた。


　部屋の鍵かぎはスペアがキッチンの食器棚だなの引き出しに入っている。それを持ち出して鍵を掛けて、次に来る時まで裕真が持っているのだ。落とさないように自分のキーホルダーに亨の部屋の鍵をつけておく。


　十時近い時間なので電車は少しばかり空すいている。それがありがたかったが、手首の擦さつ過か傷しようが気になり吊つり革かわに摑まることができず、朝持ち直した体力は大学のある駅に着くまでもたなかった。


　足を引きずるようにしてどうにか二時限目に十分ほどの遅おくれで間に合った裕真は、直也の姿を見つけて、隣となりの席に腰を落ち着ける。教授もまだ来ておらず、出席をとっていないため、遅刻にはなっていない。


「よ、はよ。おまえが寝ね坊ぼうなんて珍めずらしいじゃん。それとも、ナニ、彼女が離はなしてくれなかったのか？」


　にやにやと直也が意地悪い顔で訊きいてくるのに、裕真は彼が嫌がると知っていてわざとにっこりと対外的な笑え顔がおを浮うかべ、当たり障さわりなく応こたえる。


「さあねえ。直也がどうしても、っていうのなら言うけど……。できればおれは遠えん慮りよしたいな。それよりか、一時限目、代返間に合ったかな？」


「───っ。やめれっ、そういう顔すんなら、二度と代返なんか受けねえぞっ」


「最初に余計なこと言ったのはおまえ。てか、うまくいったんなら昼飯奢おごるけど？」


「やりぃ。どうにか滑すべり込めたんだ。じゃあ、日替わりランチがいいや」


　教室の後ろの方でこそこそと二人でやり合っていると、教授が入ってきて授業が開始される。マイクを通して聞こえてくる教授の声は、眠ねむ気けを誘さそうようにゆっくりとしたモノで、あちこちで別作業をしている学生が大勢おり、小声で話す者も少なくない。


　───ったく、冗じよう談だんじゃねえって。相手が滝澤サンだなんて直也に言えるかってえの。


　内心ひんやりとした緊きん張ちよう感かんが裕真を襲おそったが、それを表に出さずに適当に話をしている。


　もっとも、サイズの合わない服を着て、何一つ講義の支度をしてきていない裕真が、突とつ発ぱつ的に外泊したことは明白だったが、それに関して直也が深く立ち入らなかったことに、裕真は感謝している。感謝はしているが───。


「なあ、今晩お暇ひま？　どっか飲みに行かねえ？　真衣さん、ロケで二週間東京にいないんだよ。寂さびしいオレを慰なぐさめてくれ」


　こちらが立ち入って欲しくないことには決して立ち入らない気き遣づかい───無関心ともいう───は嬉うれしいのだが、それでも好こう奇き心しんは抑おさえきれないのだろう。


　よよよ、と泣き真似まねをしながら寄りかかってくる直也に、裕真はあからさまに眉をひそめた。だが、肝かん心じんの直也は裕真の不ふ機き嫌げんさをまるで意に介かいさず、彼には珍しく机に懐なつくようにして裕真に誘いかけている。


　今着ている服があきらかに裕真のモノではないうえに、どこからどう見ても裕真よりも体格のよい男物だ。これがもし、彼女のところに泊とまったのなら、彼女の部屋に着き替がえを置いておくくらいのことはするだろうし、それがなくても昨日と同じ服で来ているだろう。


　わざわざサイズの違う他人のモノを着る裕真の意図がわからないのだろう。


　今晩飲みに誘ったのは、深く事情を訊くつもりはないがどうしてそうなったのかは気になるという直也の探さぐりの入れ方だった。


「んー、そうだなあ。一度着替えに帰ってから、ならいいけど……」


　少し考えてから裕真はそう応じた。昨夜の亨の扱あつかい方に鬱うつ憤ぷんが溜たまってもいたし、直也に訊きたいこともある。アルコールが入れば自分も訊きやすくなるだろうし、彼も答えやすいだろう。


　ひそひそと小声で話す彼らに、ようやく出席を取るための名めい簿ぼが回ってきた。


　二穴けつのバインダーに名簿が何枚か留められている。一番左の欄らんにだけ学がく籍せき番号と名前が印刷されており、右側に空くう欄らんが続いているもので、列の一番上に講義の日付が入っているものだ。その空欄の箇か所しよに名前を書き入れる。


　そうやって署名を並べていくと、あからさまに他人の字だとわかる代筆はできにくくなる。そのためにこういった形になっているのかもしれない。


　直也が受け取った名簿を開いた途と端たんに、小さく『ありゃ』と呟つぶやくのを聞き、裕真はちらりと視線を遣やった。


「今晩、適当に集まって飲みに行こうだってさ。オレはこっちでもいいな。どうする？」


　赤いペンででかでかと『とりあえず暇ひまだから飲みに行こう！』と書かれているルーズリーフを、名簿の間から直也は抜ぬき出している。時間は六時からで場所は駅にほど近い大学生御ご用よう達たしの居酒屋。


　参加表明をしているのは今のところ十五人ほどだろうか。大学内でも目立つ数人の学生が幹事として名乗りを上げている。参加名を確かく認にんしてみれば、さほど嫌いやな人物の名前はないし、変につきまとわれそうな要注意人物の名前もない。


「そういや、大勢で騒さわぐのはここのところなかったかあ……」


「だろ？　おまえ、ここ最近つきあい悪いしな」


「それはおまえもだろ？　暇さえあればねーさんと二人でいちゃついてるし」


　どちらからともなく互たがいに顔を見合わせると、無言のまま意地悪く口くち許もとを歪ゆがめる。お互いに当て擦こすっているようでいて、親しいからこそできる軽口を叩たたいた。こんな些さ細さいな遣り取りだが、お互いが気を許しているからこそできるとわかっており、その行こう為い自体が楽しいのだ。


　言葉を掛かけるまでもなく真意を読みとった後の行動は同じで、リストの最後にそれぞれ自分の名前を書き加えていた。











『学生御用達』というのが噓うそではないその居酒屋は、五時の開店前に入れた電話で、すんなりと二十名余という大人数の予約を受け入れてくれた。床ゆかを掘ほって足を入れるスペースを作った六人掛けのテーブル───一見して座ざ卓たくに見えるのだが、実質はテーブルといっていいだろう───を四つ占せん有ゆうすることとなった。


　仲のよい、もしくは顔見知りとで何となく集まって歩いてきたので、そのまま席に着いていく。当然の如ごとく裕真は直也と同じ席に座る。しかも退席しやすいようにと決めたわけでもないのに二人揃そろって下座を選んでいるあたり、裕真と直也の思考が似ていると推おし量るのも容易だろう。


　結局裕真は服を着替えに行く暇がなく、サイズ違ちがいの亨の服を着たままである。


　首周りが緩ゆるいタートルネックの黒いカットソーは肌はだ触ざわりがよい。だが、肩かた幅はばと袖そで丈たけがあっていない。わずかに長い袖を不格好に見えないようにまくり、どうにかごまかしている。


　ベージュ色をしたボトムも似たり寄ったりで、ウエスト部分をベルトで締しめているためにシルエットは少しばかりおかしくなっている。だが、サイドに入った細かいチェックのパターンは曲がらないように気を遣っていた。こちらの裾すそは引きずっているが、気にしないことにした。


　───昨日と同じ服を着てて余計な詮せん索さくされるのが煩わずらわしかった、てのもあるけど、ほとんど腹いせのつもりだったんだけどなっ。


　ボトムの裾が引きずられて擦すり切れたら、それこそ願ったり叶かなったりだ。


　だが、最後までつきあえとうるさくつきまとわれたのなら、着替えを口実にとっとと退席することにしたので、これでよかったのかもしれない。


　二人のテーブルには、陰かげで起きた盛せい大だいなる牽けん制せい合戦を制した女性四人がついたようだ。顔を知っている程度で、名前までは知らない───同じ大教室で見かける程度だからそれも当然だろう───女性たちは、二人にお近づきになろうとしているようだ。


「まずは飲み物でしょう？　青木くんは何飲むの？」


「つまむものは適当に決めて大だい丈じよう夫ぶかしら？」


　メニューを裕真と直也の見やすいように広げながら、女性たちはここぞとばかりに少しでも気のつくところを見せようと懸けん命めいにアピールしてくる。鬱うつ陶とうしいだけなのだが、それをあからさまにするほど二人も馬ば鹿かではない。


「とりあえず、ビールでいいよ。食べるモノは好きにしていいよ？」


　裕真が本音を隠かくしてにっこりと笑いながら言えば、うまく隣となりを確保したショートカットの女性───ミエコと呼んで、と甘えた声で言ってきた彼女は、顔を赤くして口くち籠ごもりながら、小さく頷うなずいている。直也もうまくあしらったようで、やんわりと自分の分は自分で決めるから、と言っていた。


　テーブルの端はしに二人で向かい合って座っているので、隣という特等席は各一席ずつだ。それを制しただけあって、押しつけがましさをやんわりと押おし隠すだけの才覚は持ち合わせているらしい。行きすぎないところで適度に引いてくる。


　───嫌だねえ、こういう慣れた女って……。いかにも遊び慣れてるって感じ？　適当に遊ぶなら問題ないんだろうけどさ。


　冷ややかな感想は内面に隠して、にこやかに相手をする。


「そういえば、ここ最近、青木くんつきあいが悪いってみんなが言ってるのよ。彼女でもできたの？」


「えー、本当に？　私、立候補しようかと思ってたのにー」


　無理に会話に口を挟はさんで、裕真とミエコだけで話を終わらせないようにと、同席したもう一人が奮ふん闘とうし始める。


　そのまま二人で牽制し合って、こちらに意識が向かなければいいのに、というのが裕真の偽いつわらざる心境だろう。ただ楽しく飲めればいいのにな、と思っていただけなのに、気がつけば合コンもどきになってきているのだ。


　裕真と直也が求めていたのは、大勢で飲む、どんちゃん騒ぎにも似た喧けん噪そうだった。だが、駆かけ込みで増えた人数は、どうやら二人とお近づきになりたかった彼女たちらしく、楽しんで飲むどころではなくなっている。


　ちらりと他のテーブルに目を遣れば、裕真たちが望むがやがやとしたにぎやかさに満ちていた。


　テーブルの下で、裕真はがしっと直也の足を蹴ける。もちろん蹴られた意味を正確に理解した直也は、面めん倒どうくさそうに煙草たばこを持つ手を上に向けて、さりげなくお手上げだと自分の状態を示す。


　交かわした視線で、お互いにとっとと帰ることに賛成していると悟さとれば、適当なところで切り上げられるように飲みすぎないのが一番だろう。


「おーい、飲みもん全員に渡わたったかあ？　ではっ、かんぱーいっ！」


　幹事役の一人が大した言葉もなく、乾かん杯ぱいの音おん頭どを取れば裕真たちのテーブルを除き、そのままテーブルごとにただの飲み会と化していく。


「ねえねえ、知ってた？　山やま中なかくん、とうとうシホとつきあい出したみたいなの」


「あー、その話、本当だったの？　いいなあ。私も彼氏ほしーっ」


「何言ってんの。ミエコ、この間ヨット部の先せん輩ぱいにつきあってくれ、て言われたって言ってたじゃない。何贅ぜい沢たく言ってんのよ？」


「ひっどいなあ、ここでそんなこと言う必要ないでしょー？　青木くーん、ひどいと思わなあい？」


　わざとしなだれかかるように身体からだを寄せてきたミエコを自然に見えるように押し返して、裕真は微笑ほほえむ。


「そうだね。プライベートなことにはお互い口出しして欲しくないよな？　だったら、おれに恋こい人びとがいるか、いないのかってのも口出しして欲しくないことだって、わかるよね？」


　口許が優やさしげに綻ほころんでいるが、よく見れば目が全然笑っていないという器用な笑え顔がおで、裕真はさりげなく先さき程ほどの彼女たちとの会話を当て擦こするように言った。だが、見る者が見ればとってつけたとすぐにわかる裕真の笑顔に、彼女は気がついていない。


　わずかに頰ほおを赤くしたミエコは、裕真の言葉の意味もよく理解していないだろうに、首しゆ肯こうしているだけだ。そんな彼女から視線を外すと、裕真は直也相手に最近話題になった映画や出来事など当たり障さわりなく話し出していった。


　だが、そこで引き下がるほど彼女たちも殊しゆ勝しようじゃないのは、テーブル争そう奪だつ戦せんを勝利したことからも窺うかがえる。プライベートなことに口を突つっ込むな、と言うのなら目の前にある事こと柄がらを話題にすればいいだけのことだと、ミエコは考えたのだろう。今の裕真にとって最大の鬱うつ憤ぷん晴ばらしでもあり、また最もふって欲しくない話題をついてきたのだ。


「今日の服、どうしたの？　いつもとは感じが違う気がするんだけど。ちょっとオトナっぽい感じがするわ」


「そういえば、サイズがちょっと合ってないのよねえ」


　その質問は言外に『どうして？』という意味合いを過分に含ふくんでいるのがまるわかりだった。だが、裕真にはその質問に応こたえるつもりは端はなからない。にっこりと笑ってごまかそうと決めた瞬しゆん間かん、ミエコが感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。


「これって、『レゾンデートル』のじゃないの？　そこ、メンズモノってすっごく珍めずらしいのに……。ちょっとやだ、もしかしてボトムもそう？」


「え、噓うそ。本当に『レゾン』のなの？　メンズモノは直営店でも置かれてるところが少ないのに」


　女性陣じんは二人揃そろって裕真のトップスのサイドから見えているタグに気を取られているようだ。しかも、向かいに座っている直也狙ねらいらしい女性たちも、ミエコの悲鳴を聞いたのだろう。


「青木くん、上下とも『レゾン』なの？　すごーい。あそこ高いんだよね」


「そうそう。でも、高いだけあって、デザインも色もいいんだよなあ」


「あの微び妙みような色具合が最高だと思わない？　表現しにくい色なんだけど、綺き麗れいな色なんだよね」


「へー、他ほかにどんなアパレルメーカーが好きなの？」


　さりげなく直也が一言口を挟んだ。


「うーん、あとは『コルノヴァ』かなあ。新作のスカート、気になるんだよねえ」


「あ、あれ、見た見た。裾のカットが面おも白しろいからじゃないのかな？」


　すると上手うまい具合にミエコたちの関心が裕真からファッションへとシフトしたようだ。世話を焼かすな、とでも言うように、直也が器用に片かた眉まゆを上げているのを見て、裕真は拗すねた表情で視線を逸そらす。


　───あーあ。あとで追つい及きゆうくるかなあ。ねーさんが絡からむからなあ。


　なんとなくこの後二人で飲むことになるだろうと思っているので、裕真は小さく溜ため息をこぼす。


　直也とつきあいのある真衣が『レゾンデートル』とモデルの専属契けい約やくを結んでいるのだ。そこへ、裕真がサイズ違いの『レゾンデートル』のメンズモノを着ていれば、彼の興味を引かないはずがない。


　───まあ、この服が滝澤サンのだとばれる確率もそれなりにあるんだよなあ。


　真衣が発ほつ起き人にんとなって四人で飲みに行ったこともあるのだ。ただそうなると、亨とマメに連れん絡らくを取っていることを、直也と真衣に言わなかったのは何故なぜか、という謎なぞができてしまう。それに対するしっくりとした答えを裕真は持っていないのだ。


　直也に対して更さらなる好こう奇き心しんのタネを植えつけたのは確かだと、それだけを裕真は確信した。


　頼たのみもしないのに出てきたメニューを適当につまみつつ、一時間ほど経たった頃ころだろうか。


　それとなくミエコが自分の鞄かばんに手を伸のばして、一枚のカードを取り出した。そして、こっそりとテーブルの陰かげで裕真にそれを渡そうとしきりにアピールをし始めた。しきりに目配せをしたり、露ろ骨こつとまではいかなくても目につくように裕真の腕うでに触ふれてきたのだ。


　それらにさりげなく気がつかない振ふりをして、裕真は直也の足を再びテーブルの下で軽く蹴り、わざとらしく携けい帯たいを確かく認にんする。


「ちょっと早いけど、オレ、これで帰るよ」


「え、もう？　まだこれからじゃないの。この後もカラオケに行こうって言ってるのに」


「まだ話し足りない気がするー。帰るには早い時間だよー？」


　過分に媚こびを含んだ彼女たちの口調に、裕真は内心嘲ちよう笑しようするが、それを綺麗に隠かくしてにっこりと微笑んだ。


「ごめんね。これから用があるんだ」


「それにおれもつきあうことになってんの。時間も押してるし、悪いけどね」


　さらりとしているがはっきりとした言葉で直也も暇いとまを告げれば、駄だ目め押おしになるだろう。煙草を灰皿に押し潰つぶした直也が、幹事役に裕真と合わせた二人分の支し払はらいをすませようと早々に立ち上がる。


　しかも、横をすり抜ぬける時に直也がこちらにちらりと視線を遣やったことから、これらの陰の攻こう防ぼう戦せんを楽しんでいたことが裕真にもわかった。だが、ここで名めい刺しを受け取ってしまえば、後々面倒なことになりそうだと思った裕真は、口くち許もとにだけ笑みを浮うかべたまま、最後まで名刺を受け取らなかった。


　長居をすると余計な騒さわぎになるからと、早々に二人は居酒屋を後にした。


　電車に乗り直也の家の最寄り駅で降りると、途と中ちゆうのコンビニで飲み足りなかったアルコールを買っていく。つまみは適当におでんやら乾かわき物を買ったが、メインはあくまでもアルコールだったから、大した量ではなかった。


「おじゃましまーす」


　おざなりに形式的な挨あい拶さつをすますと裕真はさっさと部屋の中に入っていった。そろそろ晩秋から初冬に移り変わってもいいような季節なので、夜ともなればそれなりに寒くなっている。薄うす手でのコート一枚だけで出歩くのはそろそろ無む謀ぼうだろう。


「さみーっ。エアコンつけろ、エアコンっ」


「あん？　ヒーターならいいけど、エアコンは勘かん弁べん、って……。ナニ、おまえ、最近入り浸びたってるの、エアコン部屋？」


　ぴたりと面白いように動きを止めた裕真を、直也はにやにやと意地悪く見ている。


　裕真がそれなりに入り浸っている直也の部屋はガスファンヒーターで、裕真自身の部屋は電気ストーブだと、前に言っていたのを直也は記き憶おくしている。だが、今裕真が口にした暖だん房ぼう器具はエアコンだ。だとしたらそれは最近出入りをしている部屋のことだろうと推測しても間違いはないだろう。


　人の悪い笑顔を浮かべながら、直也はヒーターの電源を入れた。これで今晩の酒の肴さかなも決まったようなものだ。先程の思ったよりも面白くなかった飲み会の愚ぐ痴ちよりも面白い展開になりそうだと、直也は裕真にわからないようにほくそ笑んだ。


　もっともそれが多大なる間違いだったことにもすぐに気づかされてしまったが。


　とりあえずは一いつ杯ぱい、と差し出したアルコールをぐっと一息に呷あおった裕真の口から漏れ出したのは、後からからかえるような惚のろ気けではなく、相手に対しての文句だったのだ。


　昨晩いきなり襲おそわれたこと、そのせいで無断外がい泊はくしてしまったこと、腹いせに服を無断借用してきたこと、などなど、直也が疑問に思っていた答えがどんどんとあきらかになっていく。それにつれて裕真のアルコール摂せつ取しゆ量りようが増えていっていることが直也は無む性しように気になり出した。だが、口で言ったところで裕真は聞き入れはしないだろう。


　厄やつ介かいな時に飲むことになったと、直也は内心頭を抱かかえ込みたくもなった。だが、ここで一気に裕真の事情に突っ込んでみるのも悪くないかも、と常ならば思いもしないことを考えるようになってきたあたり、もしかしたら直也もそれなりに酔よっていたのかもしれない。借用した服がどうしてメンズモノだったのかと疑問に思わないあたり、それは間違いないのだろう。


「ほんと、ひでーと思わないかあっ？　無理矢理やるなってんだよっ」


　裕真がうがーっと意味不明な言葉を上げながら、愚痴を漏らす。亨への暴言、文句、愚痴はいくらでも出てくるが、細かいことは話しすぎないよう気をつけている。


「だいたい、仕事が忙いそがしいのは向こうの都合で、その間できないってのは当然だろっ？　それを埋うめ合わせるだなんて言って一晩中すんなってのっ。直也っ、おかわりっ」


　ぐっと一気に飲み干して空にしたグラスを直也の前に、勢いよく突き出すと、直也は溜め息をつきながらも新しくカクテルを作り出す。カクテルと言っても手の込こんでいないものでドライジンとオレンジジュースを割っただけ、という簡単な代しろ物ものだが、缶かんで買ってくるよりも飲める量が多いため、こっちにしたのだ。


　そして直也の方はというと、自分のペースを崩くずすことなくちびちびと飲みたいものを飲んでいる。こういう時の裕真に逆らわない方がいいことを知っている直也は、ほぼ裕真の言いなりだ。だが、直也が少しずつオレンジジュースの割合を多くしていってるのは、老ろう婆ば心しんながらのお節せつ介かいかもしれない。


「はい、どうぞ。ってか、結構相手の方が積極的なんだな。おまえが一方的に惚ほれてんのかと思ってたけど、かなりラブラブ？」


「はあ？　何言ってんの？……なんかあいつ、前の男が忘れられないみたいなんだよ……。あったまくるーっ。───おかわりっ」


　先さき程ほどもらったばかりのグラスを飲み干し、裕真はまたもや直也におかわりを要求する。だが、裕真の発言に直也は驚おどろいた表情をして、疑わしそうに目を細めた。


「仕事で会えない日が続いたら、激しいんだろ？　なのに、前の男が忘れられないって、何だよ、それ？」


「あー？　なんかねえ、前はそうでもなかったのに、おれとつきあったもんだから、気になるようになったかもしれないって、そうおれが考えてるんだけどさっ」


　嚙かみ合っているようで、微び妙みように嚙み合っていない会話がなされているのだが、そのことに二人は気がついていない。


「……なあ、真衣さんさ、前に滝澤サンとつきあってただろ？　気にならないのか……？」


　亨つながりで真衣とのことを思い出した裕真は、そう直也に訊きいてみる。自分とて亨とつきあっていた真衣が気にならないわけではないが、そこは性別という違いがあるため、真衣とも飲み友達でいられる。だがそこへ、指輪の贈おくり主という同性の存在が浮ふ上じようしてきたのだ。しかも、その指輪を外そうとしない。


　自分と似たような状じよう況きようである直也がどう思っているのか、裕真が知りたくなったとしても、それは当然のことかもしれない。裕真は空のグラスに、自分でアルコールを注つぎながら、訊いてみた。


　直也の方は、まさか自分に飛び火するとは思ってもいなかったので、かなり面めん食くらっていたがそれでも律りち儀ぎに質問に答える。


「んなこと言ったってなあ。気にしても仕方ねえじゃん？　忘れろって言って忘れられるもんでもないし。第一滝澤さんと同じくらい好きになってくれ、ってのが無茶だろ？　滝澤さんとオレは別人だからよ、同じようにってのは完全に無理だ」


「んだよ、おまえはそれで満足なのかあ？　真衣さんが他ほかの男好きでも気にしないってか？」


「ばーか、違ちがうって。だから、滝澤さんよりもオレのことをたくさん考えてくれて、ふとした時に滝澤さんのことを思い出しても、『昔好きだったんだっけ』って思うだけになったら、その時はもう真衣さんは自分のことを滝澤さんよりも愛してくれてるんだなって思えるんだよ。だから、それまで待つつもりだし？　真衣さんは待つだけの価値のあるオンナだと思うし？　すっげえ、くさいけど、オレが最後の恋こい人びとになってやる、て感じ？」


　照れ隠しのためがしがしと頭を搔かくがそれでも治まらないらしく、それまではちびちびと飲んでいたカクテルを直也は一気に呷ると、次いでどばどばとドライジンを多めに注いでオレンジジュースで割った。


　だが、そんな直也の照れ隠しの行動を裕真は茶化すどころか、認にん識しきすらしていなかった。頭の中をぐるぐると駆かけめぐる直也の言葉を、ただ追いかけることだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　───『昔好きだった』？　『待つ』？　何だよ、それ……。ずっと一いつ緒しよにいるってことと、どう違うんだ……？


　直也が見ているのは、今ではなく未来なのだ。現在の関係から発展した将来を思い描えがいている。それがわかり、裕真は呆ぼう然ぜんとしたのだ。


　───このまま、何となく傍そばにいられるって思ってたけど、それだけじゃ駄だ目めなのか……？　ずっと、指輪の男を気に掛かけていくことになるのか……？　変わらないと、駄目になってしまう……？


　だが、考えついた先の答えに納なつ得とくがいかなくて、裕真は頭の中で否定し続けている。思考が袋ふくろ小こう路じに入り込んだ裕真に直也は気がつかず、照れ隠かくしのために酒を裕真にも勧すすめてきた。


「ほら、もっと飲めや。新しいのもあけるぜ？」


「あ？　え？　ちょっと待てっ」


「いいから、いいから。今日は泊とまってけんだろ？」


　翌日の土曜日は講義を取っていないため、いくら飲んでも差し支つかえはないし、二日酔いで倒たおれ込んでいても直也は邪じや険けんに扱あつかわないだろう。だが、先程の直也の言葉をきちんと考えたい裕真は、直也に『待った』をかけた。しかし、直也はそれを自分をからかうためだと思ってしまい、逆にテンションを上げて裕真に酒を勧めてくる。


　既すでにそれなりの量を摂取していた裕真は、直也の勢いをかわすことができずに、次々とグラスを飲み干してしまい、結局この日はそれ以上考えることができずに飲み明かして終わってしまった。











　日曜日の渋谷は、いつも以上に人がごった返している。電車が駅に着く度たびに人が吐はき出されていき、陽が高くなるにつれて人口密度も増していく。そんな人ひと混ごみの中を裕真は誠人と歩いていた。夕方からはバイトが入るため、それまでの間、誠人の服を見立てようということになっているのだ。


　この話を知ったこずえが面おも白しろがり、お昼の後に合流することになっている。それまでは二人で店を覗のぞくことにしようと決めていた。とりあえず、人の流れに乗って駅前からセンター街の方へと足を向ける。


「今日は、わざわざありがとうございます」


「いいよ、別に。しゃべり方がだいぶ綺き麗れいになってるから、誰だれかに何か言われてない？」


「会話をしやすくなった、と言われました。これも、青木くんのおかげです」


　最初に会った時から比べれば、誠人ははきはきとした口調になっているし、目を見て話すようにもなった。これだけでも印象がだいぶ違ったモノになるだろう。あとは服装と髪かみ形がたを整えれば言うことはない。


「そんなことないよ。鷲頭さんが努力してるからだし？」


「でも、ありがとう。あの時思い切って声を掛けてよかった」


　心底嬉うれしそうに、それでいて照れたように笑う誠人に、裕真は居い心地ごこちが悪くなる。もともとは自分が亨に少しでもやきもきさせたくて、必要以上に誠人に絡からもうとしたのが始まりだから、素す直なおに感謝されると悪いことをしているような気になってくるのだ。


　良心をちくちくと刺し激げきされつつも並んで歩けば、ふと金曜日の晩のことを思い出す。結局翌日の土曜日は二日酔いでぐたぐたと直也の部屋で一日過ごしてしまったが、さすがに金曜日の晩のことは覚えていた。


　───……彼女かあ。……鷲頭さんなら、どう思うんだろう？


　ちらりと横目で様子を窺うかがえば、誠人は顔をしっかりと上げて、周りを見ながら歩いている。好きな子ができたから格好よくなりたいと思う誠人は一いつ般ぱん的だと言えるだろう。


　だいぶ躊躇ためらったが、裕真はどうしても答えが知りたくて、さらりと何でもないように軽く訊いてみる。


「鷲頭さんは彼女のこと好きなんだよね？」


「えっ。……はい」


「じゃあ、どこまで考えてるの？　恋人になったらおしまい？」


「うーん、そうですね。とりあえずは……。でも、つきあってるうちに恋れん情じようよりも愛情を感じてきたら、その先のことも考えてしまいそうです」


　微妙に照れた表情で誠人が俯うつむいてぼそぼそと呟つぶやく。その初うぶな反応に裕真はくすりと微笑ほほえむ。自分の持っていない、素直な感情がかわいく思えて仕方ないのだ。優やさしい、取り繕つくろっていない笑え顔がおで重ねて訊いてしまう。


「愛したらってこと？　その先ってどんなこと？」


「本当に、想像でしかないんですけど……。結けつ婚こんしたらどうなるのかなとか、子供は何人ぐらい欲しいなとか……。そんな先のことまで考えてしまいそうで……」


「───それって、将来を考えるってことになるの？」


「さあ、どうなんでしょう。ただ、離はなれたくなくて、このままずっと傍にいたらどうなるんだろうって考えますよね？　傍にいて時間を重ねたら、そんな風に関係が変わっていくんじゃないかって、そう思うんです。あ、本当に勝手な想像ですから。本気にしないで下さいね」


　つい思わず漏もらしてしまったらしい自分の心情を、誠人は気き恥はずかしげに手を振ふってごまかそうとする。だが、裕真にはそんな仕草は見えていない。直也だけではなく、誠人までもが『今日』だけでなく『明日』を垣かい間ま見みているのだ。


　───このままでいられたらいいな、とは思うよ？　でもそれは関係の進展を望まないってことになるのか？　『今だけ』でいいってことになるのか？


　もやっとした感情が胸の奥から湧わき起こってきた。だが、裕真は小さく口唇くちびるを嚙みしめるとその感情ごと否定するように自分自身に反論を試みる。


　───違う……っ。そうじゃなくて、この関係のままずっと先までいられたらいいってことだよっ。大学卒業して働き出しても、それでもつきあっていたいんだよ……。


　誠人が横で何かを話しているのだが、裕真の耳には入ってこない。ふっと微かすかに目を伏ふせて、亨のことを考えた。


　確かに亨に対してはむかつくし、嫌いやになることもある。だが、離れるのは嫌だった。


　初めはどういうわけだか亨の方が自分に関心を寄せて、向こうからちょっかいを掛けてきた。自分が亨を恋愛感情でもって好きだと気がついたのは、初対面だというのに感情をぶつけていたことに気がついたから。それでも亨がこれといって反応しなかったから。こずえや直也といる時のように、そのままの自分を相手が受け入れてくれていたのだ。


　母親似のくっきりとした目め許もとや整った鼻筋などのせいか、人当たりのよい優しげな印象を持たれることが多い。だが、実際の裕真の性格は似ても似つかない、我わが儘ままな性格だ。『こんな人だとは思わなかった』という言葉を何度聞いたことだろう。


　そして、そんなに言うのなら外見に相応ふさわしい性格を取り繕ってやれ、と装よそおってできたのが今の裕真の外そと面づらだ。にっこりと笑って自分の意見を押し通す。大たい概がいの場合、この笑顔とやんわりとした口調で騙だまされて、裕真の意見を通してくれる。


　その外面を気にしなくてもよいという関係は裕真にとってとても貴重で、安心できるものだった。


　───まあ、それだけじゃないけどさ……っ。


　一いつ瞬しゆんにして亨の腕うでの熱さを思い出したために赤くなった頰ほおを、冷まそうとするように手で軽く叩たたいた。そして、すぐに思考の矛ほこ先さきをよそへと向ける。


　───とりあえずっ、大学卒業しても、働き出しても、ずっと傍にいると思ってたけど……。


　誠人の言葉で、関係が変化することもあるのだと考えさせられた。その象しよう徴ちようが亨の指輪だったのだ。


　ツヤ消しがされているホワイトゴールドの指輪。


　その贈おくり主が、『今』の裕真と亨を変化させるかもしれない。『時間』ではなく『モノ』という目に見える形で、裕真の目の前に現れたのだ。だから、必要以上に亨に指輪を外させることに固こ執しつしたのだろう。少しでも変化を起こさせる要因を取り除きたくて───。


　亨と『今』つきあっているのは自分で、『未来』もそうであり続けるのだ。『過去』の誰かに『今』を変えられ、『未来』までも変えさせるつもりはない。今いま更さら変わることなど到とう底てい認めない。


「……でも、どうして……───っ」


　不意に、自分が強きよう硬こうなまでに『今』から続く『未来』を変える『変化』を認めたくない理由に思い当たり、ひどく狼狽うろたえてしまう。


　とてつもなく『今』に執しゆう着ちやくして『変化』を受け入れたくないという自分の感情は、ただ単に『好きだから』という理由だけでは頑かたくなすぎた。だとしたら、『恋情』以上の何かを亨に持っていることになる。そうなると、それは『愛情』しかないではないか。


　───冗じよう談だんだろう……っ？　おれが滝澤サンのことを愛してるだって……っ？


　途と端たんに『愛』という単語を浮うかべた自分がひどく大おお馬ば鹿か者ものに思えて、裕真は耳まで赤くして足を止めた。


　だが、急に立ち止まった裕真は、誠人にはおかしく思えたのだろう。数歩先へ進んでいた誠人は、俯いている裕真を真上から見下ろす位置まですぐに戻もどってくる。


「どうしたんですか？　どこか、具合でも……」


「えっ？　いや、そうじゃなくて……っ。ちょっとごめん、落ち着かないだけなんだ」


「でしたら、適当な所に入って少し休みましょう」


　具合が悪いのにつきあわせていると思った誠人が、裕真を庇かばうように背中に手を当てて視界に入ったファーストフードの店へと促うながしていく。それに対して、裕真は顔を赤くしたまま従うしかなかった。自分の感情をついさっき自覚したばかりで、それをどうしたらいいのかわからないだけだとは言えるはずもない。


　だから、普ふ通つう男同士がそんな親密そうに身体からだを寄せ合うことはないだとか、それがどう他人の目に映るかだとか、そういったことにまで裕真の意識は向かなかった。そのために、自分を後方からきつい視線で見つめる人物がいたことも、彼がその後すぐさま踵きびすを返してその場を後にしたことにも、まるで気がつかなかった。




　　　　４







　あの日、亨は仕事で渋谷の街を歩いていた。取引先の一つが道どう元げん坂ざかにあり、そこへ行く途中だったのだ。


　本来ならば、日曜日や休日の午前中に渋谷を訪おとずれることはほとんどない。観光客や買い物客で溢あふれかえっているとわかりきっている中、好き好んで歩こうとは思わない。だがこの時はリサーチがてら、人の入りが多い休日にあえて足を運ぶことになっていたのだ。


　そして、それを目もく撃げきした───。


　こつこつと亨は指先で机を叩く。内面の苛いら立だたしさを隠かくすかのように、小さく、規則正しく、幾いく度ども机を指先で弾はじく。裕真と誠人が寄り添そっていた日曜日から五日経たった金曜日、亨は『レゾンデートル』の自分の個室にいた。


　十一月に入り本格的な冬に向けて、街中は冬ふゆ支じ度たくを始めている。店先のディスプレイは紅葉をイメージした暖色系から、雪を思わせる白いモノに変わっていた。『レゾンデートル』店内のディスプレイも緑と白で淡あわくまとめられていたが、ディスプレイが亨の目に入っているかどうか、怪あやしいところだった。


　二十二時半に裕真のバイトが終わる。それから着き替がえて支度をしてカフェを出るのが二十三時。帰宅の経路はわかっているから、どこで待ちかまえていればいいのかもわかる。その時にどう声を掛かけるか、裕真の反応はどんな感じなのか、それとなく想定していれば何かあったとしてもうまく対応できるだろう。


　亨は机に肘ひじをついた左手で口許を隠して、自分の思考に没ぼつ頭とうする。室内の灯あかりはついておらず、光源は手元を照らしているスタンドのみだったが、亨はその薄うす暗ぐらさには気がついていない。


　つきあっている相手の行動に苛つくことは、確かにこれまでもあった。だがそれは、遅ち刻こくしてきたにもかかわらず謝罪がないとか、馬ば鹿かなことをしでかしたとか、明確な理由があることがほとんどで、裕真に対してのように自分以外を優先したからという理由で苛ついたことはない。


　───本当に……、馬鹿な男に成り下がったモノだ……。


　亨は頰を自じ嘲ちよう気味に歪ゆがませ、勢いをつけて立ち上がった。スタンドを消して、退室の支度を始める。


　ある程度の嫉しつ妬とと執着は、恋愛をするうえでのスパイスとなるが、過ぎたそれらは時として劇薬となる。自分のそれらが劇薬に近くなっているという自覚が亨にはあった。そして、その劇薬を身の内で飼うつもりでいる。この劇薬を手放すということは、裕真を手放すということと変わりないからだ。それだけは絶対にしたくないことだった。


　だが、このまま日曜日のあの出来事を見過ごすのは、亨の『独どく占せん欲よく』が許さなかった。


　遠目からでもわかるほどに上気した頰をして、親密に寄り添っていた。


　誠人を『友人』にカテゴライズしていたとしても、裕真は同性である自分相手にセックスしているのだ。他ほかの男をそういう目で見ないとは限らない。男相手は自分が初めてだと本人は言っていたし、オーラルセックスした時の舌した遣づかいを考えれば、それは本当だろう。


　だが、それは今までに限ったことで、これから先のことは保証できない。


　───保証できないのなら、手元に摑つかまえて逃のがさなければいいだけのことだ。


　自然にそう考えてうっすらと笑う。去る者は追わずという恋れん愛あいしかしてこなかった。別れるという人間を追いかけて説得するという努力を初めから放ほう棄きしていた。そこまでして引き留めたいと思う相手はいなかったし、執着するような相手はいなかった。だが、裕真に対してはまったく違ちがっている。


　自分の手元に置くためにいろいろと画策したし、つなぎ止めるためにこれから手を尽つくすつもりだ。たとえそれが、どんな手であれ───。


　誰だれも残っていない社内を後にして、住宅街を抜ぬけ裕真の帰宅路に立つ。待つこと数分して、獲え物ものが何人かのバイト仲間と歩いてきた。三さん叉さ路ろの角から、近づいてくる裕真の姿を観察する。


　いつも持ち歩いているデイパックを肩かたから提さげ、ベルトのバックルのような留め具のついたジャケットを羽織っている。細身のブラックジーンズにスニーカー。例の作られた笑え顔がおを浮かべている。


　五日ぶりにその姿を見た。カフェに行くことも、メールを送ることもせずに、沈ちん黙もくを守ってきたのは、仕事に忙いそがしかったからだ。この週末を完全なオフにするために片づけられるだけの仕事を片づけていた。何か緊きん急きゆう事態でもない限り、亨のところに連れん絡らくはこない。


　もっともそのために皆川たちにはかなり面おも白しろがられ、突とつ発ぱつ的に取ることになった休きゆう暇かの目的をそれとなくから始まり、最後にはあからさまに探さぐられたが、一言も漏らしはしなかった。


　このまま声を掛ける気は元からないので、その姿を視界に捉とらえながら携けい帯たいを取り出し、短縮に登録してある裕真のナンバーをコールする。


　遠目にも裕真がジャケットから携帯を取り出すのが見えた。


『もしもし？』


　どこか警けい戒かいするような、わずかに狼狽えているようにも聞こえる声───。


「俺だ。今から部屋に来るんだ」


『……それは、無理だよ。今から帰るところだし』


「───前に、おまえがしたことをそこでしてやろうか？　大学の中でするよりも、人目は少ないけどね」


『な───っ』


「そこから先の角を見るといい。……見えたかい？」


　少しだけ身体を前に進めその角に自分がいることを示すと、通話口から小さく息を呑のむ音が聞こえてくる。


「そのまま、一人でこちらの角に来るんだ。いいな」


　裕真の返事も聞かずに電話を切り、亨はじっと裕真の姿を見つめる。視線の先で裕真がバイト仲間に手を上げて先に行くことを断り、早足でこちらに向かってくるのを見て取ると亨は横道の奥へと身体を引いた。


　あのカフェには亨もかなり通っているのだ。顔を見られればそれなりに詮せん索さくされることになるだろう。そうなれば鬱うつ陶とうしいこと、このうえない。


　大して待つことなく裕真が角から現れた。裕真はむっつりとした表情できつく亨を睨にらみつけている。その表情にまるで取り合わず、亨は裕真を見返すと小さく笑みを浮うかべる。


「ここだと面めん倒どうになるからね。こっちへおいで」


　後からついてくることを疑いもしない亨は、裕真を顧かえりみることなく足を進め出した。











　裕真はむっつりと黙だまり込んだままスニーカーを脱ぬぎ捨てると、さりげなく亨の存在を無視して部屋の奥へと足を運んだ。日中、人気がなかったためか部屋の中の空気がどこか薄うすら寒く感じられる。


　勝手知ったる何とやらでリモコンを手に取ると、裕真はエアコンをつけて吹ふき出し口の下に立った。後ろを振ふり返りたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、背中越ごしに亨の気配を探さぐろうと神経を尖とがらせる。


　───ったく、何だってんだよ！　こっちはしばらく距きよ離りをおこうと思ってたのに……。


　ぎりっと奥歯を嚙かみしめ、訳もなく叫さけび出したくなる衝動を裕真は抑え込んだ。長居するつもりはないという意思表示のために、ジャケットを脱ぐどころかデイパックを背負ったまま頑かたくなに亨に背中を向けていた。


「そう、簡単にすむ話じゃないよ。まずはジャケットを脱いでもらえるかな？」


「───おれ、すぐに帰りたいんだけど」


　疑問形で訊きいてはいるが、亨のそれは半強制な命令のようにも聞こえた。そのことに裕真は反発して、ぼそりと答える。背中を向けている裕真には亨の表情を捉えることはできなかったが、それでも彼の気配が微かすかに剣けん呑のんになったことは肌はだで感じ取れる。


　時間にすればそれこそ一分にも満たない時間だろう。だが、そのわずかな時間は裕真にとって、呼吸すらままならない緊きん張ちようした時間となった。自分から動くことができずに、ただひたすら相手からの反応を待っている。


「脱ぐんだ。簡単にすむ話じゃないと、言ったんだよ、俺は」


　耳に聞こえてきたのはどこか不ふ機き嫌げんさをにじませた亨の声で、裕真はぴくりと身体からだを震ふるわせた。だが、亨はそれ以上言葉を重ねる気はないようでただ黙っている。段々とその沈黙が裕真を圧あつ迫ぱくしていき、それに耐たえきれなくなった裕真は震える指先で肩からデイパックを下ろしてしまった。


　デイパックとジャケットをのろのろと床ゆかに置き、俯うつむいたまま後ろへ向き直る。視界の隅すみに亨の足先が入り込む。


　エアコンが利きいてきたのか、ジャケットを脱いでもそれほど寒くはない。それなのに裕真の身体が震えているのは、緊張のためだ。


　すっと音もなく亨の足が裕真に向かい一歩踏ふみ出された。弾はじかれたように亨を見み遣やると、無表情のまま裕真を見つめていた。きつい視線が裕真に向けられている。怯おびえたように裕真が一歩退くと、その分亨は近づくが視線は変わらずに裕真に固定されたままだ。


　亨が近づいてくるから裕真が後退するのか、裕真が逃にげるから亨が近づくのか、はっきりとしない追いかけっこが続く。だがそれも、裕真の膝ひざ裏うらにベッドの縁ふちがあたり軽くバランスを崩くずしたところで終わった。


　ベッドに仰あお向むけに転がった裕真の上に、亨が素す早ばやく覆おおい被かぶさった。その体勢に裕真が抵てい抗こうする間もなく、亨は口唇くちびるを重ねてくる。嚙みつかれるかと思うほどの勢いで与あたえられた口くち接づけは、その勢いのまま裕真の口こう腔こう内を探り出す。


「ん───っ」


　狭せまい空間に入り込んできた舌先に無ぶ遠えん慮りよに搔かき回され、歯列を一本ずつ調べるように丹たん念ねんになぞられていく。より深く入り込んできたモノは舌を搦からめ捕とり、その奥を暴あばくためにさらに潜もぐり込んでくる。


　呼吸すらままならない口接けに、唾だ液えきが飲み込みきれず口唇の端はしから外に漏もれたのが裕真にもわかった。ようやく口接けは終わったが、裕真の呼吸は荒あらい。だが、その息も整わないうちに、亨はひっそりと訊たずねてくる。


「この間の日曜、また鷲頭と一いつ緒しよだったろう？」


「え……？……日曜？───……っ」


　うっすらと笑みをはいた亨に視線を遣りながら裕真は切れ切れに返す。そして、それがあの時のことを訊いているのだとわかった瞬しゆん間かん、裕真は息を詰つめた。


　ベッドに押しつけられた状態で問いつめられたため、裕真はあからさまに動どう揺ようした表情を亨に見せてしまった。もちろん、それが余計に亨の感情を損そこねることになったが、裕真は自分自身の感情で手て一いつ杯ぱいになりそこまで察することができない。


　ただ亨を凝ぎよう視しすることができなくなり、思わず視線を泳がせてしまう。あの時のことを思い出し、気き恥はずかしくて亨を見ていることができなかったのだ。


　───おれが滝澤サンを愛してるって自覚した時のことかっ？　あの時、傍そばに滝澤サンがいたのかっ!?　冗じよう談だんだろーっ。


　だが、そんな裕真を、亨が『やましいことがあるから、自分を直視できないのだ』と結論づけてしまったとしても無理はない。剣呑な表情を浮かべた亨は摑つかんでいた腕うでを外し、裕真の顎あごを捉える。


「浮うわ気きは、してないんじゃなかったのか？」


「───っ。してるわけないっ」


「そう？　でも、鷲頭に引き寄せられていたよね？」


「あれは───っ」


　亨のあまりの言いように頭に血が上った裕真は勢いに任せて、危あやうく言うつもりのないことを、おまえを愛してると自覚したからだと、口にしてしまうところだった。


　だが、不自然に言葉を切った裕真を、亨は逆に不ふ審しんに思ったようで、すっと目を眇すがめて冷たく見下ろしている。ぐっと顎を摑む手に力が込こめられた。


「言えないこと？　だったら、浮気をしていないって言葉も、信じられないな。俺のことも好きじゃないんだろうね」


　酷こく薄はくそうに笑う亨に、裕真は口唇を嚙みしめる。自分は亨を『愛してる』と自覚している。だというのに、亨自身はそれを否定するように、裕真に向かい『好きじゃないんだろう』と言葉を掛かけたのだ。まるで、『愛している』という裕真の想おもいを受け入れるつもりはないとでも言うように。


「───ああ、そうだよっ。好きなんかじゃないねっ」


　その後に続く『愛してんだよっ』という言葉は、裕真の胸の中だけに留とどめておく。ベッドに押さえつけられたままだというのに、裕真は反発するようにきつい口調で言い放つ。無言のまま二人はしばらく睨み合う。


「どうしたものかな……」


　常になく温度を感じられない口調で、亨が呟つぶやいた。その冷たい気配に裕真の口唇は戦慄わななく。だが、裕真は意地でも先さき程ほどの言葉を撤てつ回かいするつもりはなかった。


　下半身には亨の身体が乗っているため大きく身体を動かすことはできないし、顎を摑まれているために思うように頭も動かせない。こんな状じよう況きようで、意地を張り通せばどうなるか、裕真はわかっているようでわかっていなかった。


「やめ───っ」


　亨の手が乱暴にシャツをたくし上げ、胸を外気に晒さらす。その場から逃げ出そうと裕真が足をばたつかせるが、亨をどかすことなどできない。逆に顎を摑んでいた手が喉のど許もとに移動して、ぐっと締しめつけられてしまう。


　一いつ瞬しゆん呼吸が止まるかと思うほど喉をきつく摑まれ、裕真は怯えた。その隙すきに亨の手は手て荒あらく裕真からシャツを剝はぎ取った。途と中ちゆうで肘ひじや顎、耳が引っかかり、痛みもしたが、逆らうと余計に痛みが増しそうだったので、亨の手には逆らわなかった。


　上半身を剝むかれて一息つく間もなく、素す肌はだに手が這はわされた。左手の中指にはまっている指輪の感かん触しよくがひどく冷たく感じられる。


　小さな胸の飾かざりを爪つま先さきで弾かれ、押し潰つぶすような力強さで摘つままれる。


「───ひっ」


　手加減をまったくしていない愛あい撫ぶに裕真は小さくない悲鳴を上げた。じんじんとする痛みは治まらず、かなりきつくねじられたようだ。その痛みに耐えるように裕真の手はシーツを握にぎり込んだ。


　ゆっくりと下へと撫なで下りていく手の感触に、裕真は無意識のうちに震える。今までになく乱暴な愛撫に裕真は怯えた。


　指先がジーンズのフロント部分に掛かり、躊躇ためらいもなくくつろげると少しずり下ろして裕真の雄おすを引きずり出す。幾いく度ども亨の手で愛撫され、達いかされたこともある。だが、今の亨の愛撫は、ひどく恐おそろしいモノのように思える。


　力なく項うな垂だれているそこを亨の手は柔やわらかく揉もみしだく。慣れた指先での愛撫に、裕真の雄は勃たち上がっていく。


　気持ちとは裏腹に快楽を求めようとする肉体に、裕真は口唇を嚙かみしめた。ここで快楽に流されたいとは到とう底てい思えない。今まで亨が自分の快楽を優先したことはほとんどない。いつも裕真に快楽を感じさせることを忘れていなかった。


　だが、今の亨には何をされるのかわからない。半ば勃ち上がった雄に、亨はうすく笑った。


　その微笑ほほえみに裕真はびくりと震えたが、亨は徐おもむろに髪かみを後ろでくくっている髪ゴムを外し、それで裕真の雄の根元を縛しばりつけてしまった。


「な……、何すんだよっ」


　裕真が自分の手で外そうとしたが、その手を摑まれ逆にベッドに押さえつけられた。きっと相手を睨にらみつけようときつい視線を向けると、亨は片かた頰ほおを上げて自じ嘲ちよう気味に笑っていた。その笑えみに、裕真の視線が揺ゆれる。


「俺のこと、好きじゃないんだろう？　だとしたら、別に何をしても変わらないはずだ」


　自分の言葉を負の方向に捉とらえている亨に、裕真は息を呑のんだ。


　どこで何を間ま違ちがえたのか───。


　亨の自分を嘲あざけるような、それでいて悲しみを感じさせる表情を見ながら、裕真は目まぐるしく思考を回転させる。


　沈ちん黙もくを守る方がよいのか、それとも正直に話す方がよいのか。


　裕真の心情としてはこのまま黙だまっていたいところだが、どこか追いつめられたような亨の顔を見てしまえば、このまま黙っていることの方が余計に事態がこじれてしまうような気もする。


　かさかさに乾かわいた口唇くちびるを舌先で湿しめらせるが、すぐにまた緊きん張ちよう感かんで乾いてしまう。だが、長々と迷っているような時間は裕真にはなかった。


「……ちくしょうっ。『好き』じゃなかったんだよっ。『愛して』たんだよっ！　そんなくだらないことで悪かったなっ！」


　吐はき捨てるように叫さけぶと、裕真は耳まで真っ赤にしてぷいっと顔を逸そらしてしまう。亨に向かって真顔で『好きだ』と告げたことはない。亨とつきあうきっかけとなった時に一度だけ口にしたが、それもセックスの最中に言わされた感じが強い。そのうえ自分から『好きだ』と言うことはかなり照れくさく、その後一度も口にしていない。


　だというのに、一足飛びに『愛の告白』なんかをまたさせられているのだ。前回同様、今回も言わされた感が強いうえに、気恥ずかしさも倍増だ。悔くやしすぎてじんわりと目め尻じりに涙なみだが浮うかんでしまう。


　だが、自分のその顔を見られたくないためにぎゅっと目を瞑つぶり顔を逸らしてしまった裕真は、亨が一瞬呆ぼう然ぜんとした後、ひどく嬉うれしそうに口唇を綻ほころばせたことにまるで気がついていない。


　腕を押さえていた亨の手が離はなれ、優やさしく頰に這わされた。その柔らかい感触に裕真はびくりと肢し体たいを震ふるわせたが、その手が項うなじに沿って下りてくると、そっと目を開けて戸と惑まどったように亨を見み遣やった。


「嬉しいね。裕真がそこまで俺のことを想ってくれてるなんて、ね」


「え？」


　亨が何を言ったのかよくわからなくて呆ぼう然ぜんとしている裕真の前で、彼はひどく楽しそうな顔をした。が、そんな亨の顔を見た瞬間に、裕真の身体からだは強こわ張ばる。こんな状況で亨が楽しそうにしている時は要注意で、裕真にとって非常にありがたくない結果が待っていることがほとんどだったからだ。


「でも、少しくらいお仕置きをしないといけないね。鷲頭に身体を預けたんだから」


　意地悪く亨が言い、踊おどるような手つきで手早く裕真の服を脱ぬがせていく。思考がまだきちんとついていかない状態でだったので、亨の手を止める間もなかった。そのうえ、ようやく亨の言葉が頭に浸しん透とうした裕真は、その内容にいきなり叫び出した。


「え、えーっ!?　あーっ、ちょっと待てっ。嬉しいって……、お仕置きって……！」


「何をそんなに驚おどろいているんだ？」


　裕真は言葉が出ないとでもいうように、口を空むなしくぱくぱくとさせていた。


　雄を縛いましめているのはお仕置きになるんじゃないのかとか、浮うわ気きしたわけではないんだから必要ないだろうとか、自分が『愛している』と告げたことが嬉しいのかとか、いろんなことがぐるぐると裕真の頭の中を駆かけめぐるが、どれ一つとして言葉にならない。


　そして裕真があたふたとしているうちに、下半身を覆おおっていたジーンズを抜ぬき取り、裕真を全ぜん裸らにさせる。そして、亨自身も服を脱ぐために、ベッドを軋きしませながら降りる。その隙を逃のがさずに裕真は寝ね転ころがっていた体勢から起き上がり、どうにか座り込む。そのまま亨に文句を言おうとそちらに視線を遣やって、裕真は固まった。


「あ───」


　綺き麗れいに引き締まった男の身体に、見み惚とれたのだ。無む駄だのない完全に成長しきった男性としての肢体は、裕真にはないものだ。どこかまだ大人とは言い切れない自分の身体とは違い、どこから見ても成熟した雄の匂においがする。


　呆然と見ている裕真に気がついた亨が、どうかしたのかと訊きいてくるのに、弾かれたように首を横に振ふって、気け圧おされたようにわずかに身体を引いた。


「そう？　ならいいけど……。そうそう、これは二度目だし、拒こばむこともないよね？」


　そうにこやかに笑って、亨は腕うでを摑つかんで裕真を引き寄せた。ベッドヘッドにもたれた男の、広げた脚あしの間に引き込まれることがどういうことか、裕真には察しがついた。弾かれたように亨を見上げ、途方に暮れた表情をした。


　同性の性器を口にするのは屈くつ辱じよく以外の何ものでもないだろう。自分の秘処を暴あばかれる愛撫や、女のように上げてしまう嬌きよう声せい、与あたえられる愛撫で享きよう受じゆするだけしかない快楽。そのどれも屈辱には違いないが、それらとはまた違う屈辱がある。


　生理的嫌けん悪おがないわけでもないし、同じ男としてのプライドがないわけでもない。


「まあ、お仕置きとしてはちょっと弱い気もするけど……」


　ぼそりと亨が漏もらす言葉に、ぴくりと裕真の身体が反応する。


　───ゴムは……、根元止めてんのはお仕置きじゃないのかっ!?　フェラるのがお仕置きっ？　冗じよう談だんじゃないって……っ。


　だが、亨の指先が戦慄わななく口唇に触ふれてするりと口こう腔こう内に入り込み、優しい手つきで舌を愛撫されると、文句を言おうと思っていた気が削そがれてしまう。それが何を示すのかわからないほど裕真は子供ではなかったからだ。


　オーラルセックスが気持ちいいのはわかる。相手が自分のことを好きなのだと計れる手段の一つとみなしていいのもわかる。だが、同性に対してこの行こう為いをするということは、自分が相手に屈くつしていると自ら認めることにならないだろうか。


　躊躇ためらいがないとは言えない。自分から舐なめることはこれからもできないだろう。それでも、裕真はおずおずと自分の意志で指に舌先を絡からめた。いつだったか、夢うつつでした時のことを少し思い出しながら、丁てい寧ねいに指を舐める。


　乳ち首くびをきつくねじり上げる指。雄おすに絡みつき優しい手つきで触れてくる指。自分の秘処に挿さし入れ快楽を引き起こす指。それを愛いとしいと思うのは間違っているのだろうか。


「そんな感じでかまわないから、舐められるよね？」


　つっと引き抜かれた指に銀糸がまとわりついていて、妙みように卑ひ猥わいさを感じさせる。思わず視線を逸らした先には、亨の雄が目に入り込んでしまった。半ば勃ち上がりかけたそれに、裕真は小さく息を呑んだ。


「ほら……」


　亨が裕真の頭部に手を掛かけて、股こ間かんへと導く。前回と違い、きちんと意識のある時に見たいモノではない。そして、眼前に現実として突つきつけられるとやはり躊躇ってしまう。その裕真のわずかな逡しゆん巡じゆんを亨は感じ取ったのだろう。亨はくっと手に力を入れて、裕真を促うながした。


「一度も二度も同じだろう？」


　口角をわずかに上げ裕真を見下ろし亨は言い放った。その傲ごう慢まんな台詞せりふに、裕真はむっとして亨に反発するように顔を上げる。だが、きつい視線で睨にらみつけても亨は平然としたまま、裕真にひっそりと呟つぶやく。


「愛してるから、舐めろ」


「え……？」


　耳に入ってきた言葉を理解するよりも早く、一いつ瞬しゆん気が抜けた裕真の頭部が亨によって押さえつけられる方が早かった。


「んぅ───っ」


　口唇に押し当てられるなまなましい肉の感かん触しよくに反射的に顔を上げようとしたが、それすらままならないほど強く押さえ込まれている。声に出して抗こう議ぎしようにもそうしてしまえば、より雄に口くち接づけてしまうことになるのだ。


　───ちくしょうっ。このワガママヤローっ！


　無言の攻こう防ぼうがしばらく続いたが、遂ついに裕真の方が折れるはめになった。


『愛してるから』───。


　もしかしたらそれは、亨がオーラルセックスをしてもらうためについた噓うそかもしれないが、わざわざそのために『愛してる』と言うはずもない。それくらいは裕真にもわかる。だから、裕真が折れた。


　あの時とは違い、意識ははっきりとしている。おずおずと伸のばした舌先に雄が触れる。どこかつるりとした感触で、これといった味も匂いもしない。ただ、柔やわらかな、それでいて弾だん力りよくのある肉の塊かたまりだとしか思えない。それでも口に含ふくむには抵てい抗こうがある。


　根元から雁かり首くびの少し下まで舐める。自分がどうやってされて気持ちよかったのかだなんて、思い出すこともできない。


　舌をつけたまま上下させるだけなのに疲つかれてしまい、アイスクリームでも舐めるように小さく舌を動かす。ぴちゃぴちゃと唾だ液えきの立てる水音が裕真の羞しゆう恥ち心しんをひどく搔かき立てる。本当にそれだけの技ぎ巧こうも何もない、ただ舌先が触れているだけなのに、亨の雄は硬かたく勃たち上がっていく。


　目の前にそそり立つ雄に、裕真は息を呑のむ。自分のモノとはまるで違ちがう他人の雄だ。大きさも形も当然の如ごとく違う。


「手も、使って。───そう、根元を押さえるようにして」


　肘ひじをついた四つん這ばいの状態になった裕真は、言われるがままに雄に手を添そえる。皮ひ膚ふを伸ばしたためか、雄がはっきりと姿を現す。それでも裕真は舌を這はわせ続ける。


「───……ぁ」


　特に凄すごいことをしているわけではなく、ただ舌先で触れているだけだというのに、雄の先せん端たんからは透とう明めいな滴しずくが溢あふれ出そうとしている。そのことに裕真は何故なぜか満足を覚えた。つい、嬉うれしくなり、思わず口に含んでしまう。


「───っう」


　亨の息を呑む様子が、裕真にもダイレクトに伝わってくる。そのことに気をよくして、口に含んだまま舌先を動かしてみる。先走りの滴はあまり味がしない。それが余計に裕真を大だい胆たんにさせている。


　できるだけ喉のどの奥に入れようとするが、そうそう深く銜くわえられるものでもない。しかも思っていたよりも顎あごが疲れてくる。すぐに口から離はなすと、大きく息をついた。


「もう、いいよ。ここまでしてくれるとは思ってもいなかったし」


　亨にそう言われて、裕真は少なからずほっと安あん堵どしたのは否いなめない。口くち許もとに垂れた唾液を手の甲こうで乱暴に拭ぬぐう。


「おいで……」


　向かい合う体勢に引き寄せられ、雄と雄が擦れ合うほどの至近距きよ離りで抱だき合う。半ば勃ち上がったまま放置されていた裕真の雄が、熱を感じて震ふるえた。


「……ん」


　半ば勃ち上がっていた雄は亨の熱に煽あおられ、少しずつ硬くなっていくが、根元に違い和わ感かんを感じた。ふっとそちらに視線を遣やれば、初めに縛いましめられてしまった髪かみゴムがきっちりと雄に食い込んでいる。それをどうしたらよいのかわからず、戸と惑まどったように亨を見つめた。


「え、と……？」


「ああ、それ？───まだつけてないと駄目。それは……うーん、意地悪、かな？」


　くつくつと亨が喉の奥で笑いながら、裕真の雄に手を伸ばした。先端を手の平で軽く撫なでられただけで、そこはくっと勃ち上がってしまう。もちろんそうなると、根元はより一層きつく締しめつけられる結果となる。


「く───っ」


　それに耐たえきれず、意地悪な亨の手を払はらいのけ自分で外そうと指を掛けたところ、やんわりと手首を摑まれてしまった。ぎっと睨みつけるが、亨は怯ひるむどころかますます楽しそうな笑え顔がおを浮うかべた。


「だめだ。それを外したら、もっとひどいことをするよ」


「何でだよっ。ちくしょうっ」


　眦まなじりににじみ出た涙なみだを拭ふくこともせずに、裕真はただきつい視線を投げつける。


「ほら、達いきたくなったらここに縋すがりつくといい」


　耳じ朶だに触ふれるほど傍そばで囁ささやいた亨は、裕真の手を背中へと回させる。余計に密着する雄に裕真は熱い吐と息いきを漏もらした。自ら腰こしを動かして擦りつけそうになるのを、裕真は堪こらえるのに必死だったため、亨が使い慣れたローションを取り出したことに気がつかなかった。


「ひゃ……っ。───っあ」


　突とつ然ぜん、少し粘ねばりけのある冷たい液体が臀でん部ぶの狭はざ間まを伝い流れ落ちる。それに対して裕真が文句を言おうとして口を開く前に、亨の長い指が秘処に潜もぐり込んできたのだ。


　異物を受け入れることに慣れたそこは、ローションの助けを借りてすんなりと指を根元まで呑み込んでいく。ちょっとした違和感と異物感があるものの、痛みを感じることはほとんどない。


　突き入れられた中指は、内部を探さぐるようにゆるゆると動き、鉤かぎ形がたになるように指先を曲げてやんわりとした刺し激げきを与あたえてくる。秘処を抜ぬき差しするような激しい業ごう火かではなく、じわじわと燻くすぶっている埋うずみ火びのような快楽が、身体からだを支配していく。


　その熱が広がるにつれて裕真の雄はますます形を変えていき、根元をより一層締めつけられていく。縛いましめを解きたくても、胸がぴたりと合わさるほど密着させられた状態では身み動じろぎ一つままならない。


　与えられる快感に相反するように縛しばられたそこからは痛みを感じ、裕真の感情は混乱していく。亨の背中に爪つめを立てたのは、どちらの感覚から逃にげ出したかったからなのか、もはや裕真にもわからなかった。


　ただ、その痛みは抜けない棘とげのようにじくじくと裕真の快楽に水を差しているのは確かで、それをどうにかしたくて裕真は無意識のうちに雄おすを擦りつけていた。


「ふ、……ぁ」


　堪えようとしても堪えきれずに声が漏れ出す裕真を見て、亨はくつくつと喉の奥で笑う。


「外してやろうか？」


「───……っして」


「わかった」


　途と中ちゆうで掠かすれてしまったがはっきりと哀あい願がんした裕真に、亨は鷹おう揚ように頷うなずく。


　髪ゴムを外すために亨がその小さな輪に指を入れると、余計にゴムが引っ張られて裕真の雄を痛めつけた。弄もてあそぶようにじりじりと外れていく痛みに、裕真は奥歯を嚙かみしめる。あと少し───鈴すず口ぐちを残すだけになった時、それは起こった。


「っあ───っ」


　ゴムの弾はじける高い音がして、それは亨の指から外れ裕真の肉を叩たたいた。その痛みに背中が仰のけ反り、秘処に忍しのび込んでいた亨の指を引きちぎるようなきつさで締め上げた。亨はそのきつさに口許を歪ゆがめる。


「悪かったね。ちょっと、指が滑すべったらしい」


　言葉とは裏腹にちっともすまなさそうな顔をしていない亨に、裕真は潤うるみきった目で気き丈じようにも睨にらみつける。だが、それに対して亨は涼すずしい顔で、うまく括くびれにはまった髪ゴムを綺き麗れいに取り去った。


　解放された裕真の雄はぶるりと震える。


「まずは一度達っておくといい……」


「───っ」


　前ぜん立りつ腺せんを抉えぐるように突つき入れられた指に逆らわず、裕真は縛められていた欲望を吐はき出した。勢いよく吐き出された粘りけのある液体は亨の下腹部を汚よごした。待ち望んだ吐精に、裕真の身体はぐったりと力を失っている。


　指を引き抜く、ただそれだけのことにも小さく呻うめいた裕真の肢し体たいを抱かかえ直し、亨は目の前にある耳朶を甘嚙みする。本当は口唇くちびるを重ねたいところだが、亨としては自分の雄を口にしていた裕真の口こう腔こう内を探る気にはどうしてもなれないのだった。


　耳朶から耳じ殻かくへと口唇で愛あい撫ぶされ、裕真の身体は痙けい攣れんする。わずかに浮かされた腰と、秘処に擦りつけられている雄に、これから何がおこるのか、裕真にはわかった。だが、逃げ出す気にはなれない。ただ、縋りつくように亨の首を抱きしめる。


「んぅ───っ。や……あ、ん」


　ぐっと力強く侵しん入にゆうしてきた雄が前立腺を捉とらえて、最さい奥おうへと入り込んできた。思わず逃げ腰になる裕真を、亨は肩かたを押さえつけるように抱き込んで、雄の上へと裕真の身体を押しつけていく。


　指とは比べるまでもなく圧あつ倒とう的な質量と熱を持つ欲望に、裕真の意識は呆あつ気けなく塗ぬり替かえられていった。


　指では届くことのない身体の奥深い箇か所しよを、それは容よう赦しやなく占せん拠きよした。動き出さずにただそこにあるだけの雄は、裕真の秘処が刺激を欲ほつして蠢うごめき出すまでその場に留とどまっているだけだ。身体の奥底から揺ゆさぶられる快楽に慣れた裕真は、焦じらされることには弱い。


　裕真は自分自身で刺激を得ようと微かすかに呻きながらも、弱々しく腰を動かし始める。だが、少し引き抜いてはすぐに止まってしまうのは、裕真が慣れていないからだ。当然のようにそんな動きでは、裕真の望む刺激を得られるはずもない。


　もどかしいのに、大胆に動くことも怖こわくてできない裕真は、亨の首に縋りつくことしかできない。口唇を嚙みしめ眉まゆ根ねを寄せて、少しでも自分の欲しい快楽を得ようとするのだが、少しばかりの羞しゆう恥ちと身体の中心を貫つらぬかれているという感覚に、思うように身体が動かないのだ。


「……もっと、刺激が欲しい？　激しく、動いて欲しいの？」


「───……ん……っ。……が、いっ。───……してっ」


　自分からはできそうにもないことを悟さとった裕真は、どうにか言葉をつなげる。それを自分から望む恥はずかしさと、身の内から湧わき起こる熱に、途切れがちになってはいたけれど、言いたいことは亨に伝わったようだ。


「あ、ああっ……ん、くぅ……っ」


　力強く摑つかまれた腰を大きく揺り動かされ、望んだ刺激を与えられた裕真は嬌きよう声せいを上げ始める。鼻に掛かる甘えた声は室内に思ったよりも大きく響ひびいたようにも思えるが、そんなことはすぐに裕真の思考から消えた。


　身体を持ち上げられ、奥深いところを一息に突かれる。激しく出入りを繰くり返す雄は裕真を内側から浸しん食しよくしていく。奥深く入り込まれるほど、身体に熱が籠こもっていく。呼気の音なのか、それとも途中で掠れてしまっている嬌声なのか、今ひとつ区別のつきにくい音だけが身の内に湧き起こる快楽の熱さを知らせている。


　粘ねん膜まくの擦こすれ合う微び妙みように粘りけを帯びていることがわかる水音が、あたりに広がる。肉体のぶつかり合う高い音が、耳を打つ。肢体を摑む指先が、互たがいの快楽の深さを教え合う。


「ふぁ……ん、……ぁっ……───っつぁ」


　亨が好きなように肢体を弄ぶことを止められない。前立腺を正確に捉え抉り込むように貫かれる度たびに、裕真は吐息をこぼすだけだ。リズミカルに外すことなく繰り返される律動は、確実に裕真を高みへと押し上げていく。そして、その時は来た。


「ひ───……っ」


　ぐっと押し入ってきた雄が前立腺を擦り上げた時、裕真の欲望は解放された。雄は震ふるえながら、熱い液体を吐き出している。その瞬しゆん間かん、裕真の秘処は内部を侵しん略りやくしている雄を締しめ上げたが、亨はそれに続くどころか逆に裕真を追いつめていく。


「や、あ───っ。……めっ……っ」


　射精後の余よ韻いんすら与えず、亨は強ごう引いんに裕真をまた快楽の海へと引きずり込もうとする。達いったばかりで些さ細さいな愛撫にすら敏びん感かんに反応する肢体には、亨が刻む律動はきつすぎた。無意識のうちに逃げを打つ身体を許さず、きつく拘こう束そくして更さらに激しく突き上げる。


「───ひぅ……っ」


　休むことなくまた高みに上りつめた裕真は大きく背を仰け反らせて、その悦えつ楽らくも享きよう受じゆした。既すでに意識は朦もう朧ろうとしている裕真だが、亨がまだ一度も達ってないことは覚えていた。それは、まだ攻せめられるということに他ほかならない。


「も……。だ、め───」


　喘あえぐように、それでもどうにか漏らした言葉だったが、亨はそれを綺麗に無視した。


　耳じ朶だを甘嚙みし、耳じ孔こうに舌を差し入れ、無理だと呟つぶやく裕真をもっと煽あおり立てていく。うっすらと汗あせをかいた肌はだはべたついているが、それは行こう為いの熱さを物語るモノでそれすらも亨は愛いとおしかった。


「どうして？　俺はまだ達ってないんだよ？」


　身体からだをつなげたまま首に縋すがりついている腕うでを外して、亨は裕真の肢体をベッドに寝ねかせた。


　体勢が変わったことで挿そう入にゆうされているモノの角度も変わり、裕真は喘いでしまう。亨の腰こしを挟はさんでいた下肢は目め一いつ杯ぱい開かされ、二度果てた雄が蹂じゆう躙りん者しやの眼前に晒さらされる。身体の中を荒あれ狂くるう快楽を堪こらえるために首に縋りついていたのに、それを外されてしまった裕真には手の下にあるベッドシーツを摑むしか手立てがなくなってしまう。


「あ、……ん、あ───っ」


　覆おおい被かぶさるように体勢を変えた亨が、容赦なく上から裕真を攻せめ立て始めた。先さき程ほどよりも激しい律動に、裕真は呼吸もままならなくなる。関節が白くなるほどシーツを握にぎりしめ、一方的に与あたえられるだけの悦楽を受け止める。


　既に声は掠れているし、視界は霞かすんでいるし、意識は朦朧としている。それでも身体を穿うがつ雄おすの感かん触しよくだけは、やたらとリアルに裕真を苛さいなみ続けた。既に精液で汚れている裕真の雄がまた硬かたくなっていく。


　肢体が勢いよくぶつかる振しん動どうでベッドが軋きしむ。


　そして───。


「……裕真、離はなさない、からね……？」


「ひ───っ」


　内臓を突き破られるかと思うほどの勢いで突き入れられた雄から、火傷やけどをしそうなほどに熱い液体が身の内に吐き出された。身体の内側から雄の欲望に灼やかれていく。その熱さは朦朧としていた裕真の意識に最後の一いち撃げきを加え、亨の微かな呟きを裕真の意識には残さなかった。











　時折意識が欠けてしまい、今が何時なのか裕真にはわからない。ただ、快楽の波間をずっと漂ただよっていたことだけは確かだった。


「や、ああ───っ」


　ぐっと一ひと際きわ奥深く突き入れられ、裕真は堪えることなく快楽を解放した。そのために収縮した秘処に引き搾しぼられ、亨も続けて果てる。熱く、どろりとした液体が自分の内部に溢あふれる感触に、裕真の意識は白く塗りつぶされた。


　これで何度目の射精になるのか既に裕真にはわかっていない。


　ふっと一瞬にして浮ふ上じようした意識が、今度は急激に下降する。その途と端たんに身体まで重く感じられてしまうのは、気のせいではないだろう。肘ひじと膝ひざをついた獣けもののような体勢を取らされていたが、それは亨が腰を支えているのでどうにか保っていられたモノだ。


　裕真は気け怠だるげに吐と息いきをこぼした。


「───裕真？」


「……も、いい……。疲つかれ、た……」


　意地悪く、だが甘やかに名前を呼ばれた裕真は掠かすれた声でそれだけを告げて、億おつ劫くうげに目を瞑つぶる。ずるずると体勢を崩くずしていき、ベッドに倒たおれ伏ふす。力なく投げ出された四し肢しを動かすことさえ大たい儀ぎで、このまま眠ねむりに就つくことを切望している。


　そのために秘処から雄が抜ぬかれた時も、精液が内うち股またに伝い流れた時も、微かに身体が反応しただけで、裕真自身の意識は何の反応も示さなかった。


「まったく。もう少し体力をつけてもらわないと、俺の気がすまないね」


「ん───……？　やだ……。このままで、いいよ……」


　朦もう朧ろうとした意識の中で裕真はぼそぼそと応こたえる。亨のことだから体力がついたらついた分だけ激しく攻められるに決まっている。そして、今と同じようにベッドに突つっ伏ぷすことになるのだ。だったら、まだ回数の少ない今の方が精神的ダメージが少なくてすむ。


　まさかそんな裕真の考えがわかったわけではないだろうが、亨は苦く笑しようしつつ裕真の額に張りついた前まえ髪がみを優やさしく搔かき上げなら、囁ささやく。


「まあ、明日の朝、またしてくれるのなら話は別かな？」


「───……気が、……向いたら、な……」


　半分以上朦朧としている意識の中で裕真はどうにかそれだけ告げると、一気に暗くら闇やみの中に呑のまれていった。


　そのために、亨が『絶対にするからね』と小さく呟いた声が耳に届くことはなく、当然そのために非常に快楽的な目覚め方をすることになるのだ。だが、今はそんなことを知るよしもなく穏おだやかで心地ここちよい眠りに就いていた。




　　　　５







　十一月半ばともなれば、完全に冬ふゆ支じ度たくが始まり、陽ひが沈しずみきるとコートなしでは出歩けなくなってきた。オープンテラスは閉め切られ、外でお茶を飲もうという人々は見られなくなった。


　そのため、裕真のバイト先でも店内はいつも人で溢あふれている。だが、テラス席に客を通さなくなった分、混んでるように見えるだけで、実際には客入りはテラス席の分だけ確実に減っているのだ。なので、ウェイターも数が若じやつ干かん減っている。バイトに入るためのシフト自体が減ったのでそれはすぐにわかった。


　それでも、裕真は相変わらずバイトをしていた。目的は当然の如ごとく亨をそれとなく押さえつけるため。


　───滝澤サンを思いつめさせるとろくなことないしな……。


　思わずふっと過去のことを振ふり返り、裕真は茫洋と中空を見つめてしまう。


　この間の一件ではそれをまざまざと思い知らされた。何のかんのと言葉とやんわりとした態度で押し切られて、再びオーラルセックスをしてしまった身としては、いかんともしがたい。


　同性の性器を口にするだなんて、自分もどうかしていたのだ。かつてつきあっていた彼女たちにさえしたことがないというのに、こうも簡単に押し切られてしまうのは問題があるように思えてしまう。


　───次はぜってえ、しないっ。


　一度目は確かに強制だったが、二度目は思わずほだされてしてしまった行為を脳のう裏りに描えがきつつ、拳こぶしを握りしめ固く心に誓ちかっている裕真の下もとに厨ちゆう房ぼうから声が掛かかった。


　オーダーされたカプチーノを二杯はいトレイに載のせ、ティータイムというには少し遅おそい夕方なのに九割方埋うまっている店内を器用に歩いていく。


「お待たせいたしました」


「別に待ってなかったけど？」


「早く来たら、その分だけ早く事務所に戻もどらないといけなくなるんですよねえ」


　やたらとテンションの高い皆川の声と、どことなく視線をずらしてぼそりと呟く七瀬の台詞せりふに、裕真はにっこりとした笑え顔がおのまま綺き麗れいな所作でサーブしていく。


「おれには関係ないよ。それよりも、それを飲んだら、早く帰って下さいね」


「……ひどーいっ。青木ってば、どうしてそう冷たいことを言うのっ」


「だって、おねーさんたち、ほんとなら今ここにいちゃいけないんじゃないの？」


「───滝澤ね……。あーもうっ。こっちがこんなにひーこら言ってるのって、月つき頭あたまに滝澤が無理矢理もぎ取った休みのせいじゃないのっ」


　皆川がだんっとテーブルを叩たたきつけたために、カップが揺ゆれて泡あわ立だてたミルクが縁ふちから溢れそうになる。そんな乱暴な行為を七瀬は咎とがめることなく、やはり視線を逸そらしたままぼんやりと板いた敷じきの床ゆかを見み遣やっている。


「確かに、休きゆう暇かに入る時点では綺麗に片づいていたのよ？　でも、土曜日の昼間にちょっと急いで見直さないといけないことが出てきたんだけど……」


「あいつってばものの見事に呼び出しに応じなかったのよ！　そのために私たちの仕事が押してきちゃって、金曜になった今でも引きずってるのよ！　もうっ、どうしてくれようかしら……」


　眉み間けんにぐっと皺しわを寄せた皆川が、亨にどうやって思い知らせようかとぐるぐると思考を回し始めた。そんな皆川を見て七瀬は溜ため息をつく。


「もちろん、滝澤さんもフォローして下さってるんですけど、スケジュールがずれにずれてしまって……」


「私たちの久しぶりのオフもつぶれそうな勢い……」


　先程までの勢いはどこへやら、皆川も七瀬のようにふっと視線をずらしてしまった。そのため、裕真の頰ほおがひくりと引きつっていることに気がついていない。


　───やばいじゃん……。土曜日の呼び出しって、あれだろ？　あのファックス……。


　問題のあの時、亨に連れん絡らくを取ろうとする動きがあったのは確かだ。











　ベッドの中で泥どろのように眠りに就ついたのは冬の陽がそろそろ明けようかという朝方だった。裕真の意識など、もうないにも等しくいつ寝ねたのかさえ、本人にもよくわかっていない。そのため鳴り響ひびく携けい帯たいの着信メロディに気がついたのは亨が先だったのだろう。


　暖かな布ふ団とんが持ち上げられ、わずかに忍しのび込んできた冷気のために、裕真の意識は覚かく醒せいを促うながされた。茫洋とした頭の片かた隅すみに、自分のものではない着信音が五コール鳴っては切れ、再び五コール鳴る、ということを幾いく度どか繰くり返していた。


　───……んあ……？　滝澤、サンの……？　うー。うるせえなあ……。


　裕真はごそりと動いて、身体からだの位置を変えたが一度浮上してしまった意識はそう簡単に微睡まどろみの中には戻ってくれず、渋しぶ々しぶと身体を起こした。部屋の中は一晩中エアコンがついていたためか、震ふるえるほど寒いわけではないが、起おき抜けの身体には充じゆう分ぶん寒く感じられる。いそいそと掛け布団にくるまり、部屋を見回せばちょうど亨が携帯をテーブルに置くところだった。


「───誰だれだったの……？　随ずい分ぶん、なってたみたいだけど……」


「何でもない。放ほうっておけばいいさ。それよりも、何か飲むかい？」


「んー。ウーロン茶でいいや。冷蔵庫に入ってるだろ」


　ジーンズにシャツを羽織っただけの亨が自分用のコーヒーを淹いれている間も、携帯は断続的に鳴り続けている。裕真はそれが気になって仕方なく、ちらちらとそちらばかり見遣っていると、キッチンから出てきた亨は携帯をいじりまたテーブルに戻してしまった。すると着信がまったく途と絶だえたので、どうやら電源を落としてしまったらしい。


「……いいの？　しつこくなってたから、緊きん急きゆうなんじゃないの？」


「かまわない。今日は仕事をする気にはなれないからね」


　ウーロン茶とコーヒーをベッドまで運んできた亨が、そう言い捨てて裕真の隣となりに腰こしを下ろす。ふーん、と適当に相あい槌づちを打った裕真は布団を押さえたまま器用にペットボトルを受け取った。布団の下は裸はだかなのでどうにも気き恥はずかしいのだが、それはあえて無視して渇かわいていた喉のどを潤うるおす。


　と、今度はキッチンカウンターの上に置かれていた電話のディスプレイが点てん滅めつを始めた。


　この部屋の電話は、亨の好みで音量がオフにされている。着信はディスプレイが点滅したことでわかるし、ファックスは自動受信になっているので何の問題もないらしい。五コールを数えた頃ころ、留守を告げる機械音がしてディスプレイの点滅が消える。


「……」


「……」


　二人して無言のまま電話を見ていると、またもや点滅を始めて機械音が応じる。先さき程ほどの携帯といい、今の電話といい、何となく裕真は居い心地ごこちが悪くなり、つい何回相手が掛けてくるのか数え始めてしまう。


　律りち儀ぎに八回を数えたところで終わったらしく、九回目は続かなかった。その代わりにジジジッと紙が排はい出しゆつされてきてファックスを受信した。Ａ４の紙一いつ杯ぱいに『とっとと連絡よこせ！　皆川』と殴なぐり書きされている。


「……仕事、行かなくてもいいの……？」


「……今日はオフだ。仕事には行かない」


　きっぱりと言い切ると、足音も荒あらくカウンターへと歩いていき送られてきたばかりの紙をくしゃくしゃに丸めるとゴミ箱へと放り投げた。そしてまたベッドに戻ってくると、気もそぞろになった裕真の手からペットボトルを取り上げ、自分のカップと一いつ緒しよに床の上に直接置いてしまう。


「あれは気にしないこと。……今日は、ここから動くつもりはないしね」


「───え？」


　亨の台詞の後半部分を聞き取れなかった裕真が、訊たずね返そうと口を小さく開けた瞬しゆん間かんを狙ねらったかのように、亨の舌が侵しん入にゆうしてきた。


「ん───っ」


　朝から交かわすには少々どころではない濃のう厚こうな口くち接づけに、裕真はくらりと目眩めまいを感じてしまう。舌先を搦からめ捕とられて、上うわ顎あごを舐なめられる。歯列を丹たん念ねんに撫なでられ、下した口唇くちびるを甘あま嚙がみされる。こぼれそうになる吐と息いきすら、相手に呑のみ込まれた。


「あ、───ん、ふぅ……」


　裕真がようやく息を大きく吐はき出せた時には、亨の手は布団の中に潜もぐり込み裕真の素す肌はだに触ふれていた。脇わき腹ばらを通り抜ぬけ、背中に回り込んだ亨の指先が、首から尾びてい骨こつまでをすっと撫で下りていく。


　朝起きた時の生理現象と相まって、裕真の雄おすは徐じよ々じよに勃たち上がり始めた。それを手の平に感じた亨は口くち許もとにうっすらと笑えみを浮うかべ、裕真の耳じ朶だに嚙みついてくる。


「一日は長いよ……？」


「───っ」


　昨晩の行こう為いでもかなりきつかったのに、今日もまた朝からつきあわされると明日の日曜日はそれこそ本当にベッドに突つっ伏ぷして一日を過ごすことになる。裕真は、亨の腕うでの中から逃にげ出そうと身体をよじったが、既すでに遅い。反対に身体のバランスを崩くずされて、ベッドに押さえつけられてしまった。


　肩かたから羽織っているだけとはいえシャツを着ている亨と、下着すら身につけていない自分とを比べ、裕真は羞しゆう恥ちに頰を染めて横を向く。だが、そのために無防備に晒さらした首筋に亨の口唇を招くことになった。


　耳許から鎖さ骨こつにかけて舌先と口唇で丁てい寧ねいに愛あい撫ぶされ、快楽に弱い裕真の身体はいとも容易たやすく白旗を揚あげ、その日一日の予定を決定的なモノにした。











　はあと皆川が大きく溜め息をついたことで、裕真ははっと我に返り、作り笑顔に気合いを入れ直した。


　───やばいって……。あの時、おれも一緒にいたとは言えないじゃん。


　こちらがうっかり口を滑すべらせなければ、皆川たちにばれることはないと思うが、わざわざ彼女たちの八つ当たりを身に受けることもしたくないので、裕真はにこやかに笑ったまま、慰なぐさめの言葉を口にする。


「あー、そうしたら、今日、おれのバイト終わるのが二十時半なんだ。差し入れ持っていくからさ。それ励はげみにして、がんばってよ」


「……差し入れかあ……。和食！　美味おいしい和食がいいなあ……」


「いいですね。あっさりとしたモノが食べたいです」


「了りよう解かい。確か、ここ最近気に入ってるあの店、テイクアウトもできたはずだから、それ持っていくよ」


「わーいっ。青木ってば、大好きーっ」


　トレイを持って脇に立っていた裕真の腰に、いきなり皆川がぎゅっと抱だきついてきた。タックルを掛かけるような勢いだったため、裕真がその場で小さな声を上げ踏鞴たたらを踏ふんでしまう。が、体勢を崩した裕真の身体を後ろから誠人が支えた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「あ、うん。ありがとう」


「いいえ。青木くんには、恩があるから……」


　照れたように笑う誠人は、最初の頃のようなおどおどとした印象はなく、人のいい青年といった感じに見えた。


　髪は適度にこざっぱりと短くなっているし、きちんと人の目を見て話すようにもなった。今は制服なため、ここではわからないが、私服もそれなりに見られるようになっている。この顕けん著ちよな変化に、皆川と七瀬が気がつかないはずもなく、興味津しん々しんで二人の遣やり取りを聞いている。


「ねえ、その恩てなあに？　鷲頭が変わったことに関係あるの？」


「え？　そうなんです。いろいろと教えてもらって……。そのために青木くんの時間をかなり潰つぶしてしまって……」


「でも、彼女、おつきあいＯＫしてくれたんでしょ？　じゃあ、おれはそれでいいし」


「あら、鷲頭さん、彼女できたんですか？」


「それの手伝いをしたのが、青木？」


　左右からほぼ同時に訊きかれ、誠人はどうしようと困った表情で、どちらの問いにも肯こう定ていを返した。


「へー、青木がそんなことするとは思わなかったなあ……」


　皆川がぽつりと呟つぶやき眉み間けんに皺しわを寄せるのを見て、裕真は居心地悪くなる。しかも腰には皆川、背中には誠人が張りついているのだ。二人をどうにかしないとその場を離はなれることもできないので、身体からだをわずかに引こうとしたところで、背筋に寒気が走った。


「誰だれが、何をしたって？」


「───滝澤サンっ」


　後ろから聞こえてきた低い声に、裕真が慌あわてて振ふり返れば、口許に笑みを浮かべた亨が立っていた。だが、その表情をよく見れば、目がまったく笑っていないのがよくわかる。


　───ええと、何だ？　何でこんなに機き嫌げんが……て、これかあっ。


　ばたばたと自分に張りついていた二人をどうにか排はい除じよして、にっこりと満面の笑顔で亨に向き直る。だが、内心は冷や汗あせを搔かきびくびくモノだ。


「別に何もしてないよ？」


「してないことないですよ。少なくとも、鷲頭さんに彼女ができたのは、青木くんがアドバイスをしたからでしょうし。ねえ？」


　七瀬が笑いながら同意を求めると、誠人が凄すごい勢いで首しゆ肯こうする。その素す直なおな様子に皆川が笑い出すと、七瀬もつられたようにくすくすと小さく笑い出した。誠人はその反応に恥はずかしくなったのか、ぺこりと会え釈しやくするとそそくさとその場を後にする。


　残された裕真が笑みを引きつらせながら誠人の後に続こうとしたが、やんわりと亨に腕を摑つかまれてその場に引き留められた。


「その話、本当かい？　だったら、裕真が鷲頭と出かけていたのは……」


「そうだよ。面おも白しろそうだから、手伝ってたのっ！　ほら、手を離せよっ」


　裕真はばっと亨の手を振り払はらいばたばたと駆かけ出したため、亨がひどくバツの悪そうな顔をしていたことに気がつかなかった。











　金曜日になるとやたらと増える酔よっぱらいは、深夜をすぎると途と端たんに泥でい酔すいした者たちばかりになる。駅前から歌舞伎町に抜ける通りがより顕著だが、そこをすぎてオフィス街と住宅街に入ると、静せい寂じやくに包まれてしまう。


　その住宅街の中に、亨の住むマンションがある。こつこつと規則正しい足音をさせながら亨はエントランスを抜けエレベーターに乗り込んだ。


　夕方に裕真のカフェを訪おとずれた時から引きずっている罪悪感に、亨は溜ため息をつく。


　───完全に裕真は鷲頭のことを友達だと思ってたということだな……。まったく、これだから恋れん愛あいというやつは……。


　恋愛が絡からんだ独どく占せん欲よくを初めて体験した亨は、自分がしでかしたことを思い返して、小さく舌打ちをする。相手の行動を制限するということは、時として余計な反発を招くことは末まつ弟ていで証明ずみである。だが、それでも裕真の行動をある程度囲っておきたいというのが、亨の偽いつわらざる本音だ。


　相手を信用して自由にさせていることと、自分の感情に流されて束そく縛ばくすることは決して相あい容いれない。そのバランスが上手うまく取れないと、今回みたいな騒そう動どうに発展してしまうのだろう。


　その難しさを考えると再度溜め息をついてしまうが、どうにかするしかない。


　重力を感じて止まったエレベーターから降りると自宅の扉とびらの前に立つ。裕真にスペアキーを渡わたしたので、先に入って中で待っているだろう。だが、インターフォンを鳴らさずに自分の鍵かぎを使って入っていく。


「裕真……？」


　妙みように静かな室内を訝いぶかしく思いながらリビングに足を踏み入れると、裕真は自分が持ち込んだクッションを抱かかえ込むようにして、フローリングの上で横になっていた。寝ね顔がおは満ち足りたように穏おだやかで、あまりにも無防備だった。


「───これは、信用されているということか……？　それとも、そういったことに意識がいってないということか……？」


『あなたの好きにして』と言わんばかりのシチュエーションに亨は小さく溜め息をつく。


「こんなところで寝るんじゃない。風邪かぜを引くぞ」


　恋愛が絡む感情のベクトルについて悩なやんでいたのが急に馬ば鹿からしくなり、亨は裕真の肩かたを乱暴に揺ゆさぶる。


「ん……。───……滝澤サンだあ……。好きだよー」


　完全に寝ぼけているとしか言いようのない口調で裕真がそう言い、亨の首に手を伸のばしてきた。ぎゅっと抱き寄せるように引っ張られ、亨は思わず体勢を崩くずしてしまう。しかも、裕真の吐と息いきが耳みみ許もとを掠かすめているような近さだ。


　───これは、誘さそっているとみてもいいんだろうな。


　自分の都合のいいように解かい釈しやくすると、亨は半分寝ぼけているような裕真を引きずるようにしてベッドへ移動した。くたりとして力の入っていない裕真の上に覆おおい被かぶさり、耳じ朶だから喉のど許もとへ指先を這はわせれば、裕真はくすぐったそうに身をよじって寝返りを打とうとする。それをやんわりと押しとどめカーゴパンツの前をくつろがせると、亨は嬉うれしそうに裕真を裸はだかに剝むき始めた。











　眠ねむくて思うように動かせない身体の上を、何かが撫なで回していることに裕真は気がついた。あちこち触さわられて、いいように動かされているうちに、どうやら裸にされたらしいと気がついたのは、背中に冷たいシーツの感かん触しよくを感じたからだ。


「───え？」


　ぽっかりと浮ふ上じようした意識で、裕真は目の前にいる亨を不思議そうに見ると、亨は意地悪そうに口許を歪ゆがめている。


「誘ったのは、そっちだからな。好きなようにしていいんだろう？」


「……誘う……？」


　亨の言葉が本気でわからずに、裕真はぐっと眉まゆ根ねを寄せる。その間も、亨の悪戯いたずらな手は止まることなく身体の上を彷徨さまよっていた。


　肩口から胸を撫で下ろすと胸の上をさするように円を描えがいて、普ふ段だんは目立たない胸の飾かざりをぷっくりと際きわ立だたせる。爪つめの先にようやく引っかかるかどうかという小さなそこも、れっきとした性感帯の一つだと思い知らされたのは、今自分を組み敷しいている男なのだ。


　ひくりと無意識のうちに反応する腰こしをそのままに、裕真はぎゅっと目を瞑つぶる。


　嵐あらしに巻き込まれた木の葉のように、与あたえられる快楽に翻ほん弄ろうされるのは同じ『男』のプライドとして素直に受け入れがたい。それでも、闇やみ雲くもに突つっぱねることをしないのは、自分が亨を愛しているからだと自覚しているからだ。


　───……ったく、どうしようもないよなあ……。好きなもんは仕方ないし？


　それでも、身体の奥から湧わき起こる衝しよう動どうを堪こらえるために口唇くちびるを嚙かみしめるのは、一方的に与えられることが腹立たしいからだ。


「───っふ」


　だが、乳ち首くびにいきなり感じた引っかかれたような感触に、思わず息を漏もらしてしまう。


　指先が持つ柔やわらかさとは違ちがい、金属の指輪は裕真に痛みをもたらしたのだ。


　───て、そうだよっ。この指輪っ。こいつが元げん凶きようなんじゃないかっ。くそ……っ。


　瞑っていた目をかっと見開き、熱心に自分の肢し体たいを攻こう略りやくしようとしている男を睨にらみつける。長く伸のばされた髪かみが亨の視界を邪じや魔ましているのか、裕真が険しい表情で睨んでいることに亨は気がついていない。


　亨の左手は器用に動いて、胸から腰のラインへと移動していく。触ふれるか触れないかの、微び妙みような愛あい撫ぶは裕真の肌はだをより敏びん感かんにして、快感を高めている。


　───……まあ、いいや。見てろ……。今に、おれを追いかけるようにしてみせるさ。


　ぎっと亨を睨んでいた裕真は、再びゆっくりと目を閉じる。


　直也の『オレが最後の恋こい人びとになってやる』という台詞せりふを思い出した。自分が最後の恋人で生しよう涯がいをともにする相手なのだと亨に認めさせた時点で、指輪の贈おくり主よりも自分を『愛している』ことになるだろう。


　それはそう遠くない『未来』のことだと、裕真は確信していた。




コンタクト










「どうしても、嫌いやなのね？」


「ええ、嫌です。だって喜き多たセンセイ、用もないのに人の身体からだ撫で回すんですもの。それさえなければ、考えてもいいんですけどねえ」


　目の前の相手もわかりきっているであろう返答を、それでもあえてはっきりと返したユカリは、澄すました顔でティーカップに手を伸ばした。


　十一月に入れば、街では本格的な冬ふゆ支じ度たくが始まっていた。それはモデルクラブ『オメガストリート』の社長室も例外ではない。とはいっても、ただ単にインテリアや些さ細さいな小物の類たぐいが少し変わる程度のことだったが。コースターの色や、カップのデザインといった、まるで子供の間ま違ちがい探しのような、むしろ気がつく者の方が稀まれな類だった。


　その、デザインが新しくなったカップを片手に、ユカリは口唇くちびるの端はしを上げて綺き麗れいに微笑ほほえむ。


　ショートカットの髪を自然な感じで後ろに撫でつけただけの、一見無造作に見える髪形をして、太ふと股もものあたりを擦すり切れさせたジーンズを穿はき、これといって目立つアクセサリーは身につけていない、とてもラフな格かつ好こうだ。


　だが、その微笑みや、スクエアにカットされとても丁てい寧ねいに手入れされた爪つめが、何気ない服装に包まれている中でも、損そこなわれることのない優ゆう雅がさを醸かもし出していた。しかも、ユカリの整いすぎたその笑え顔がおは、どんな時でも大たい抵ていの者を夢ゆめ見み心地ごこちに引きずり込む魅み力りよくを持つ。


　しかし、恵え美み花かはそれに惑まどわされるほどつきあいが浅いわけではない人間のうちの一人だった。大きく息を吐はき出すと、恵美花はソファーを軋きしませながら背もたれに体重をかける。


　今でこそ三十代半ばの業界でもやり手と評判の彼女だが、元モデルなだけあってその外見は二十代後半のユカリとそう変わらないように見える。深いオレンジ色のパンツスーツは、やや小こ柄がらな肢体を最大限に生かすよう計算されたものであったし、カップを弾はじく爪先は同色のマニキュアで綺麗に彩いろどられていた。


　今ここには、社長である恵美花と、彼女の事務所のみならず業界の中でもトップクラスの稼かせぎ手であるユカリの二人しかいない。モデル事務所の社長とその所属モデルという立場の違いはあるが二人のつきあいは長く、気心の知れた相手だからこそ、恵美花もいつもの定位置であるデスクではなく、ソファーでユカリと向かい合っていた。


　見み目め麗うるわしい二人の妙みよう齢れいの女性が微笑み合っている光景は、確かに見る者の目の保養になるのだろうが、それもその内面の無む邪じや気きな腹黒さまでは、目で見ることができないおかげだろう。


「じゃあ、喜多先生のその件がなければ、この仕事は受けたいと思っている、と考えていいのね？」


「それはもちろん。だってマリエですよ？　何度でも着たいと思いません？」


「……普ふ通つうは一生に一度だけれど……」


　やや拍ひよう子し抜ぬけしたような恵美花の言葉は聞こえない振ふりをして、ユカリはカップを傾かたむけた。


　実際、それぞれのショーのトリを飾る一いつ般ぱん的にウェディングドレスと呼ばれるマリエを着ることは、モデルにとってそのショーにおける最高の栄えい誉よを与えられたに等しい。しかし、今回の彼女への依い頼らいはステージに立つことではなく、特別な顧こ客きやくを対象にしたブライダルサロンのポスター撮さつ影えいだった。より緊きん張ちよう感かんが高まる分、ステージの方がユカリの好みには合っており、そのことも今ひとつ乗り気になれない一因となっているようだ。


　もちろんユカリとて、この仕事を受けるようにと正式に恵美花に命じられてしまえば、引き受けざるを得ないことは承知している。それをあえて我わが儘ままめいたことを言ってみせるのは、恵美花に対する個人的な気安さと、トップモデルとして仕事の取捨選せん択たくをする権利があることを、彼女独自の遣やり方で主張しているのだ。


　恵美花もそれを理解しているからこそ、無理に押しつけるような真似まねは避さけている。これが二人のコミュニケーションの取り方で、今までうまくやってきたのだ。今いま更さらこのやり方を変えるつもりはない。


「でも、喜多先生のマリエなのに、彼に関かかわるなとは言えないわ。どうしたら、この仕事引き受けてくれるかしら？」


「そうですねえ。……ここ最近、藤とう也や君と遊んでないんです。ポスター、私の一人撮どりでしたよね？　でも、それだと寂さびしいので藤也君が相手になってくれれば、撮りの時も楽しめるから、気分よく仕事ができると思うんです。どうでしょう？」


　口唇くちびるの端をわずかに持ち上げて、トップモデルであるユカリを語るのに最も相応ふさわしい『絶世のアルカイックスマイル』を浮うかべる。だが、その美しい笑顔の裏で何を考えているのか、恵美花には手に取るようによくわかっていた。


　ようするに、ユカリはここのところ退たい屈くつでつまらないため、藤也たちにちょっかいをかけたくて仕方ないだけなのだ。面めん倒どうではあるがそれでも憎にくめない彼女の気まぐれな思おも惑わくに、深々と溜ため息をついた恵美花は、そっと視線を逸そらす。この仕事をユカリに引き受けて欲しいのはやまやまだが、藤也に関わることはたとえ彼女でも簡単に返事はできない。


　ユカリがご指名した杉すぎ崎さき藤也は、今年の四月に大学生になった恵美花の甥おいのことだ。


　無造作に伸のばされた赤茶けた髪に、感情の動きのままにくるくると表情を変える鳶とび色いろの瞳ひとみが、ひどく印象に残る少年だった。これが去年の冬であれば───いや、もっと正確に言うと今年の春前であれば、恵美花は一も二もなく藤也を人ひと身み御ご供くうとしてユカリに差し出しただろう。


　しかし、今現在、藤也のことに関しては恵美花の好き勝手にすることはできない。何故なぜなら、このモデルクラブのもう一人の稼ぎ手である芹せり沢ざわ将まさ臣おみ───一般的には『ショウ』として名が通っているモデルが、今や藤也に関しては全権を握にぎっているに等しいからである。


　将臣は、ユカリと並ぶトップモデルだが、彼女以上に扱あつかいが難しいモデルでもあった。


　有名な政治家の次男であるという素す性じようも、扱いを難しくしている要因の一つだったが、それ以上に難物なのが、彼自身の性格だった。


　何物にも執しゆう着ちやくも関心も寄せたことのない冷れい淡たんさや、己おのれの気に入らないモノを容よう赦しやなく切り捨てる傲ごう慢まんさ。それらに加えて、そこにいるだけで惹ひきつけられてしまう存在感と、視線を遣るだけでその場を支配してしまうような威い圧あつ感かんを持ち合わせている。しかも、厄やつ介かいなことに彼はそれらを隠かくす素そ振ぶりさえしないのだ。


　だがそれらのすべてが、彼の存在そのものを引き立てるモノにしかならないからこそ、将臣はトップモデルとしてその名を馳はせていた。


　硬こう質しつで温かさを感じさせない顔立ち、細身だがしっかりと筋肉のついた肢体、人波から頭一つ分確実に高い長身。毛先に向けて明るく色が抜けている髪や、青いカラーコンタクトを入れた双そう眸ぼう。微かすかに歪ゆがめられる口唇、煙草たばこを挟はさむ指先、組むのに持て余すほどに長い脚あし。


　その身体を構成するパーツだけではない。無造作な仕草さえもが周囲の目を惹き、王者然とした態度に、大たい概がいの者が圧あつ倒とうされる。


　彼の存在そのものが、そこにあるだけでその場の雰ふん囲い気きを支配するのだ。


　そんな将臣が一ひと度たび機き嫌げんを損ねれば、そのマイナスのオーラに気け圧おされたスタッフがこぞって萎い縮しゆくしてしまい、仕事の進行に大きく響ひびいてしまう。こと仕事に関してそのような事態になることだけは、恵美花は避けたかった。


　その将臣が唯ゆい一いつその執着を見せ、感情を昂たかぶらせる原因となっているのが藤也なのだ。


　藤也をユカリの人身御供として差し出したと将臣に知られてしまえば、彼の機嫌が底辺を這はうほどに悪くなることは火を見るよりもあきらかだった。そのうえもう一つ、恵美花には確信していることがある。


「トーヤくんを、どこまでつきあわせるつもり？」


「ショウの機嫌が最悪になる一歩手前まで」


　胡う乱ろんげに訊たずねた恵美花に対し、ユカリはにこやかに笑って答えた。


　ユカリはプロだ。実際の撮影にまで、本来ならごく普通の大学生である藤也を絡からませるようなことはしないのはよくわかっている。つまりは、冗じよう談だん───お遊びではすまされない事態になることは回かい避ひするが、それ以外のことは保証しない、ということだ。


　恵美花はまたもや大きく溜め息をつくと、妥だ協きよう案あんを提示した。


「藤也くんのことは、あなたから向こうを説得すること。お互たがいの仕事に支障をきたさないこと。この二つは必ず守ってくれるわね？　だったら、今回のことは目を瞑つぶるけど」


「ありがとうございます」


　馬ば鹿かに明るいユカリの口調が、これから起こるであろう騒そう動どうの大きさを嫌いやでも予感させる。だが、ユカリなら微び妙みような匙さじ加減を間ま違ちがえるようなことはしないだろうから、と自分に言い聞かせて、恵美花は半ば自棄やけ気味に今回の騒動を心おきなく見物することに決めた。











　耳に当てた子機を通じて柔やわらかな声で告げられた内容に、思わず目眩めまいを感じた滝たき澤ざわ亨とおるは揶や揄ゆするように訊きき返した。


「もう一度、言ってもらえませんかね？」


『何も、難しいことを言ってるわけじゃないと思うんだけど？』


　くすくすと繰くり返される軽かろやかな笑い声に、亨は呆あきれたような溜め息をつき、額に落ちていた前まえ髪がみを搔かき上げた。後ろに軽く流しただけの髪は、一度気になると終始気になって仕方がない。


　電話の向こうにいるユカリは、自分が何を言っているのか正確に理解しているのだ。それでいて、亨に彼女の要求を認めるよう、暗に脅きよう迫はくしている。


『この条件を呑のんでくれたら素す直なおに仕事をする』というのは、言い換かえれば『この条件が呑めないのなら仕事はしない』ということだ。


　亨がデザイナーとして師事している喜多が、モデルである『ユカリ』に心しん酔すいしているのは、この業界ではおそらく誰だれでも知っている話だ。もっとも彼の場合は、ユカリの持つ優美な雰囲気とボディラインが興味のすべてで、彼女の少々エキセントリックな性格は、喜多には端はなから無視されている。


　それはそれで、さっぱりとした関係が構築できているので、ユカリにとっても特に問題はないらしいが、いかんせん、喜多が傾けい倒とうしすぎているのが、彼女にとってはやや鬱うつ陶とうしいようだ。


　肩かたから肘ひじにかけてのラインや、腰こしから太ふと股ももへのライン。果ては耳みみ許もとや項うなじ、指先などの細かいパーツ。どれ一つ取っても、喜多にとっては芸術に値あたいするらしく、事あるごとに触ふれてくる。性的ないやらしさを感じさせる触さわり方ではないものの、それがユカリは気に入らないのだ。


　喜多が仕切っているブランド『レゾンデートル』でデザイナー兼けん喜多のアシスタントを務めている亨としては、必然的にユカリとの交こう渉しようを受け持つことになり、彼女との縁えんは切っても切れないモノとなっている。そのために、彼女からの苦情はほとんど亨に向けられる。


　公然としたもの───撮さつ影えいや、打ち合わせなど、仕事に関することは、ユカリが所属するモデルクラブ『オメガストリート』の社長である恵美花から、直接喜多か、事務へと回されるが、今回のようにユカリの個人的な思惑から派生する提案は、何故かいつも直接亨へと来るのだ。


「───素人しろうとを一人、撮影に関係あるようもっともらしく振ふる舞まえ、というのが難しいことではないとでも？」


『あら、実際に一いつ緒しよに撮影をするわけじゃないもの。ただ、そちらが、この条件を呑んだと、そう思わせてくれればいいだけの話よ？』


「……それで、何が起こるんですか？」


『別に何も起きないわよ？　私がちょっと楽しめるだけなの。でも、撮影が楽しくなるから、あなたにとっても悪いことではないと思うわ』


　電話口の向こうでは、きっとあの美しい口唇に楽しげな笑えみを浮かべているはずだと確信できるようなユカリの口調だった。こうなってしまえば、亨は溜め息をついてユカリの出した条件に頷うなずくことしかできない。


「できるだけ、あなたの意に添そうようにしますよ。でも、仕事に支障をきたすようでしたら、この話は初めからなかったことにしますので」


　騒さわぎが起こって仕事に影えい響きようを及およぼすようなら、ユカリの提案を了りよう承しようしたことはなかったことにするという意味だ。これを呑んでもらわないことには、危なくて話にならない。何故なら、ユカリが撮影に引き込む振りをするという少年とは、あの噂うわさになっていた『ショウの付き人』だというのだから。


　一時期───今年の夏前のことだ───ある噂がどこからともなく広がった。


　トップモデルとしても、そして人を寄せつけないことでも有名な『ショウ』が突とつ然ぜん、しかもあきらかに素人の付き人をつけたというものだ。もちろん、大物モデルに付き人がつくことは珍めずらしくもないが、そこに『あのショウが』、『気に入っているらしい』となれば、耳みみ聡さとい業界の人々に知れ渡わたるのに、そう時間はかからない。亨自身は件くだんの付き人を実際に見たことはなかったが、彼がくるくると表情の変わる鳶とび色いろの瞳ひとみをした、元気で明るくよく働く少年だということは耳に入っていた。


　その少年を巻き込むということは、すなわち彼を巻き込むということでもある。


　───ショウさんの機嫌を損そこねると、あとあと大変なことになるからな。


　亨は件のモデルの、その端たん整せいな顔を脳のう裏りに思い描えがき、小さく溜ため息をついた。


　浮うき沈しずみの激しいこの業界で長年トップを独走していられるのは、仕事に私情を挟まないという彼の仕事に対する姿勢が大きいのかもしれない。有名になり、実力に見合わない高いプライドを持ってしまったがために、つぶれていくモデルも多い中、『ショウ』の名前は常にトップに君臨している。


　傲ごう慢まんな態度も不ふ遜そんな表情も、その実力に、外見に見合うからこそ、許されているのだ。


　そんな彼が一度機き嫌げんを損ねたならば、どうなるのか───。


　彼の持つ雰ふん囲い気きは更さらに硬こう質しつなモノになり、周囲にぴんと張りつめた緊きん張ちよう感かんが生まれる。彼自身は変わらずに完かん璧ぺきに仕事をこなすのだが、周りにいるスタッフは大たい概がいがその緊張感に負けて、普ふ段だんなら考えられないような凡ぼんミスを繰り返すこととなり、結果仕事が遅おくれてしまう。


　そんな彼の不機嫌の矛ほこ先さきが自分に向くのは、正直言って遠えん慮りよしたい。だがそのあたりはユカリもわかっているのか、亨の言葉に軽やかに首しゆ肯こうが返される。


『わかっているわ。あなたにそこまで求めていないもの。ただ、私は自分の希望をあなたに伝えただけよ？　それに対して、あなたはイエスともノーとも応こたえなかった。だから、私が、藤也君の撮影許可をもらえたと勝手に勘かん違ちがいしただけ。そうでしょう？』


　くすくすと楽しそうに笑うユカリに、亨は嘆たん息そくする。


「本当に、あなたは勇ましいですね。ショウさんを相手に楽しもうだなんて、俺には怖こわくてできませんよ」


『あら、ショウに面と向かって自分の要求を突つきつけられる人間が何を言うの？』


「それは……、仕事が絡めば、ね。でも、プライベートでは多分駄だ目めです。どうにも、彼とは馬が合いませんよ」


『そう？　結構面おも白しろい組み合わせになると私は思っているんだけど……』


　何事も楽しもうという姿勢はユカリの長所なのかもしれないが、いかんせん自分がその対象になるのは、何があっても絶対に避さけなければならないと、亨は確信した。そして、望む望まないにかかわらず『ショウ』の気を引いてしまったがために、ユカリの興味の対象にまでもなってしまった噂の少年のために、亨は密ひそかに瞑めい目もくした。











　突然鳴なり響ひびいた携けい帯たいの音に驚おどろいた藤也は、微睡まどろんでいたソファーの上でびくりと身体からだを震ふるわせた。


「───っ」


　冷えた体温と強こわ張ばった身体が一気に元に戻もどり出すと、今度は心臓がばくばくとうるさく鳴り出した。どうして自分が目覚めたのか、今ひとつ把は握あくできていないまま、藤也は茫ぼう洋ようとした表情であたりを見回す。


　広々としたフローリングのリビングには、藤也以外には誰もいなかった。この部屋の主あるじは昨夜から仕事で戻ってきておらず、これ幸いとばかりにのんびりと過ごしていたのだ。その安あん穏のんとした時間を破ったモノが何か、藤也はすぐに気がつけなかった。


「……あ。携帯かあ」


　ようやくローテーブルの上に放ほうり出しておいた携帯に視線が辿たどり着き、藤也は伸のびすぎて鬱陶しい前まえ髪がみを搔かき上げた。いつか切りに行こうと思ったまま中ちゆう途と半はん端ぱに伸びてしまった赤茶けた髪には微かすかに寝ね癖ぐせがついている。


　外は寒いが窓まど越ごしの陽ひ射ざしは暖かく、ソファーもまた座り心地ごこちがよかった。うたた寝をするには、もってこいな状じよう況きようだ。


　しかも、クリスマスまで約二ヶ月というこの時期に、またしてもふられてしまった兼かね田だの愚ぐ痴ちに朝からつきあわされていたとあれば、余計に眠ねむ気けを誘さそわれても仕方ない。延々続いた愚痴と泣き言が終わりようやく携帯が切れた瞬しゆん間かん、藤也はそれをローテーブルに置くと、一気に眠ねむりの世界へと身を沈ませたのだ。


　それがちょうどお昼前くらいで、一時間ほど寝ていたことになるだろうか。


　まだどこか動きの鈍にぶい腕うでを動かして携帯を摑つかみ取ると、相手も確かく認にんせずに通話ボタンを押し、惰だ性せい的に耳へ当てる。


「はい……？」


　藤也は半分寝ぼけたまま、ぼんやりとした口調で応えたが、次の瞬間耳をつんざいた甲かん高だかい声に、相手の確認を怠おこたった自分を盛せい大だいに呪のろった。


『トーヤくーんっ。お願いがあるのおっ。もちろん、聞いてくれるわよねぇえ？』


　独特な語ご尾びの上がった口調をさらに間延びさせ、そのくせ藤也には一いつ切さいの反論を許さないそのしゃべり方は、叔母おばの神かみ山やま恵美花のモノに間ま違ちがいなかったからだ。そして、今までに恵美花に押し切られ、言いつけられた数々のお願いごとを思い出せば、喚わめき出したくなるのは当然だろう。


　───恵美花さんがこんな言い方をする時は、絶対に厄やつ介かい事ごとが持ち上がっている時なんだっ。


　がばりと身体を起こして慎しん重ちように携帯を取り直すと、藤也は深呼吸を幾いく度どか繰くり返す。仕事が絡からむとバイタリティの塊かたまりとなる恵美花を相手にするには、気力体力がともに充じゆう実じつしていても相当に難しい。身構えてかからなければ、呆あつ気けなく押し切られてしまうのは目に見えている。


「嫌いやだっ。兼田につきあわなきゃならないから、余計な時間はないっ」


『兼田くん？　どうしてそこで彼が出てくるのぉ？』


「夏にできた彼女とちょっと話がこじれてるんだよ。それの愚痴を聞くという、大事な役目がオレにはあるんだよっ」


『この時期にぃ？　彼女も人が悪いわねぇ。でもお、よっぽど考えてのことなんでしょうねえ』


「それで兼田が心配なんだって。だから、恵美花さんの話は別の奴やつに……」


　実際は愚痴を聞きながら睡すい魔まに襲おそわれていたことを内心兼田に謝罪しながらも、藤也は必死で恵美花の申し出を拒きよ否ひしようとする。だが、恵美花の『お願い』から未いまだかつて逃のがれられたことがないという事実に、藤也は気づいていない。いや、もしかしたらそれを認めるのが怖こわくて、わざと自分で気がついていないだけかもしれないが。


『だめようっ。ユカリのご指名なんだもんっ。この仕事は本当にいい話なのよう。ねえ、トーヤくんってばあ』


「やらないっ」


『えーっ。今、大学も暇ひまなんでしょう？　ちょっと、本当にちょこっとだけ、ユカリの仕事につきあってくれるだけでいいのようっ。一日だけだよう。トーヤくんってばあ』


「話がそれだけなら切るからなっ」


『えーっ。ひどおいっ、トーヤくんてば見捨てるのおっ。いじわるうっ。お願いようっ』


　携帯から矢や継つぎ早ばやに聞こえてくる、いつも通りの恵美花の懇こん願がんに、藤也は溜め息をついた。こうなってしまえば、藤也が了りよう承しようするまでこの『お願い』攻こう撃げきが続くのは、火を見るよりもあきらかだった。到とう底てい勝ち目のない攻こう防ぼうをいつまでも続けるくらいなら、いっそここで適当に妥だ協きようしてしまうのが一番手っ取り早い。


　もちろん、本当にどうしても駄目ならばここできっぱりと断るのだが、いかんせん今の藤也には、厄介事になりそうだから引き受けたくないという消極的な理由しかない。


　そう思いめぐらせている間にも延々と続く恵美花の懇願に、藤也は深々と溜ため息をついてソファーに背中を預けると、小さく頷うなずいた。


「……わかった。恵美花さん、引き受───」


『けるから』と続くはずだった台詞せりふは、手の中の携帯が突とつ如じよ消えたために、妙みようなところで途と切ぎれた。更には音を立てるような勢いで、柔やわらかな生き地じに受け止められた背筋が強張っていく。


　この瞬間まで、どうして気がつかなかったのかと不思議なほど不ふ穏おんな気配が、背後から漂ただよってきていた。


　恵美花の電話にすっかり意識が向いてしまい、部屋の主が戻ってきたことにまったく気がつかなかったことが藤也の敗因だろう。


　おそるおそる視線を後ろに向ければ、いっそ見事としか言いようがないほど表情が抜ぬけ落ちた青年が立っていた。その冷ややかな青い双そう眸ぼうに、藤也は頰ほおを引きつらせる。


　この部屋の主である目の前の男──芹沢将臣の機嫌が最悪に悪いことは本人に訊きくまでもなく見て取れた。彼は無表情のまま手にした携帯を一いち瞥べつすると、おもむろに藤也の隣となりに腰こし掛かけた。ソファーの軋きしる音がいやに響いて聞こえるのは、藤也の気のせいだろうか。


　携けい帯たいからはこの状況がわかるはずもない恵美花の声が、漏もれ聞こえていた。先さき程ほど、藤也が『わかった』と言ったのは彼女には聞こえなかったらしく、ずっと懇願を続けているのだろう。


　こくりと藤也は喉のどを鳴らす。


　手にした携帯をそのままに、将臣は片手で器用に煙草たばこを取り出すと火をつけた。そしてその煙草を持った手で、肩かたに掛かる髪を無造作に払はらいのける。そんな何気ない仕草にさえ、機き嫌げんの悪さがにじみ出ているようで、藤也は思わずびくついてしまう。


「ええと……。とりあえず、おかえり？」


　語尾が上がってしまうのは、これ以上不用意に機嫌を悪化させないために、様子を窺うかがっているからだ。だが、将臣はすっと目を眇すがめただけで、何も応こたえない。相変わらず繫つながったままの携帯からは、どうやらこちら側の様子が変だと気づいたらしい恵美花の『もしもーし』と間の抜けた声が聞こえ始める。


　───何だってんだよっ!?


　無言のままでいる将臣の機嫌の悪さは怖こわかったが、その沈ちん黙もくにいい加減痺しびれを切らした藤也は、鳶とび色いろの瞳ひとみできっと将臣を睨にらみつけた。だがそんな小動物めいた藤也の抵てい抗こうも、却かえって彼の不機嫌を煽あおったらしく、青いカラーコンタクトの入れられた将臣の双眸が、すっと細められる。その剣けん呑のんさに藤也が思わず肩を引くと、ますますその瞳は眇められた。


　不意に将臣は携帯をローテーブルに放り出すと、銜くわえていた煙草を左手に持ち、藤也の方へ身を乗り出した。


　どこか不穏な気配に圧おされて、藤也は身体からだを仰のけ反らせる。のしかかってくるような体勢に嫌な予感を覚え、遮さえぎるように両りよう腕うでを身体の前にかざしたが、いとも簡単に手首を一ひと纏まとめに摑まれてしまう。そのことに文句を言おうとした藤也の口に、将臣の左手指が押しあてられた。


「───っ」


　火がついたままの煙草を、無理矢理銜えさせられてしまった藤也が呆ぼう然ぜんとしている隙すきに、小さく口くち許もとを歪ゆがめた将臣は放り出した携帯を手た繰ぐり寄せていた。


　───……っ。ど、どうしろってんだあっ!!


　鼻先を掠かすめる煙草の強い匂においに気持ちが悪くなってくるが、そのまま吐はき捨てるわけにもいかなかった。ソファーに押しつけられているようなこの体勢では、うかつに落とせばソファーか藤也自身の身体かシャツが、焼け焦こげを作ることになるのは明白だ。


　口で息をしようとしても、煙草の煙けむりまで吸い込んでしまいそうで呼吸もままならない。摑まれた手首を無理に外そうとすれば、やはり煙草は──少なくとも灰は──落ちてしまうだろうし、下手をしたら将臣に火傷やけどをさせてしまうかもしれないことを思うと、うかつに暴れることもできなかった。それでも鼻び腔こうに入り込んだ煙に噎むせ返りそうになり、目め尻じりに涙なみだがにじむ。


　煩はん悶もんする藤也を後しり目めに、将臣は携帯へ向けて話し始めた。


「───何の話をしている？」


『……』


「知らないな。ユカリとあなたが決めたことだ」


『……』


「藤也には関係ない。勝手に話を進めるな」


　将臣は憮ぶ然ぜんとした口調で言い捨てると、恵美花の返事も待たずに通話を切った。銜えさせられた煙草に意識を集中せざるを得ない藤也には、携帯の電源まで落とされたことには気がつかない。


「───っふっ。な……、何してんだよ……っ。オレは煙草吸わないんだぞっ」


　骨張った男性らしい指先で、ようやく煙草が口唇くちびるから外された途と端たんに藤也は大きく息を継つぐと、喉が引きつるのもかまわずに声を上げた。一纏めにされていた腕を力任せに振ふり払った勢いで上体を起こすと、ソファーにきちんと座り直す。


「だが、嫌きらいではないだろう？」


「はあ？　何言ってんの？　吸ったことないんだから、好きも嫌いもないだろ」


　悠ゆう然ぜんとしている将臣に向かって、藤也は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。まったくもって将臣の意図がわからない。わざわざ言うまでもなく、それなりの長い時間を傍そばにいたのだから、藤也が煙草を吸わないことくらい、将臣だって知っているはずだ。


　何か嫌いやな予感がして、藤也はじっと相手を睨みつけた。だが、そのきつい視線の先で将臣の口の端はしが持ち上がり、いかにも意味ありげな表情が浮うかび上がる。半分も吸っていない煙草を灰皿に押しつけてから、将臣はゆっくりと藤也の方へと身体を寄せてきた。


　その目的がわからないことが余計に癇かんに障さわり、藤也は少しでも距きよ離りを置こうと身体を引いた。だがもちろんそれが叶かなうはずもなく、またもや腕を取られ、そのままソファーに転がされてしまう。そのうえ、大の男二人が寝ね転ころがるにはいささか狭せますぎるソファーの上で、真上から押さえつけられてしまっては、まったく身動きが取れない。


「何すんだっ？　どけ───っ」


　言おうとしたことは、半分も終わらないうちに重ねられた口唇で遮られてしまった。


　滑なめらかに蠢うごめく舌先が、下口唇をなぞり微かすかにできた隙すき間まから中へと忍しのび込んでくる。歯列を丁てい寧ねいに辿たどるそれにくまなく口こう腔こう内を探さぐられ、藤也は呻うめいた。慣れた舌の感かん触しよくに、身体の方が勝手に抵抗する力をなくしていく。我が物顔な舌先は更さらに上うわ顎あごを撫なで、喉の奥へと侵しん略りやくしていった。


「……んぅ……」


　鼻へ抜けるようなくぐもった声が漏れるばかりで、意味のある言葉は出てこない。もはや時折こぼれ落ちる吐と息いきは熱く、快楽に満ちていた。


　湿しめった水音を立てながら、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな舌先がようやく離はなれていった時には、ただ荒あらい呼吸を繰くり返すことしかできなかった。舌と舌を絡からめ合う深い口くち接づけはいつも一方的に仕し掛かけられるばかりで、まれに藤也が煽ることはあっても、大たい抵ていの場合はただ翻ほん弄ろうされるばかりだ。


「これでも、煙草は嫌いだというのか？」


「───……？」


　茫ぼう洋ようとした視線の先で将臣は満足げに微笑ほほえんでいたが、藤也には彼の質問の意味がわからず、小さく首を傾かしげた。


　藤也の幼い仕草に、将臣は目を細める。先程まで口接けていた口唇を、指先で柔らかく撫で、将臣は密ひそやかな声で囁ささやいた。


「本当に煙草が嫌いなら、キスすらできないはずだ。だが、おまえは違う」


　言外に『感じているだろう？』との含ふくみを読みとって、藤也はきっと将臣を睨みつける。だが、将臣はくつくつと喉の奥で笑うだけで、堪こたえた様子を見せない。その余よ裕ゆうのある態度に、藤也は思わず口唇を辿る指に嚙かみついた。


「いい、度胸だな……」


　それなりに手加減して嚙んだつもりではあったが、一度はどこか柔やわらかい雰ふん囲い気きをまとわせていた将臣は、再び気分を害したように低く唸うなった。今度こそあからさまなその不機嫌な様子に、藤也は慌あわてて彼の指から口唇を離したが、将臣はうっすらと底の見えない笑えみを浮かべたまま覆おおい被かぶさってくる。


「ちょ、ちょっとふざけただけだろっ？　待てって───んぅっ」


　藤也は制止しようとするが、将臣は意に介かいさず嚙みつくような口接けを藤也に仕掛けてきた。舌の付け根まで探られる深いキスに、呼吸もままならない藤也は苦しさに呻き声を漏らす。だがしばらくすると、それは与あたえられる快楽を享きよう受じゆした甘やかな吐息へと変わっていった。











　亨は長めの髪かみをざっと手で搔かき上げ、手元の書類にもう一度目を通した。そこには喜多から申し渡わたされたユカリへの希望がまとめられていた。喜多自身、すべてが叶うことはないとわかっているものの、ことユカリに関しては喜多の要望は増えるばかりだった。


　この喜多の希望と、それに対するユカリとの妥だ協きよう点てんを見つけるのも、亨の仕事の一つだ。


　さっぱりとした性格のユカリとの打ち合わせは、他のモデルとのそれにありがちなウエットな感情論に振り回されることもなく、いつもスムーズに進められた。亨としても気負わなくてもよく、リラックスしていられるのだが、しかし今回は少しばかり事情が違う。先日ユカリから提示された条件と、自分自身の体調が問題だった。


　───まあ、ユカリさんの条件は仕方ないとしても、この寝不足だけはどうしようもないな。


　自分専用の部屋で、他人の目がないことをいいことに、亨は椅い子すの上にだらしなく身体を伸のばした。会社内で個室を与えられているデザイナーは、チーフデザイナーである喜多を筆頭に、亨を含めても四人しかいない。その他のデザイナーは、四階の大部屋にパーティションで仕切られたスペースを与えられている。


　パブリックスペースに用意されている、喜多好みの普ふ段だんならば亨には濃こくて飲めたモノではないコーヒーをすすっても眠ねむ気けは払はらえない。舌に残る不快なばかりの苦みに亨が溜ため息をついた時、机の隅すみに追いやられていた電話が鳴った。反射的に時計に目を遣やると、ユカリとの打ち合わせの時間が近い。案の定電話はユカリの来訪を伝えるモノで、亨はカップのコーヒーはそのままに、手元の書類をまとめると個室を後にする。


　二階にある応接室に亨が足を踏ふみ入れると、そこにはユカリだけではなく、もう一人ソファーに腰こし掛かけていた。扉とびらの開く音に反応したのか、弾はじかれたように亨の方を向いたのは、やや中ちゆう途と半はん端ぱに伸びすぎの赤茶けた髪に、大きな鳶とび色いろの瞳ひとみがひどく印象的な少年だった。


「お待たせいたしました」


「大して待ってないわ。こちらこそ、我わが儘ままを言ってごめんなさい」


　亨が一礼して腰掛ければ、ユカリが涼すずやかな声で応こたえる。台詞せりふ自体は殊しゆ勝しようだが、楽しげに煌きらめいている瞳やにっこりと微笑んだ口くち許もとに、彼女が今回のことをとことん楽しんでいるのだと知って、亨は苦く笑しようするしかなかった。


　───ユカリさんは隠かくそうとしないからな。……だが、今日は疲つかれているから、早く終わらせてしまおう。ゆっくりとつきあってはいられない。


　ユカリにはにっこりと笑顔で返して、亨は少年と向き合った。


「初めまして。私が今回の担当をしている滝澤です」


「杉崎藤也、です。でも、本当にいいんですか？　ユカリの我が儘なので、オレは別に……」


「あら、駄目よ。私が藤也君も一いつ緒しよじゃなきゃ嫌なの。これに関しては譲ゆずれないわ」


『絶対に引かないから』と言わんばかりのユカリに、藤也は小さく溜め息をついた。どうやら自分と同じようにつきあわされているらしい藤也に、亨は営業用ではない笑みを浮かべる。だが、仕事に関してはこちらも引き下がるつもりはない。


「藤也くんがあまり乗り気でないのもわかりますが、ユカリさんがあなたと一緒でなければ、この仕事を引き受けて下さらないということですから。私としては、何としても藤也くんを引き留めますよ？」


　助けを求めるように、きょろきょろとユカリと亨に視線を遣っていた藤也は、二人の笑顔が崩くずれないことを悟さとると、あきらめたように嘆たん息そくした。そのあまりにも落らく胆たんした様子にユカリはくすくすと笑い、亨も苦笑する。はっきりと感情の出る態度が、妙みように好ましい。


　だが、亨は頭を切り換かえて、さっさと仕事をすませてしまうことにする。ここでのんびりとすればするほど、打ち合わせは長引くばかりだ。


　テーブルに置かれていた紅茶のカップを脇わきに寄せてスペースを作ると、ばさばさと書類を広げ必要なモノをユカリに渡していく。デザイン画と、撮さつ影えいのためのコンテ画、それから喜多からの条件リストだ。ユカリの方も心得たもので、条件リストは後回しにして自分が着るマリエのデザイン画を初めに手に取る。


　喜多のデザインは凄すごいと亨はいつも思う。同じ土俵に立つからこそ、見える凄さというモノがある。それはデザイン画の段階でもわかる。


　ハイウエストの切り返しから、長く引いた裾すそが綺き麗れいなシルエットを描えがき出している。シフォン生き地じの柔らかな感じをうまく使い、淡あわいイメージに仕上がっていた。フロントにはスリットが入り、中に誂あつらえたタイトラインのロングスカートをわずかに覗のぞかせている。全面に銀糸で細かな刺し繡しゆうが縫ぬい取られており、どんな光の下もとでも煌めくように見えるだろう。合わせてデザインされたベールは縁ふちが軽く絞しぼられており、こちらも優やさしげな印象を与えていた。


　どちらかといえばフェミニンなユカリのイメージをあえて逆手にとり、女性的な雰囲気を前面に押し出したデザインだった。喜多の心しん酔すいぶりが一目でわかるそれは、ユカリにとっても満足のいくものだったらしく、惜おしみない賞賛の笑みが浮うかぶ。


「デザインはこのままいきます。生地見本はこちらに」


　ユカリの隣となりで、興味深そうに覗き込んでいる藤也を意識の外に追い出し、次々と説明をしていく。撮影場所、予定日、公開日、伝えておかなければならないことはそれなりに多い。


　本来ならば、ユカリのマネージャーである岸きし田だもこの場に同席し、細かいことを調整していくのだが、今日は来ていなかった。何度も仕事をして慣れた相手であることと、場所や時間などの基本ラインでの変へん更こうがない限り、必要なのはユカリのチェックだけだからだ。


　喜多の要望リストを見せながら、二人は一つずつ検討し条件を摺すり合わせていく。やがて、どうにかリストが消化されると、ユカリは満足そうに頷うなずいた。


「これで、いいですわ。いつも我が儘を言ってごめんなさい」


「いいえ。これはこちらの仕事ですから。それに、喜多が随ずい分ぶんと無茶なことを言ってますし」


　ユカリに渡す分の書類をまとめながら、亨も柔らかく返した。この打ち合わせが終われば、ようやく休きゆう憩けいが取れるとあって、心なしか口調も軽くなる。そこでようやく、藤也の存在を思い出した亨は、慌てて視線をそちらに遣った。


「すみません。退たい屈くつだったでしょうね」


「え？　いえ、そんなことないです。ただ、話を聞いていると、オレはどこで必要なのかなあと思ってしまって……」


「あ───」


　藤也の一言に、ユカリが小さく声を漏もらした。実際には撮影に藤也を関かかわらせないことは、最初から決まっていることだった。ごく一部の親しい相手に対しては、独特のロジックで少しばかり振ふり回すことはあっても、本質的には仕事と遊びを割り切るユカリだからこそ、『撮影に藤也を使う』という遊びの口実を忘れて、亨と打ち合わせに集中してしまったのだろう。


「ええと、そのね、これは」


　すぐに表情を取り繕つくろい、ユカリが言葉を重ねようとした時、廊ろう下かが急に騒さわがしくなり、断りもなく扉が開かれる。その音に向けられた三人の目線の先には、豪ごう奢しやな雰囲気をまとった男が立っていた。


「な───っ。何で、ここにおまえがいるんだっ」


「───何で、だと？　それをおまえが言うのか？」


　彼がスタッフの制止も聞かずにここまで来たことは容易に知れた。そして大たい抵ていの者に彼を止めることなど、到とう底てい敵かなわないこともわかる。それでも、亨はこの展開に思わず頭を抱かかえたくなった。


「お久しぶりです、ショウさん。今日はまた、どうかしましたか？」


　内心の苛いら立だちはおくびにも出さず、微笑ほほえみながら将臣に近づいた亨は、臆おくすることなく彼に向かって問いかけた。将臣の訪問の目的など、ユカリの隣に座っている藤也であることはあきらかだったが、あえて訊たずねたのは、これから起こるであろう一ひと騒そう動どうの収拾を見み越こして、だ。


　扉の手前でおろおろしているスタッフを目線で下がらせ、とりあえず将臣を中に促うながしてしまう。これ以上野次馬が集まって騒ぎが大きくなるのは御ご免めん被こうむりたいというのが、亨の偽いつわらざる心情だ。


　だが、笑えみを張りつかせたまま椅子を勧すすめてみれば、一言の下もとに却きやつ下かされた。


「結構だ。これを連れてすぐに出る」


「何だよ、それはっ。オレはここに仕事に来てんだよ。おまえにあれこれ指図されるいわれはないっ」


　傲ごう然ぜんと言い放った将臣に、藤也が間かん髪はつを入れずに反発する。


　将臣の圧あつ倒とう的な存在感と威い圧あつ感かんにも怯ひるまず、自分の言いたいことを言ってのける藤也に、亨は少し驚おどろいたが、ユカリは面おも白しろそうに瞳を輝かがやかせた。


「そう、私が頼たのんだのよ？　藤也君はいいと言ってくれたんだもの。かまわないでしょう？」


『あなたに何の関係があるの？』と言わんばかりのユカリに対して、将臣は眉み間けんに皺しわを寄せる。


「これは、俺のモノだ。おまえに口出す権利はない」


「───っ。何だよそれはっ。おまえこそオレの行動にまで口出す権利はないっ」


　がたんと音を立てて椅い子すから立ち上がった藤也が、きっと将臣を睨にらみつける。鳶色の瞳がきつい視線を投げかけていることは意に介かいせず、将臣は藤也に近づくとその腕うでを摑つかもうとした。だが、藤也はその手を払はらい、足を後ろに引いてしまう。


　その途と端たん、すっと将臣の気配が冷たいモノに変わった。眇すがめられた青い瞳が、目の前の藤也を静かに見つめているだけなのに、肌はだを刺さすような怒ど気きが無ぶ遠えん慮りよなまでに放たれている。


　無言のまま睨み合っている二人を、ユカリはただ面白そうに見み遣やっていた。亨は大きく溜ため息をつくと、仕方なしに立ち上がり、二人の間に割って入る。


「そこまでにしていただきましょうか」


　突とつ然ぜんの仲裁に、藤也は驚いた顔を見せたが、将臣は無表情に目線を動かしただけだった。


「申し訳ないですが、ショウさんは退室していただけませんか？　今はユカリさんと仕事の話をしておりますので」


　将臣に向かって、亨は『この仕事にあなたは関係ない』と暗に告げてみせた。その言葉に、目線だけをこちらに向けていた将臣が、身体からだごと亨に向き直る。感情のまったく窺うかがえないその冷たい相そう貌ぼうに怯むことなく、亨は彼の視線を受け止める。


「喜多はユカリさんを使いたがっています。そのために出された条件が呑のめるものであれば、こちらとしてはいくらでも受け入れるつもりです。しかし、その条件の中に、あなたのことは入っておりません」


「ふん……。ユカリのことは、関係ない。俺は自分のモノを引き取りに来ただけだ」


　意にも介さず鼻先で笑い、『そっちこそ引っ込んでろ』とばかりに将臣が言う。だが、亨も負けていない。


「自分のモノ……？　藤也くん、のことでしょうか？」


「それこそ、おまえに言う必要はない」


　会話は微び妙みように際きわどい領域に入りかけていたが、そんなことはまるで気にもせず、二人は睨み合ったままだ。


　───やはり、こいつとは気が合わない。できれば、関わり合いたくないな。


　トップモデルとしての『ショウ』は確かに凄すごい。だが、一個人の『ショウ』とは絶対に気が合わないことを亨は確信した。その思いを嚙かみしめながら、視線を逸そらすことなく将臣を凝ぎよう視しし続ける。


「将臣っ、もういい加減にしろよ！」


　ユカリがこの騒ぎを止めるつもりがないのは端はなからあきらかで、結局貧びん乏ぼうくじを引かされることになったのは当然の如ごとく、唯ゆい一いつの常識人である藤也だった。


「とりあえず、オレはこの仕事を受けたのっ。だから、将臣の言うことはきかない」


「俺の言うことに逆らうのか？」


「逆らうも何もっ、おまえのそれはただの我わが儘ままだっ」


　しかしその藤也は反射的に将臣に嚙みついてしまい、これまた微妙に矛ほこ先さきがずれてしまう。結果、今度は藤也が将臣と睨み合いになり、静まりかえった応接室には最も早はやごまかしようのない険悪な空気が張りつめてしまった。


　扉とびらの向こうに複数のスタッフが何事かと様子を窺っている気配を感じて、亨は舌打ちしたい衝しよう動どうを何とか堪こらえた。軽い気持ちでユカリの提案を受け入れてしまった自分が、今となっては酷ひどく腹立たしい。もともとの体調の悪さも加わり、本気で目眩めまいを起こしそうだった。


　だが、一いつ触しよく即そく発はつのこの場をどう収めるか亨が逡しゆん巡じゆんしているうちに、不意に将臣の視線は逸らされた。そして鋭するどい一いち瞥べつを亨にくれると、訪おとずれた時と同様に無言のまま部屋を後にする。


　強きよう烈れつな存在感だけを残して閉とざされた扉を、あれでも一応将臣が引き下がったということなのだろうかと、亨は何か毒気を抜ぬかれたような気持ちで見遣った。


「ああ、面白かったわ。ショウったら本当に想像通りの反応をするんですもの」


　呆ぼう然ぜんとしている二人をよそに、一人くすくすとユカリが笑い出し、ティーカップを優ゆう雅がに引き寄せる。その笑い声に、亨と同じく戸と惑まどったように扉を見ていた藤也がぱっと振り向いた。


「ほら、藤也君、すぐに追いかけなさいな。ショウの機き嫌げんが悪いままだと、誰だれが一番困るのかしら？」


「え？　あ」


　目を白黒させている藤也に向かい、優雅な仕草でユカリの頭が傾かたむけられる。


「私の方は気にしなくてもいいわ。早くショウを追いかけて」


「えっと……。滝澤さん、すみませんっ。お先に失礼しますっ」


　弾はじかれたようにひょこんと頭を下げ、藤也はばたばたと足音を立てて部屋を出ていった。見送るユカリは『心底楽しんでいます』と言わんばかりに、口くち許もとに微かすかな笑みを浮うかべている。この騒さわぎの元げん凶きようでありながら、それを取り繕つくろおうともしない彼女の態度はいっそ清すが々すがしいほどで、亨は怒おこる気にもなれずにあからさまな溜め息をついた。


「どうにも、話が大きくなったような気がするんですが……」


「あら、そう？　でも、面白いじゃないの。何に対しても無関心だったショウが、唯ゆい一いつ藤也君にだけはあの態度よ？　これ以上ないくらい面白いじゃないの」


　笑い続けているユカリに亨は再度溜め息をつき、少々自棄やけ気味になってソファーに座ると、疲つかれた顔で紅茶を手に取る。


「俺はあなたと違ちがって、ショウで遊ぼうだなんてとても思えませんよ」


　そこまで神経は太くない、と続く言葉は呑み込んだ。彼が去り際によこしたあの鋭い一瞥を思い出し、亨は顔をしかめる。


　───あんな視線に、二度は晒さらされたくはないな。できれば金輪際関かかわりたくもないんだが……。


　思わず『ショウ』と呼び捨てにしてしまったことにも今いま更さらながら気がついたが、それを言い繕うのも億おつ劫くうだった。


　しかし亨の仕事を考えれば、将臣は避さけて避けきれる相手ではない。それならば、これ以上の面めん倒どうは遠えん慮りよしたいのが本音だった。それでなくても、既すでに置かれてしまった自分の立ち位置を考えると、鬱うつ々うつとした気持ちになるのは抑おさえられない。額に少しだけこぼれ落ちてしまっていた髪かみを搔かき上げると、亨は微かに息を吐はいた。


　その様子を見ていたユカリが、珍めずらしくも殊しゆ勝しような表情で謝罪を口にする。


「ごめんなさいね。どうやら、思っていた以上に疲れさせてしまったみたいだわ」


　亨の知るユカリは、今までどんなに無茶な条件を突つきつけても、喜多の要望をすべてはねのけた時ですら、極ごく上じようの笑え顔がおと『ごめんなさい』の一言ですませていたのだ。そんなユカリが眉まゆ根ねを寄せて申し訳なさそうな顔をしていれば、亨でなくても少なからず驚くだろう。


「……いきなりどうしたんです？」


「いきなりも何も……。そんなに酷い顔をしているあなたを見るのは初めてよ。とりあえず、この件ではもう藤也君を連れてこないわ」


「そうしてもらえると助かりますね。ショウさんには私がその条件を呑まなかったと、伝えてくれればいいですから。藤也くんへの説明とは矛む盾じゆんしますが、この騒ぎの後であれば彼もそれどころではないでしょうから、なんとかなるでしょう」


　ユカリのしおらしげな態度につられて亨がそう言うと、彼女も小さく頷うなずく。


「そうね……。それなりに楽しめたし……。もういいわ。これ以上手を出すと、ちょっとどころじゃなくショウの機嫌が悪くなりそうだもの。でも、滝澤も面おも白しろかったんじゃなくて？　あんな子供みたいな態度、そう見られたものじゃないわよ？」


　先さき程ほどまでとはまるで違う、ユカリの悪戯いたずらめいた表情に、亨は軽くこめかみを押さえた。あんな状態の将臣に対して、面白かったと言ってのけるユカリの神経にこそ問題があるような気がしてくる。


「そうだ。私からお礼をしてもいい？　巻き込んでしまったお詫わび、といってもいいかしら。どうせ藤也君をこれ以上引っ張り出すわけにはいかないんだもの。それなら、あなたが私を説得したことにして、せいぜい高く貸しにした方がいいわ」


「は？　何ですか、それは？」


「ちょっと待ってて」


　いいことを思いついたとユカリが嬉うれしそうに鞄かばんから携けい帯たいを取り出すのを、亨は溜ため息をつきつつ眺ながめるしかなかった。











　足音も高く、将臣はエレベーターホールを目指していた。


　───冗じよう談だんじゃ、ない。あの男、前に会った時はそうでもなかったのに……っ。


　乱暴な仕草で下へ降りるボタンを押すと、外していたサングラスを掛かける。このビルはエントランスに、受付の女性以外にも警備員が常じよう駐ちゆうしており、名前を記帳してから渡わたされるパスカードを首から下げないと入館できないようになっている。もちろん将臣がそんなまどろっこしいことをしたはずもなく、顔見知りのスタッフが偶ぐう然ぜん通りかかったのを幸いに、強ごう引いんに押し切ってきたのだ。


　滝澤亨とは何度か顔を合わせ仕事をしたことがあり、面識はあった。


　仕事に関しては申し分なかった。引くべきところは引き、譲ゆずれないところはきっちりと主張するその姿勢は、将臣から見ても好ましいものだった。だが、それはあくまでも今までの仕事についてであって、今回の件に関しては腹立しいことこのうえない。


　亨に対し、実のところこれまでさほど強い印象を持っていなかったのだが、今ではその存在は将臣の脳のう裏りにしっかりと焼きついてしまった。


　それがまた悔くやしくて、将臣はジャケットのポケットに手を入れて煙草たばこを取り出す。もちろん、こんな場所で火をつけるつもりはなかったが、苛いら立だちまぎれに口に銜くわえライターを玩もてあそんだ。


　エレベーターの到とう着ちやく音おんに被かぶさるように、後ろから駆かけてきたらしい藤也の声が掛けられる。


「……ったく、おまえは何してんだよ？　オレの意志を無視すんなって、何度言わせればわかるんだ？」


　だが、その声を無視して将臣はエレベーターに乗り込んでしまう。慣れているせいか、大して気にした様子もなく、藤也も少しばかり乱れた息を整えながら跡あとを追って乗り込んでくる。微かな振しん動どうとともに下降する密室は、いとも簡単に一階に到着した。


　無言のままエントランスを通り抜ける将臣は、受付から声を掛けようとした女性スタッフを、サングラス越しに睨にらみつけて黙だまらせる。訪おとずれた時の騒そう動どうを相手も覚えているのだろう、引きつった笑顔は気の毒なほど強こわ張ばり、いっそ哀あわれなほどだ。


　そして、そのとばっちりを喰くらったのは、やはり藤也の方だった。その場に居合わせたスタッフや来客がちらちらと将臣を窺うかがっているせいで、パスカードを返へん却きやくしようとしてもカウンターに近づくことすらままならないでいる。


　そんな様子にすら苛つきながら、それでも将臣はエントランスの扉とびらの前で藤也を待つ。かつてなら考えられないような自分の行動に、自じ嘲ちようめいた色がサングラスに覆おおわれた目に浮かぶ。ようやくエントランスを抜け出した藤也を認めると、隣となりに並ぶのを待たずに来客用の駐車場へ向かった。駐車場はビルの裏手にあり、奥まっているために人通りはほとんどない。


　乗り慣れた紅あかいスポーツカーのシートに背を預けると、口に銜えていた煙草に火をつけた。わずかに遅おくれて藤也が助手席に乗り込んでくる。自分の運転する車に初めて藤也を乗せたのは半年以上前のことだったが、時折それがとても奇き妙みようだと感じてしまう。


　───だが、それが不快ではない……。


　藤也は自分のモノだと思うし、藤也もそれを認めた。もちろん、藤也自身の意志や感情を無視しているつもりはない。ただ、自分の知らないところで他人と親しくしているのかと思うと、それが不快でならなかった。


　今回のことも藤也に引き受けさせるつもりはない。ユカリは飲むにはいい相手だし、会話をしていても苛つくことはない。多分、いわゆる友人という範はん疇ちゆうに位置している数少ない人間だ。そのためか、彼女に対しては、ある程度は他人よりも許容範はん囲いが広いと自覚している。


　だが、それでも藤也に関わることだけは許容できないのだ。


　無表情のまま煙草をくゆらせていると、ちらちらとこちらを見ていた藤也が徐おもむろに口を開いた。


「……今回のバイトは、さ。あまり詳くわしく聞いてないんだけど、ユカリがデザイナーから身を守るために必要だって、言われたんだよ。いい仕事だからやりたいんだけど、デザイナーとは相あい性しようが悪いって……」


　ぼそぼそと呟つぶやくように告げる藤也に、将臣は一いち瞥べつをくれる。


　喜多がユカリにやや過か剰じような心しん酔すいを抱いだいていることは有名な話だったし、ユカリがそれを鬱うつ陶とうしく思っていることも今に始まったことではない。ならば、今回のことに藤也を巻き込む必要などなかったはずだ。今までも文句を言いつつ喜多と仕事をしてきたのだから、今いま更さら藤也のガードが必要なわけがない。


　それがはっきりとわかっているからこそ、恵美花とユカリにいいように振ふり回されている藤也に対して余計に苛つくのだ。


　無言のまま藤也を凝ぎよう視ししていると、視線に気がついた藤也はむっとしたように睨み返してくる。少し大きめの鳶とび色いろの瞳ひとみで本人はきつく睨んでいるつもりなのだろうが、それすらも将臣にとっては心地ここちよいものだった。藤也の意識が自分に向いているとはっきりとわかるからだ。


「何、見てんだよ？　だいたいなあ、オレがおまえのモノだなんて、他人の前で言うなっ」


　将臣が何も言おうとしないのが気に食わないのか、更に身を乗り出して文句を続けようとした時、藤也の携帯が鳴り出した。


「て、何だよ……？　ユカリから……？」


　慌あわてて取り出した携帯を確かく認にんした藤也は、不ふ審しんげに呟いて通話ボタンを押す。


「もしもし？……うん、大だい丈じよう夫ぶ。え、替かわるの？　別にいいけど……。ちょっと待って」


　二言三言話しただけで、藤也は携帯を将臣に差し出してきた。吸いかけの煙草を灰皿に押し潰つぶすと、将臣は携帯を受け取る。どうせろくな話ではないことはわかっているのだ。応こたえる声も、自然と低く押し殺したものになる。


「……何の用だ」


『───いきなり、それはないと思いますが……？』


「滝澤？」


　ユカリからだと思い込んでいた携帯から聞こえてきたのは、実際には滝澤の声で、思い切り訝いぶかしげな声になってしまう。相手もそれを察したのか、別れ間ま際ぎわと同様のあまり愛あい想そのない口調が淡たん々たんと言葉を返してくる。


『先さき程ほどの件ですが、ただでさえ喜多のことで手て一いつ杯ぱいなので、藤也くんに関しては手を引きます。これ以上の厄やつ介かい事ごとは遠えん慮りよしたいのでね。彼女が何やら言っているようですが、あなたの気に障さわるようなことにはなりません』


「どういうことだ？」


『どうもこうも、今回の仕事でこれ以上ユカリさんが藤也くんに絡からむことはない、ということですよ、ショウ。こちらも疲つかれているので、騒さわぎを大きくしたくないんです』


　言葉は丁てい寧ねいだったが、いかんせん口調のきつさがそれを見事に裏切っていた。そのうえ、今まで『さん』付けだった呼び名が『ショウ』と呼び捨てになっていることに将臣は気がついた。どうやら先程の遣やり取りで、将臣に対する認識が変わったらしい。


　将臣にしてみれば、本名でさえなければどう呼ばれようとあまりこだわりはなく、あえて指し摘てきするほどのことでもない。むしろこんな些さ細さいなことで、真面目まじめで大人しいとばかり思っていた滝澤という男の、一ひと筋すじ縄なわではいかない本質を垣かい間ま見みれたと思えば安いものだ。


「……ふん。藤也が関かかわらないのなら、俺には関係ないことだ。そっちで好きに話し合えばいいだろう？　いちいち俺に断るな」


『───礼の一つでも言ってくれると思っていたんだけどね？』


　あからさまに挑ちよう発はつしている亨の言葉に、将臣は口くち許もとを歪ゆがめる。何か開き直ったらしく、彼の口調はどんどん悪くなっていくばかりで、ますます将臣を愉ゆ快かいにさせた。


「……面おも白しろい……。───ユカリに、俺の携けい帯たいの番号を訊きいておけ」


　それだけを言うと、向こうの返事を待たずに携帯を切り、将臣はくつくつと喉のどの奥で笑い出した。


　自分に対し、こんな態度を取る者は珍めずらしい。藤也など一部を除いて、将臣の周囲に集まる人間は、下心が見え見えの頼たのみもしない取り巻きか、卑ひ屈くつなまでに怯おびえる者ばかりだった。こんな風に、自分に恩を売ったと面と向かって言ってみせる相手など、初めてと言っていい。


　突とつ然ぜん笑い出した将臣に驚おどろいて、藤也が戸と惑まどったような視線を向けてくる。先程までの、将臣に対する怒いかりはすっかり忘れてしまったらしい。将臣と滝澤の会話の内容が気になって仕方ない様は、好こう奇き心しん旺おう盛せいな中型犬の子犬を思い起こさせた。


　その手に携帯を返してやって新しい煙草たばこに火をつけている間も、藤也はじっと将臣の様子を窺っていた。


「ユカリがおまえの手伝いを断った。滝澤もそれで納なつ得とくしている。これ以上、ここにいる必要はない」


「て、何それ」


「もう、おまえは関係ないということだ」


　言葉とともにイグニッションキーを回しエンジンを掛かけると、将臣は車をスタートさせた。


　時計を確認すれば、少し急がないと次の仕事に間に合わないような時間だった。だが、将臣が藤也の居場所を恵美花から訊き出した時点で、彼女の方からいくらか遅れるという連れん絡らくが相手に伝えられているのは確実だろう。


　そもそも、藤也の下もとに恵美花の『お願い』コールが掛かってきたことが、今回の発ほつ端たんなのだ。だとしたら、恵美花がその後始末のフォローをするのも当然というものだ。


　───しかし、深入りしたい奴やつじゃないのは、確かだな……。


　応接室で向き合った亨は、何故なぜかいつもの取り澄すました仕事面ではなく、おそらく彼の素すに近いと思われる姿を見せていた。本当にあれが彼の偽いつわりのない顔なのであれば、藤也やユカリのように気安くつきあえるとはとても思えなかった。


　今まではその温和な物もの腰ごしに隠かくされて気がつかなかったが、真実の彼はもっと傲ごう慢まんで将臣と近しいものを持っているのだろう。もしかしたら深くわかり合えるのかもしれないが、そもそもそんな相手をお互たがいが求めているわけもなく、結局互いに反発して終わってしまうのは目に見えている。


　隣となりに座る藤也にふと視線を向け、将臣は小さく口許を歪めた。


　自分が固こ執しつしている、自分のモノだと言いたい人間は藤也だけだ。その藤也を今日はこのまま連れ回せるのだ。それが何よりも楽しいと、そう思う。


　その瞬しゆん間かん、亨のことなど完全に頭から追い出した将臣は、次の仕事が終わった後、藤也を確実に部屋へと連れ込む方法を模も索さくし始めた。肝かん心じんの藤也は、済なし崩くずし的に将臣の仕事につきあうはめになり、しかも今晩無事に眠ねむれる可能性がなくなったことを、未いまだ知るよしもなかった。











　この時の『貸し』が、ひょんなことから亨の役に立ったことは、今更語るまでもない。
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